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桜 沢 如 ―先生 誕生 日 はo月 18日 )1893～ 1966

ト

G

0

ケ
ン
コ
ー
と
は

「
マ
コ
ト
」
（宇
宙

の
秩
序
）
の
生
理
的
表
現
で
あ
る
．

サ
イ
ワ
イ
と
は

「
マ
コ
ト
」
の
心
理
的
表
現
で
あ
る
の

自
由
と
は

「
マ
コ
ト
」
の
生
理

・
心
理

・
社
会
的
表
現
で
あ
る
。

平
和
と
は

「
マ
コ
ト
」
の
人
の
社
会
的
生
活
で
あ
る
．

「
マ
コ
ト
」
と
は
、
イ
ツ
、
ド

コ
に
で
も
あ
れ
、
万
人

に
ト

コ
シ
エ
に
自
由
と
幸
福
と
、
平

和
と
、
健
康
を
あ
た
え
る
、
た
だ

一
つ
の
モ
ノ
で
あ
る
。

「
マ
コ
ト
」
と
は
、
タ
ダ

一
つ
に
し
て
、
ト

コ
シ
エ
に

マ
ッ
タ
キ

コ
ト
で
あ
る
。

「
マ
コ
ト
」
と
は
、
タ
エ
マ
ナ
ク
う

つ
り
、
か
わ
り
、
う
ご
き
、
あ
ら
わ
れ
て
は
き
え
う
せ
、

し
か
も
ト

コ
シ
エ
に
か
わ
ら
ぎ
る
、
タ
ダ

＾
つ
の
も
の
、
ト

コ
シ
エ
ノ
モ
ノ
で
あ
る
．
イ
′
チ

で
あ
る
。

ま

っ
た
き

コ
コ
ロ
と
、
ま

っ
た
き
カ
ラ
グ
を
も
と
む
る
モ
ノ
よ
、
君
の
名
は

，
コ
ロ
マ
ズ
シ

キ
モ
ノ
∩

お
ろ
か
な
る
も
の
と
は
、
ま

っ
た
き

コ
コ
ロ
と
ま

っ
た
き
カ
ラ
ダ
を
も
と
め
ず
し
て
、は
か
な

き
カ
ラ
ダ
と
ミ
ナ
ワ
の
如
き
ト
ミ
と
、
シ
モ
バ
シ
ラ
の
ご
と
き
名
を
も
と
め
て
、
あ
く
こ
と
を

知
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

ヤ

マ
イ
と
ナ
ヤ
ミ
、
カ
ナ
シ
ミ
と
ナ
ゲ
キ
に
身
を
こ
が
す
も
の
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
、
ま

っ
た
き

コ
コ
ロ
と
、
ま

っ
た
き
カ
ラ
グ
を
求
め
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。

ま

っ
た
き
カ
ラ
ダ
は
、
ま

っ
た
き
オ
シ
モ
ノ
に
よ
り
て
つ
く
ら
れ
た
る
、
ま

っ
た
き
コ
コ
ロ
、

ま

っ
た
き
宇
宙
の
秩
序
の
受
信
機
な
り

ま

っ
た
き
モ
ノ
を
も
と
む
る
コ
コ
ロ
は

マ
コ
ト
ナ
リ
［

ま

っ
た
き

コ
コ
ロ
を
も
と
む
る
は
、

「
マ
コ
ト
」
の
自
家
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ヤ
な
り
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

な

り
マ
コ
ト
を
も
と
め
る

モ
ノ
は
、　
マ
コ
ト
に
か
え
る

コ
ト
を
う
べ
し
。

マ
コ
ト
に
か
え
る
も
の
は
、　
マ
コ
ト
に
自
由
を
得
べ
し
。

マ
コ
ト
に
か
え
る
も
の
は
、
カ
ン
ガ

エ
ル
モ
ノ
の
み
。

カ
ン
ガ

エ
ル
コ
ト
は
、
神

に
か
え
る

コ
ト
な
り
。

「
マ
コ
ト
」
に
よ
み
が
え
る

コ
ト
な
り
，



■ 正食医学応 用講座 (10月 7日～ 10日 )は、

都合 によ り中止 いた します。

■ 10月 18日 (水 )、 桜沢先生バ ースデーには

桜沢里真 先生 のお話 があ ります。

以 上 、 日本 CI協 会 本 部 に て

●
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
●

新
し
き
世
界

ヘ

５
０
５
号

■

『
食
生
活
と
長
寿
員
下
）
は
、
都
合
に
よ
り
、
次
号
掲
載
と
な
り
ま
す
。

×
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
…

ｒ
ｏ

ｏ
９
”８

【『
０
「”
ヨ
‘
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″　
〓
”
み
８

【■
３
●
ヨ

，

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
・・
０
８
品
３

ｏ
７

８
１
”

（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ
ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ベ
ン
ネ
ー
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
『】５
〇
一Ｒ

Ｃ
●
●
●
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

ョ
Ｒ
『８
δ
‐

ヨ
お

（
フ
ラ
ン
ス
語
）、英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
ヨ
Ｒ
３
げ
一０
浄
∽
、
形

容
詞
は

ヨ
Ｘ
８
σ
δ
澤

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と
っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性

…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

。
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

・
暖
熱

。
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

桜
沢
里
真
先
生
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
…
…
４

ボ
ス
ト
ン
、
ア
ム
ハ
‥
ス
ト
・
セ
ミ
ナ
レ
に
出
席

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

６

ア
メ
リ
カ

・
ツ
ア
ー
の
友

へ
／

ヘ
ル
マ
ン
相
原
…
…
＝

西
部
の
旅
十
日
間
／

コ
ル
ネ
リ
ヤ
サ
ン
相
原
…
…
１２

ア
メ
リ
カ
大
西
部

ツ
ア
ー
報
告
記
…
…
１４

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で

手
当
法
の
実
際
０
／
大
森
英
桜
…
…
２２

正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

奇
蹟
と
喜
び
の
我
が
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
人
生
／
鶴
島
丈
夫

連
載
最
終
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
‥
３４

神
無
月
の
食
養
料
理
／
桜
沢
里
真
…
…
４‐

ク
ッ
キ
ン
グ

・
サ
ロ
ン

亥
の
子
の
節
供
料
理
／
浮
津
宏
子
…
…
４５

全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
…
…
５２
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リ

マ

・
オ

ー

サ

ワ

ア
ム

ハ
ー
ス
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
、
参
加

桜
沢
里
真
先
生

（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
会
長
）
は
、
８

月
１９
日
１
２６
日
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
ア
ム
ハ
ー

ス
ト
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
、
イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

（久
司
道
夫

会
長
）
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
、
講
演
、
料
理
講

習
、
手
の
ひ
ら
修
行
な
ど
を
行
な
い
、
大
歓
迎
を
う

け
た
。

同
行
の
菅
本
フ
ジ
子
先
生

（愛
媛
純
正
食
品
セ
ン

タ
ー
）
、
秋
間
乙
葉
さ
ん

（料
理
師
範
）
と
と
も
に
、

ま
ず
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ヘ
ル
マ
ン
相
原
氏
夫
妻
、

村
元
騰
氏
夫
妻
に
出
迎
え
ら
れ
、
市
内
近
郊
か
ら
８０

名
が
集
ま
り
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
。
つ
い
で
ボ
ス
ト
ン

に
飛
び
、
久
司
道
夫
夫
妻
な
ど
多
数
の
出
迎
え
を
受

け
、
セ
ブ
ン
ス

・
イ
ン
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン

（林
宏

氏
）、
エ
レ
ホ
ン
自
然
食
品
社

（年
商
２７
億
円
）
な
ど

を
見
学
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
今
年
は
特
に
参

加
者
が
多
く
、
全
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
四
〇

〇
名
、
多
彩
な
講
習
、
行
事
が
開
か
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
二
宮
瑞
凰
先
生

（墨
絵
）
、

山
本
し
ず
子
先
生

（指
圧
）
、

ロ
ン
ド
ン
の
高
木
ロ

ー
ザ
さ
ん
ほ
か
欧
米
人
の
指
導
陣
、
来
賓
な
ど
が
参

加
し
た
。　
一
行
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ホ
ノ
ル
ル
な
ど
を
ま
わ
り
、
９
月
５
日
、
東
京

に
帰

っ
た
。
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▲アムハース ト・セミナーの期間中、『ガンおよび主要な現代病への栄養的アプローチ』第2回国際学術会議が
8月 23日 、開かれ、医師、医学者、各種専門家、各国正食リーダーなどが参加、討議を深めた。菅本フジ子先生
がガン治療について報告した。会議は今後も毎年8月 に開かれる予定。

桜沢里真先生、日本綜合医学会で講演

＞
日
本
綜
合
医
学
会

（会
長
、
沼
田
勇
医
博
）
の
第
２
回
全
国
大
会
會
Ｘ
富
頭
、

牛
尾
盛
保
医
博
）
は
９
月
１５
、‐６
日
、東
京

・
浅
草
公
会
堂
で

「食
習
慣
と
疾

粛
』
の
テ
ー
マ
で
開
か
れ
、

１６
日
、
桜
沢
里
真
先
生
が
特
別
講
演
を
し
た
。



朧
黒
黒
黒
黒
愚
晨
距
縁
曇
善
嚇
善
囃

●
６
月
２５
日
、
特
別
料
理
教
室

『
夏
負
け
を

防
ぐ
ス
タ
ミ
ナ
料
理
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
桜
沢
里
真
先
生
。

「正
食
を
し
て
い
れ
ば
、
夏
負
け
な
ど
し
な

い
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
特
別
料
理

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
陰
性
の
人
向
き
、
陽

性
の
人
向
き
と
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
料
理
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

メ

ニ

ュ
ー

は

ｏ
麦
入
玄
米
御
飯

（麦
は
１
割
）

●
揚
げ
豆
腐
の
山
か
け

（豆
腐
、
大
和
芋
、

コ
ー
フ
ー
、
青
の
り
、
山
椒
の
葉
）

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・

ニ

ュ

●
食
養
鯉
こ
く

（鯉
、
午
労
、
生
姜
、
胡
麻

油
、
味
噌
）

●
小
松
菜
と
揚
げ
の
山
葵
和
え

（小
松
菜
、

揚
げ
、
山
葵
、
胡
麻
バ
タ
ー
、
醤
油
）

●
う
ず
ら
し
ぐ
れ

（う
ず
ら
、
葱
、
味
噌
、

生
姜
、
玉
ね
ぎ
）

●
稗
グ

ラ
タ
ン

（ポ
ワ
シ
ー
シ
ュ
、
稗
、
王

ね
ぎ
、
人
参
、

コ
ー
フ
ー
、
枝
豆
、
ね
ぎ
、

ク
レ
ソ
ン
）

●
サ
ラ
グ

（西
瓜
、
胡
瓜
、
玉
ね
ぎ
、
り
ん

ご
、
オ
リ
ー
プ
油
、

レ
タ
ス
、
南
瓜
）

特
に
、
夏
期
の
水
分
の
摂
り
過
ぎ
に
よ
る

塩
抜
け
な
ど
、
陰
性
に
強

い
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
と
し
て
、
き
じ
の
味
噌
煮
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
時
季
の
関
係
で
、
き
じ
が

入
手
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
う
ず
ら
を
使

い

ま
し
た
。

う
ず
ら
し
ぐ
れ
は
、
う
ず
ら
を
丸
の
ま
ま

天
火
で
焼
き
、
身
を
む
し

っ
て
、
ね
ぎ
を
炒

め
た
中

へ
入
れ
、
味
噌
で
煮
る
も
の
で
、
ひ

ど
く
陰
性
な
病
人
に
、
小
さ
じ
１
杯
ず

つ
を

１
週
間
ほ
ど
続
け
る
と
よ

い
。
き
じ
を
使
う

時
は
野
生
の
も
の
が
よ
く
、
効
き
目
は
う
ず

ら
よ
り
強

い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
健
康
な

人
は
摂
る
な
ら
、
せ
い
ぜ

い
年
に
１
回
ほ
ど

の
も
の
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

鯉
こ
く
は

一
般
の
作
り
方
と
は
違

っ
て
、

―

ス
苦
王
を
取
る
だ
け
で
、
残
り
全
部

（骨
も
ウ

ロ
コ
も
ワ
タ
も
）
を
ぶ
つ
切
り
に
し
て
、
炒

め
た
さ
さ
が
き
午
労

（鯉
の
３
倍
ヨこ

と
共

に
煮
込
む
も
の
。
今
回
は
鯉
を
油
で
揚
げ
て

か
ら
煮
込
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
鯉
の

油
と
植
物
油
が
交
換
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
普
通
は
６
時
間
ほ
ど
煮
込
み
ま

す
が
、
時
間
の
関
係
上
、
圧
力
鍋
を
使

っ
て

短
時
間
に
仕
Ｌ
げ
ま
し
た
。

鯉
こ
く
、
う
ず
ら
し
ぐ
れ
と
、
陽
性
の
強

い
も
の
を
２
つ
も
使

っ
た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
た
め
、
小
松
菜
と
揚
げ
の
山
葵
和
え

と
、
サ
ラ
グ
を
添
え
ま
し
た
。

ｏ
７
月
８
、
９
の
２
日
間
、
姓
名
学
に
特
に

焦
点
を
あ
て
た
泊
ま
り
込
み
の
集
中
講
座

『
運
命
学
セ
ミ
ナ
ー
』
が
、
イ
ン
タ
ー
マ
ッ

ク
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
森
英
桜
先
生
の
講
義
は

『数
霊
と
宇
宙

法
則
人
門
』
、
『
姓
名
学
入
門
』
、
『
姓
名
学

の

実
際
』
、
お
よ
び
、
『気
学

の
解
明
』
の
４
講

座
で
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
半
、行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
数
霊
の
解
明
か
ら
始
ま
り
、
１
か
ら

１０
ま
で
の
基
本
数
の
う
ち
、
な
ぜ
あ
る
も
の

が
吉
数
で
、
あ
る
も
の
が
凶
数
な
の
か
、
ど

う
吉
で
、
ど
う
凶
な
の
か
を
、
７
段
階
の
ス

パ
イ
ラ
ル
か
ら
解
き
明
か
し
、
つ
い
で
、
そ
れ

ら
の
基
本
数
が
ど
う
組
み
合
わ
さ

っ
て
、
吉

数
、凶
数
と
な
る
の
か
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
超
古
代
文
献
に
あ
る
神
々
、

歴
代
総
理
大
臣
、
６
年
前
の
連
合
赤
軍
浅
間

山
荘
事
件
な
ど
の
名
を
例
に
挙
げ
、
そ
れ
ら

画
数
が
ど
う
働

い
て
、
歴
史
、
事
件
に
か
か

わ

っ
て
い
っ
た
か
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

姓
名
学
の
勉
強
の
本
と
し
て
、
熊
崎
健
翁

の
著
書

（『姓
名
の
神
秘
』
、
『名
付
け
読
本
』

な
ど
）
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

１７
と

２‐
の
数
の
説
明
は
、
割
引
き
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

気
学
の
講
義
で
は
、
磁
気
か
ら
見
た
気
学

の
科
学
的
検
討
が
主
に
な
さ
れ
ま
し
た
。
本

格
的
に
気
学
を
勉
強
す
る
な
ら
、
十
千
、
十

二
支
、
陰
陽
易
、
五
行
説
を
ま
ず
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
鬼
門
は
そ
れ
ほ
ど

気
に
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
ま
ず
は
正
食

し
て
、
さ
れ
い
な
血
液
を
つ
く
る
方
が
先
決

問
題
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し

に^
。

●
７
月
１５
日
、
リ
マ

・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ

ミ
ー
夏
期
コ
ー
ス
の
卒
業
式
を
兼
ね
た
試
作

会
が
、
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
で
行
な
わ
れ
ま
し

上

た

。

午
前
と
午
後
の
部
、
あ
わ
せ
て
４９
名

（男

性
５
名
）
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

▲特別料理の楽しい会食

-6-



れ
腕
を
ふ
る

っ
た
料
理
を
持
参
し
て
、
桜
沢

里
真
先
生
、
浮
津
宏
子
先
生
に
試
食
、
批
評

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
里
真
先
生
か
ら
、
「
き
び
し
く
批
評
し

ま
す
が
、
そ
れ
を
は
げ
み
に
、
さ
ら
に
進
ん

で
下
さ
い
。
料
理
、
特
に
味
の
取
り
合
せ
は

一
生
の
研
究
で
す
。
ま
た
、
和
と
い
う
も
の

は
、
そ
の
字
が
示
す
よ
う
に
、
禾
本
科
の
も

の
を
食

べ
る
こ
と
に
よ

っ
て
作
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
、
食
養
を
ひ
ろ

め
て
、
世
界
に
和
を
も
た
ら
す
よ
う
努
力
し

ま
し
ょ
う
』
と
い
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

｛

に

。

つ
づ
い
て
試
食
に
う
つ
り
、
里
真
先
生
、

浮
津
先
生
か
ら
、
材
料
の
選
ひ
方
、
取
り
合

せ
、
味
付
け
加
減
、
盛
り
つ
け
な
ど
、
き
め
細

か
な
批
評
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
的
に
、
味
の
取
り
合
せ
が
ま
だ
ま
だ

で
あ
る
、
と
い
う
批
評
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
日
本
各
地
で
食
養
普
及
に
努
め
て

き
た
枚
方
市
の
山
本
祥
園
さ
ん

（Ｐ
Ｕ
ネ
ー

ム

・
ソ
フ
ィ
ー
）
も
飛
び
入
り
で
参
加
し
、

自
ら
自
然
農
法
で
栽
培
し
た
ト

マ
ト
と
キ

ュ

ウ
リ
の
ぬ
か
漬
け
を
持
参
し
、
今
、
自
然
農

法
に
取
り
組
み
、
米
な
ど
を
作
り
始
め
て
い

る
、
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
で
、他
の
人
の
料
理
を
味
わ

っ
た
後
、

修
了
書
の
授
与
式
が
行
な
わ
れ
、
里
真
先
生

か
ら
修
了
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

●
夏
季

コ
ー
ス
初
級
、
中
級
、
上
級
、
師
範

科
の
修
了
生
は
下
記
の
通
り
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

初
級
―
―
上

原
千
代
子
、
浅
野
栖
子
、
恩

田
光
子
、
林
肥
三
子
、
伊
藤
慶
子
、
佐
久
間

十
二
江
、
茨
田
弘
子
、
平
井
ヒ
ロ
子
、
益
子

節
子
、
加
藤
大
季
、
野
村
か
よ
子
、
岩
井
富

久
子
、
坂
本
シ
マ
子
、
伊
藤
禎
子
、
三
上
幸

子
、
岡
部
早
苗
、
田
中
美
重
子
、
高
橋
京
子
、

若
本
豊
子
。

中
級
―
―
新
井
基
子
、
高
嶋
芳
華
、
東
郷

江
香
、
松
井
恵
子
、
山
田
栄
二
、
蓮
見
き
ぬ

子
、
八
木
美
詠
子
、
原

レ
イ
コ
、
岩
井
富
久

子
、
寺
崎
乃
里
絵
、
岩
崎
静
代
、
石
河
里
枝

子
、
渡
沼
治
美
。

上
級
―
―
藤
本
良
子
、
松
岡
典
子
、
大
石

則
子
、
揚
野
由
宇
喜
、
後
藤
ふ
じ
子
、
岩
生

茉
甫
。

師
範
―
―
小
倉
絵
吏
沙
、
横
田
シ
マ
ノ
、

古
川
真
実
子
。

●
７
月
１６
日

『東
洋
医
学
と
正
食
の
接
点
』

の
題
で
、
漢
方
医
で
、
正
食
、
神
道
も
よ
く

す
る
榎
本
雅

一
先
生

（大
阪
市
、

６９
才
）
の

講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

『私
は
正
食
が
中
心
で
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ

を
証
明
す
る
た
め
に
、
漢
方
な
ど
を
や

っ
て

い
る
の
で
す
』
と
い
う
言
葉
で
講
演
の
口
火

を
切
り
、
Ｐ
Ｕ
の
大
事
な
こ
と
、
漢
方
と
正

食
の
差
異
と
接
点
、
仙
道
、
神
道
、
仏
教
と

正
食
の
接
点
、
望
診
法
、
手
の
ひ
ら
療
法
、

さ
ら
に
、
テ
レ
パ
シ
ー
療
法
や
霊
界
の
こ
と

な
ど
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
語
り
口
の
中

に
、
鋭
い
観
察
を
感
じ
さ
せ
る
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

先
生
が
Ｇ
Ｏ
に
会

っ
て
話
を
聞

い
た
の
が

約
３０
年
前
。
そ
の
時
、
玄
米
の
す
ば
ら
し
さ

を
知

っ
て
広
め
よ
う
と
思

っ
た
が
、
人
に
よ

っ
て
は
社
会
的
条
件
な
ど
の
た
め
、
玄
米
に

す
ぐ
入
れ
な
い
人
も
い
る
の
で
、
入
り
や
す

い
道
と
し
て
漢
方
を
勉
強
し
た
が
、
中
心
は

正
食
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
病
気
を
治
す
条
件
と
し
て

一
、
治
る
こ
と

二
、
副
作
用
が
な

い
こ
と

二
、
再
発
し
な

い
こ
と

四
、
発
病
時
前
の
健
康
で
な
く
、
そ
れ
以
上

さ
か
の
ぼ

っ
た
時
点
の
健
康
に
戻
す
こ
と

五
、
病
気
を
契
機
と
し
て
再
び
病
む
こ
と
な

く
、
新
し
い
幸
福
を

つ
か
む
こ
と
、
の
５
点

を
あ
げ
、
三
以
下
の
項
目
に
お
い
て
、
正
食

が
漢
方
に
優

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
。

そ
し
て

『
不
幸
に
会
う
人
は
、
そ
れ
を
は

ね
返
す
力
を
神
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
逃
げ
ず
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
め

ば
、
必
ず
道
は
ひ
ら
け
ま
す
。
し
か
し
最
近

の
人
は
そ
う
い
う
勇
猛
心
が
あ
り
ま
せ
ん
か

磐
螂
嚇
桑
彙
縣
嚇
彙
彙
彙
縣
曇
螂
『

イ
ン
タ
ー

マ
ッ
ク

・
一一
ュ
ー

ス
怖
縣
縣
一警
螂
螂
螂
螂
蠣
縣
螂́
螂
強
警
螂
蠣
蠣
縣
一管
螂
瞥
螂
螂
縣
″嚇

▲作品の批評をする桜沢里真先生(左 )、 浮津宏子先生 (右 )

▲榎本雅―先生



一管
轡
警
跡
螂
Ｓ
螂
瞥
螂
縣
蠣
縣
磐
螂

ら
、
病
気
治
じ
と
同
時
に
、
喜
び
と
勇
気
と

を
あ
げ
る
の
が
本
当
の
病
気
指
導
と
思

い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

漢
方
と
正
食
と
の
接
点
を
述
べ
る
に
あ
た

っ
て
、
漢
方
の
歴
史
と
理
論
、
日
本
に
お
け

る
漢
方
研
究
の
足
跡
な
ど
を
説
明
し
、
日
本

と
風
土
、
食
習
慣
の
違
う
中
国
で
生
ま
れ
た

漢
方
を
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
直
訳
し
た
ら
だ

め
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
漢
方
の
入
門

書
と
し
て
大
塚
敬
節
著
の

『漢
方
医
学
員
創

元
社
）
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
診
断
の
話
に
移
り
、
Ｇ
Ｏ
の

「無
双

原
理

・
易
』
の
Ｈ
ペ
ー
ジ
に
あ
る

『望
は
望

遠
診
断
で
病
者
の
体
質
、
体
格
を
望
遠
し
て

云
々
』
の
中
に
、
望
診
法
の
定
義
が
あ
る
と

考
え
て
き
て
、

３０
年
そ
れ
で
や
っ
て
き
て
、

間
違

い
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
話
さ
れ
、
具

体
的
に
、
爪
の
縦
ジ
ワ
、
横
ジ
ワ
、
三
日
月

な
ど
に
よ
る
陰
陽
虚
実
の
見
分
け
方
、ま
た
、

顔
の
正
面
は
た
て
ま
え
で
、
横
顔
の
つ
や
な

ど
は
隠
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
先
生
独
自
の
、
頭
の
各
部
の
は
れ

具
合
な
ど
で
み
る
頭
診
法
を
紹
介
。
頭
の
後

部
か
ら
先
端
に
向

っ
て
、
水
や
茶
な
ど
の
飲

み
物
、
砂
糖
、
果
物
や
酢
の
も
の
、
香
辛
料
、

麻
薬
、
そ
し
て
動
物
性
食
品
の
摂
り
過
ぎ
な

ど
を
、
手
で
触
れ
て
診
断
す
る
も
の
。
こ
れ

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・
三

ュ

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
訓
練
と
し
て
、

手
の
ひ
ら
療
法
が

一
番
で
あ
る
と
し
て
、
実

際
に
参
加
者
に
手
の
ひ
ら
を
施
し
た
り
し
て

み
せ
ま
し
た
。
だ
い
た
い
み
な
、
肝
臓
か
腎

臓
が
悪
い
か
、
さ
も
な
く
ば
食
べ
す
ぎ
、
と

い
う
診
断
で
し
た
。

ま
た
、
手
の
ひ
ら
療
法
に
特
別
な
訓
練
は

必
要
な
く
、
誰
に
で
も
で
き
る
も
の
、
こ
れ

は
自
分
の
力
で
な
く
、
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
手
を
通
じ
て
入

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
さ
し

上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
が
喜
び

を
感
じ
、
愛
情
を
も

っ
て
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
事
で
、
自
分
は
超
能
力
者
な
ど
と
天
狗

に
な

っ
た
ら
、
邪
な
霊
が

つ
く
、
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
他
、
テ
レ
パ
シ
ー
に
よ
る
遠
隔
療
法

の
体
験
の
話
、
西
洋
人
が
握
手
を
あ

い
さ
つ

と
す
る
生
理
学
的
、
気
候
風
土
的
理
由

（空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、
手
が
さ
ら
さ
ら

し
て
い
て
握
手
し
て
、
何
と
も
気
持
が

い
い

の
と
、
固
い
脂
肪
が
体
に
あ
る
の
で
、
体
が

固

い
こ
と
に
よ
る
と

い
う
）
、
ア
メ
リ
カ
で

も
、
湿
気
の
あ
る
土
地
は
、
そ
の
土
地
の
人

人
の
間
に
宗
教
心
が
高

い
と
い
う
、
湿
気
と

宗
教
心
と
の
関
係
、
つ
き
も
の
の
話
と
神
道

の
法
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

結
論
と
し
て
、
仙
道
、
神
道
、
禅

、
お
よ

―

ス

管
螂
蠣
管́
瞥
轡
螂
螂
蠣
蠣
蠣
管́
螂
警
螂
縣
″管
跡
螂
螂
螂
藝
一害
管
螂

び

ヨ
ガ
、
特
に
仙
道
、
神
道
と
正
食
の
接
点

と
し
て
、
呼
吸
法

（両
者
と
も
腹
式
呼
吸
）

と
津
液

（唾
液
）
に
つ
い
て
述
べ
、
呼
吸
法
の

あ
と
、
日
の
中
で
舌
を
顎
下
腺
、
舌
下
腺
、

耳
下
腺
の
唾
液
腺
を
刺
激
し
て
つ
ば
を
わ
か

し
、
そ
れ
を
口
で
そ
そ
ぎ
、
き
れ
い
に
す
る
。

そ
し
て
、
肉
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇
宙
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
体
に
宿
る
神
と
い
う
も
の
を

一

体
に
し
た
も
の
を
体
の
中

へ
通
し
て
送
り
込

む
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
健
康
の

一
番
根
本

で
、
精
神
が
安
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
を
す
る
に
は
、少
量
の
玄
米
を
口
に
入
れ
、

知
回
か
む
こ
と
。
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
つ
ば

き
、
す
な
わ
ち
津
液
が

い
っ
ぱ
い
出
て
来
、

同
時
に
不
思
議
に
腹
式
呼
吸
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
い
か
に
自
分
の
心
が
洗
わ
れ
、
肉

体
が
健
康
に
な
る
か
と
い
う
極
意
が
実
際
に

で
き
て
い
る
、
こ
れ
を
申
し
上
げ
た
か

っ
た

の
で
、
こ
れ
を
や
っ
て
み
な
さ
ん
の
も
の
と

し
て
い
た
だ

い
た
ら
、
自
身
も
、
縁
の
あ
る

人
も
、
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
、
と

結
び
ま
し
た
。

●
８
月
２
日
か
ら
５
日
の
４
日
間
、
例
年
の

海
の
健
康
学
園
が
西
伊
豆
、
松
崎
の
宿
坊
、

春
城
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

北
は
青
森
、
南
は
沖
縄
か
ら
６４
名

（大
入

４３
名
、
子
供
２‐
名
）
の
参
加
が
あ
り
、
講
義

▲子供たちにお話をする桜沢里真会長 (左 )、 阿部―理指導部長
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に
、
座
談
会
に
、
海
水
浴
に
、
ま
た
、
即
興

の
子
供
演
芸
会
に
と
、
親
交
を
深
め
、
楽
し

ぐ
、
充
実
し
た
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
義
は
大
森
英
桜
先
生
と
阿
部

一

理
指
導
部
長
が
担
当
し
、

「子
供
の
食
事
』
、

「教
育
と
大
脳
生
理
学
』
、

『天
才
児
と
低
脳

児
は
ど
こ
で
決
ま
る
か
』
な
ど
、
子
供
に
関

係
し
た
も
の
を
多
く
し
、
ま
た
時
期
に
適
し

た
も
の
と
し
て
、
『夏
バ
テ
対
策
』
を
入
れ
ま

し
た
。

２
日
目
に
は
桜
沢
里
真
先
生
も
参
加
し
、

約
１
時
間
ほ
ど
、
参
加
者
に
食
養
の
基
本
的

な
話
を
し
、
ま
た
子
供
達
に
も
、
や
さ
し
い

陰
陽
の
話
を
し
て
、
喜
ば
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
大
森

一
慧
先
生

（英
桜
氏
夫
人
）

を
囲
ん
で
座
談
会
が
開
か
れ
、
主
に
子
供
の

教
育
、
育
児
に
つ
い
て
話
合

い
が
持
た
れ
ま

し
た
。
参
加
者
が

一
人

一
人
自
己
紹
介
を
兼

ね
な
が
ら
質
問
を
出
し
、
最
後
に

一
慧
先
生

が
総
括
的
に
答
え
る
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し

一

に

。

質
問
は
だ
い
た
い
、
①

、
正
食
を
し
て
い

る
た
め
に
生
ず
る
問
題

（他
と
の
か
か
わ
り

や
、
食
養
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
）
と
、
②

、

玄
米
を
初
め
て
食
べ
た
が
、
純
正
菜
食
と
い

う
も
の
に
不
安
が
あ
る
、
な
ど
に
分
か
れ
ま

し

た

。
一
慧
先
生
は
、
６
人
の
子
供
を
純
正
菜
食

・螂
管
螂
螂
螂
螂
蠣
卍螂
一管
螂
蠣
蠣
〓『
縣
一 で

生
み
育
て
た
体
験
を
も
と
に
、
わ
か
り
や

す
く
応
答
し
、
ま
た
、
学
校
給
食
の
問
題
に

つ
い
て
、
正
食
を
し
て
い
る
人
が
も

っ
と
地

域
活
動
を
し
て
、
改
善
の
方
向

へ
向
か
わ
せ

る
こ
と
、
お
よ
び
、
食
養
家
庭
向
き
の
絵
本

（市
販
の
も
の
に
は
、
食
養
に
向
か
な
い
食

べ
物
が
の
っ
て
い
る
た
め
）
を
作
る
こ
と
な

ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

講
義
の
間
、
子
供
達
に
は
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
組
ま
れ
、
Ｐ
Ｕ
的
な
解
説
を
ま
じ
え

た
昔
話
、
紙
芝
居
、
野
草
や
昆
虫
の
観
察
、

ま
た
、
花
火
や
海
水
浴
、
演
芸
大
会
と
、
元

気
に
４
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

●
海
の
健
康
学
園
に
引
き
続
き
、
８
月
５
日

夕
刻
か
ら
２
泊
３
日
、
正
食
医
学
基
礎
講
座

初
級
前
期
が
、
同
じ
く
春
城
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

総
勢
７４
名
が
参
加
し
、
内
２
人

（北
海
道

の
篠
田
ツ
ネ
さ
ん
と
九
州
の
清
水
理
恵
さ
ん
）

は
、
４
日
に
ア
メ
リ
カ
大
西
部

ツ
ア
ー
か
ら

帰
国
し
て
、
そ
の
ま
ま
駆
け
つ
け
て
参
加
し
、

元
気
な
と
こ
ろ
を
示
し
ま
し
た
。

講
義
は
６
つ
あ
り
、
「食
物
の
陰
陽
』
、
『食

養
手
当
法
』
、
『望
診
法
』
、
「宇
宙
法
則
入
門
』

な
ど
、
長
年
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ボ
リ

ュ
ー
ム
あ
る
大
森
先
生
の
講
義
が
あ
り
、
ま

た
、阿
部
指
導
部
長
は
、
『道
と
し
て
の
正
食
』

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・

ニ

ュ

ー

ス
と
い
う
題
で
話
し
、
日
本
の
将
来
を
作

っ
て

い
く
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
正
食
を

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
強
調
し

ま
し
た
。
『食
養
手
当
法
』
の
講
義
は
、
下
田

の
小
川
茂
年
氏
の
申
し
出
で
、
醤
油
番
茶
や

大
根
湯
な
ど
の
講
義
風
景
と
実
物
の
食
用
品

が
ビ
デ
オ
録
画
さ
れ
、
下
田
有
線
放
送
に
２

回
に
わ
た

っ
て
放
映
さ
れ
、
か
な
り
の
反
響

が
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
の

ｏ
８
月
１３
日
か
ら
１６
日
の
３
泊
４
日
、
長
野

県
野
沢
温
泉
村
で
、
無
双
原
理
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ほ
ぼ
日
本
全
域
か
ら
約
６０
名
の
参
加
が
あ

り
、
ま
だ
暑
さ
も
衰
え
ぬ
中
、
大
森
英
桜
先

生
を
講
師
に
、
集
中
し
た
講
義
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
主
食
の
徹
底
研
究
の
講
義
を
２
つ

５
時
間
に
わ
た

っ
て
行
な
い
、
食
物
の
変
化

と
、
そ
れ
を
食
べ
る
動
物
の
変
化
の
関
連
性

か
ら
始
ま
り
、
米
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
の
角
度
か
ら
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
つ
い
で
、
も
ち
米
の
効
用
と
使

い
方
、

大
麦
、

小
麦
、
ラ
イ
麦
、
か
ら
す
麦
、
ま
た
、

稗
、
粟
、
き
び
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
病
気

に
、
何
を
ど
の
よ
う
に
使

っ
た
ら
よ
い
か
、

豊
富
な
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
が
あ
り
、

特
に
玄
米
は
、
麦
飯
、
う
ど
ん
、
オ
ー
ト
ミ

〓
「
鋼
藤
．絆

▲講演する大森英桜先生 (左 )と 、参加者 (正食医学基礎講座)

-9-



・跡
螂
螂
弔
曇
曇
管
螂
螂
螂
螂
磐
磐
螂

イ

ン
タ
ー

マ
ッ
ク

ニ
ュ
ー

ス

蠣
〓害
管
跡
瞥
管
螂
曇
螂
螂
Ｓ
螂
螂
螂
螂
蠣
″螂
螂
嘗
螂
螂
螂
螂
蠣
″螂

―
ル
が
合
う
病
気
を
除
く
、
ほ
と
ん
ど
の
病

気
に
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
の
講
義
は
ち
ょ
っ
と
変

っ
て

「も
し
も

魚
介
類
を
食
べ
る
な
ら
』
　

別
に
魚
や
貝
類

を
食
べ
る
こ
と
を
勧
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

同
じ
食
べ
る
な
ら
、
上
手
に
食
べ
た
方
が
賢

明
と
い
う
こ
と
で
、
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

魚
介
類
を
食
べ
る
時
は
、
必
ず
、
大
根
お

ろ
し
、
生
姜
、
酢
、
時
に
わ
さ
び
や
笹
を
そ

え
る
が
、
そ
の
理
由
は
、

１
、
動
物
性
蛋
自
質
、
脂
肪
は
消
化
が
む
ず

か
し
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
分
解
す
る
た
め
の

補
助
手
段
が
必
要
な
た
め
、

２
、
生
臭
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

３
、
腐
敗
防
止
、
殺
菌

（体
内
に
お
い
て
も
）

の
た
め
、
お
よ
び
、

４
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

・
カ
リ
ウ
ム
の
調
和
を
と

る
た
め
、
と
い
う
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、
ま

ぐ
ろ
に
わ
さ
び
、
か
つ
お
に
生
姜
、
さ
ん
ま
、

い
わ
し
な
ど
に
は
大
根
お
ろ
し
、
時
に
み
か

ん
、
員
に
酢
、
う
な
ぎ
に
山
椒
の
実
と
い
う

ふ
う
に
取
り
合
わ
せ
る
。

『
ク
セ
で
観
る
体
調
診
断
』
の
講
義
で
は
、

声
と
内
臓
と
の
つ
な
が
り
、
寝
て
い
る
時
の

体
の
向
き
、
お
よ
び
足
の
開
い
た
角
度
、
歩

き
方
な
ど
で
観
察
す
る
病
気
診
断
の
話
、
「
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
』
の
講
義
で
は
、
ま
ず
自

律
神
経
の
解
説
の
あ
と
、
種
々
の
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
、
お
よ
び
、
現
代
医
学
で
使
用
し
て

い
る
ホ
ル
モ
ン
剤
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ

マ
と
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
こ
と
に

つ
い
て
特
に
強
調
し
、
黒
ゴ

マ
は
非
常
に
男

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
し
、
た
と
え
動
物

性
食
品
を
摂

っ
て
い
な
く
て
も
、毛
深
く

（女

性
も
）
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
最
近
わ
か

っ

た
、
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

『病
気
と
病
人
の
７
段
階
』
の
講
義
で
は
、

機
械
的
判
断
力
か
ら
最
高
判
断
力
に
至
る
７

つ
の
判
断
力
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
病
気
の

段
階
の
話
が
あ
り
、
「心
か
ら
素
直
な
ら
、
病

気
は
な
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

最
後
の
講
義
は

『
ら
せ
ん
の
神
秘
』
。
人
体

の
臓
器
は
右
側
が
大
き
く
、
右
と
左
と
で
は

働
き
が
異
な
る
こ
と
、
つ
む
じ
に
右
巻
き
と

左
巻
き
の
あ
る
こ
と
、
左
右
の
大
脳
の
働
き

の
違

い
な
ど
、
人
体
、
自
然
界
に
お
け
る
右

と
左
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
半
の
濃
密
講
義
で
し
た

が
、
講
義
ば
か
り
で
な
く
、
ゼ
ミ
２
日
目
に

は
、
裏
山
の
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を
約
５
キ

ロ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
、涼
し
い
林
の
中
で
、

声
を
張
り
あ
げ
て
、
Ｐ
Ｕ
歌
な
ど
を
合
唱
し

ま
し
た
。

子
供
達
は
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
折
り
紙
で

遊
ん
だ
り
、
ま
た
、
高
崎
か
ら
参
加
し
た
田

中
朝
庸
先
生
の
指
導
で
、
絵
を
描

い
た
り
、

ま
た
何
人
か
の
子
供
は
、
野
沢
に
１２
カ
所
あ

る
無
料
の
公
衆
温
泉
場
の
う
ち
、
日
ご
と
に

違

っ
た
所

へ
行

っ
て
み
た
り
し
て
、
大
人
の

参
加
者
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
せ
ま
し
た
。

自
給
自
足
の
生
活
を
目
ざ
し
て
、
長
野
の

片
田
合
に
入

っ
た
清
水
騰
堂
さ
ん
、
夕
起
子

さ
ん
夫
妻
も

一
日
参
加
し
、
３
年
か
ら
５
年

を
メ
ド
に

一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
や
り
た

い

と
発
言
し
、参
加
者
の
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

今
回
の
行
事
は
群
馬
七
庸
会

（代
表
／
田

中
ふ
じ
枝
さ
ん
）
の
後
援
で
し
た
。

玄
米
は
同
じ
く
高
崎
の
鈴
木
述
子
さ
ん
、

野
菜
は
鈴
木
さ
ん
と
、
宿
泊
先
の
民
宿
ふ
る

さ
と
の
自
家
栽
培
の
も
の
を
わ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
オ
ー
サ
ワ
ジ

ャ
バ
ン
中
野

ブ

ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
店
は
、

１０

月
い
っ
ぱ

い
で
都
合
に
よ
り

閉
店
い
た
し
ま
す

ｏ

▲ハイキングの休けい中、森の中でのミニレクチ ヤー

▲田中朝庸先生の指導で子供たちは絵の勉強
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ア
メ
リ
ヵ

ッ

ァ
ー

の
友

へ

皆
様
、
ア
メ
リ
カ
大
西
部
を
か
け
足
で
旅

行
さ
れ
て
、
さ
ぞ
か
し
お
疲
れ
で
し
た
で
し

ょ
う
。
普
通
な
ら

一
カ
月
く
ら
い
か
か
る
と

こ
ろ
も
半
月
で
、
し
か
も
料
理
を
し
た
り
、

弁
当
を
作

っ
た
り
の
旅
行
で
し
た
か
ら
、
本

当
に
大
変
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
幸

い
に
病

人
は

一
人
で
す
み
、
ケ
ガ
も
事
故
も
な
く
、

順
調
に
楽
し
く
旅
行
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

っ

た
く
、
こ
の
旅
行
は
後
に
な
る
ほ
ど
、
お
互

い
に
気
心
が
わ
か

っ
て
き
た
の
か
、
面
白
く

な

っ
て
き
ま
し
た
。
お
別
れ
の
時
は
、
も
う

お
し
ま

い
に
な

っ
た
の
か
と
、
と
で
も
別
れ

る
の
が
残
念
で
し
た
。

そ
し
て
今
頃
は
、
皆
様
、
故
郷

へ
帰
ら
れ

て
、
家
庭
の
人
に
、
友
人
達
に
、
ア
メ
リ
カ

西
部
の
雄
大
さ
、
広
さ
、
涯
知
ら
ぬ
平
原
、

や
け
つ
く
砂
漠
、
塩
の
広
野
、
想
像
を
絶
し

た
グ
ラ
ン
ド

・
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
谷
、
ザ
イ
オ

ン
の
山
、
山
、
ヨ
セ
ミ
テ
の
渓
谷
、
そ
し
て

人
工
の
美
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
橋
や
街
、

ス
ペ
イ
ン
風
の
家
、
ソ
ー
ト
レ
ー
ク
の
大
殿

堂
、
大
合
唱
、
砂
漠
の
中
に
つ
く

っ
た
不
夜

城
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
大
人
の
遊
び
場
に
な

っ
た

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
…
…
ア
メ
リ
カ
人
で
も

こ
れ
だ
け
見
て
ま
わ
る
に
は
十
年
く
ら
い
か

か
り
ま
す
。

皆
様
、
よ
く
見
物
な
さ
い
ま
し
た
の
楽
し

か

っ
た
で
す
ね
。
私
も
と
で
も
楽
し
か

っ
た

で
す
。
し
か
し
、
私
、　
三
昌
申
し
忘
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
つ
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

そ
れ
は
、
皆
様
の
な
さ

っ
た
の
は

″見
物
″

で
あ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
考
え
方
を
観
て

こ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
見
物
と
は
、
物
を

見
る
、
と
書
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
ら
ん
に
な

っ
た
の
は
、
物
で
あ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
思

想
、
ア
メ
リ
カ
人
の
考
え
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。実

の
と
「ヽ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
思
想
、
ア
メ

リ
カ
人
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
な
く
し
て
は
、

ァ
メ
リ
カ
を
見
た
、
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

ァ
メ
リ
カ
人
の
考
え
や
考
え
方
は
、
日
本
人

の
そ
れ
と
大
変
違

っ
て
い
ま
す
。
気
が
遠
く

な
る
ほ
ど
違

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
景
色
と ン

相

原

グ
ラ
ン
ド

・
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
景
色
の
違

い
以

上
に
違

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
違

い
を
知
る
こ

と
は
、
実
に
ア
メ
リ
カ
の
景
色
や
物
を
見
る

こ
と
以
上
に
大
切
な
こ
と
で
、
ま
た
面
白

い

こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
違

い
を
知
る
こ
と
が
、
あ

な
た
方
自
身
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
に
若

い
人
々
は
、
ぜ
ひ
そ
の
勉
強
を
し

て
く
だ
さ
い
。
桜
沢
先
生
が
、
私
た
ち
青
年

（そ
の
時
は
青
年
で
し
た
。
今
で
も
気
持
だ

け
は
青
年
で
す
が
）
を
海
外

へ
出
さ
せ
ら
れ

た
の
は
、
そ
の
た
め
だ

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
、
ア
メ
リ
カ
人

（西
洋
人
と
し
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
）
の
考
え
方
を
知
る
の
に
、

次
の
こ
と
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

今
も
し
、
あ
な
た
が
、
あ
の
大
き
な
砂
漠

の
真
ん
中
で
、
冬
の
雪
の
降
る
中
に
立

っ
て

い
る
と
し
ま
す
。
あ
な
た
の
自
動
車
が
故
障

し
て
、
車
の
中
に
ふ
る
え
な
が
ら
、
救
援
の

人
が
く
る
の
を
待

っ
て
い
ま
す
。
歩
い
て
隣

り
の
町
ま
で
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
へ
着
く
ま
で
に
、
こ
ご
え
死
に
ま
す
。
寒

さ
は
骨
身
に
し
み
、
食
糧
は
な
く
な

っ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
あ
な
た
は
何
を
見
つ

け
ま
す
か
。
西
洋
人
は
、
死
の
恐
怖
を
見
ま

し
た
。
大
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
見
出
し
た
の

で
す
。
多
分
、
こ
こ
ま
で
は
、
あ
な
た
方
も

同
じ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
あ
な
た
方
の
恐

ろ
し
さ
と
、
西
洋
人
の
恐
ろ
し
さ
と
は
大
変

違
う
の
で
す
。

日
本
人

（東
洋
人

一
般
と
考
え
て
よ
い
で

し
ょ
う
）
の
恐
ろ
し
さ
は

″畏
れ
″
で
あ
り

ま
す
が
、
西
洋
人
の
は

″恐
怖
″
で
す
。
こ

の
恐
怖
が
自
然
を
敵
と
見
る
の
で
す
。
全
て

敵
を
つ
く
る
の
は
、
こ
の
恐
怖
心
で
す
。
わ

れ
わ
れ
は
自
然
を
神
と
見
ま
す
。
し
た
が

っ

て
、
大
暴
風
、
洪
水
、
地
震
な
ど
に
″畏
れ
″

を
い
だ
き
ま
す
が
、
恐
怖
は
も
ち
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
、
恐
怖
す
る
が
故
に
自
然
を
敵
と
す

る
の
で
す
。
征
服
の
対
象
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
肉
食
、
麦
食
と

い
う
生
物
学
的

な
理
由
に
も
よ
り
ま
す
が
、
自
然
の
あ
ま
り

に
も
巨
大
さ
、
暑
さ
、
寒
さ
の
激
し
さ
に
も

あ
り
ま
す
。
日
本
の
自
然
は
美
し
く
、
や
さ

し
い
。
ア
メ
リ
カ
の
自
然
は
荒
々
し
く
、
な

じ
み
に
く
い
。
そ
こ
に
は
、
母
の
や
さ
し
さ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
き
び
し
い
自
然
で
す
。
エ

ホ
バ
の
神
は
裁
き
の
神
で
、
愛
の
神
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
裁
き
の
神
に
は
取
り
つ
き
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
キ
リ
ス
ト
が
出

て
、
愛
を
説

い
た
の
で
す
。
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二
十
五
年
前
、
私
が

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て

半
年
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
の
久
司
君
の
友
人
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
友
人
は
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
山
を
も

っ
て

い
た
の
で
、
そ
の
仕
事
の
手
伝
い
の
た
め
で

す
。
そ
の
家
の

一
室
を
寝
室
に
も
ら
い
ま
し

た
。
私
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
そ
の
寝
室
の

壁

一
面
に
キ
リ
ス
ト
の

ハ
リ
ツ
ケ
の
絵
が
か

い
て
あ

っ
た
の
で
す
。
寝
て
い
る
私
の
頭
の

上
で
、　
ハ
リ
ツ
ケ
の
キ
リ
ス
ト
が
私
を
見
下

し
て
い
ま
し
た
。
室

一
面
に
鬼
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
寝
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

西
洋
人
は
精
神
病
な
の
で
す
。
日
夜
、
恐

怖
に
お
の
の
い
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

わ
ず
か
な
が
ら
、
信
仰
と

い
う
麻
薬
で
心
の

や
す
ら
か
さ
を
た
も

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
信
仰
が
な
く
な

っ
た
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

酔
い
で
ま
ざ
ら
わ
す
か
、
麻
薬

（
マ
リ
ワ
ナ

や
Ｌ
Ｓ
Ｄ
な
ど
）
で
ま
ざ
ら
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

西
洋
の
医
学
も
科
学
も
、
こ
の
恐
怖
心
の

発
明
な
の
で
す
。
こ
の
恐
怖
心
が
彼
ら
の
心

の
底
に
深
く
深
く
巣
く

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

恐
怖
心
が
西
洋
人
の
ガ
ン
の
正
体
で
す
。
こ

の
恐
怖
心
を
直
さ
な
い
こ
と
に
は
、
彼
ら
は

救
わ
れ
ま
せ
ん
。
二
千
五
百
年
前
、
東
洋
の

無
名
の
青
年
が
愛
を
説

い
て
、
恐
怖
心
を
救

い
ま
し
た
が
、
二
千
五
百
年
た
つ
と
、
も
う

き
き
め
が
薄
ら
ぎ
、
今
は
イ
ン
ド
か
ら
た
く

さ
ん
の
ヨ
ー
ギ
、
グ

ル
ー
た
ち
が
来
て
、
救

い
を
説

い
て
い
ま
す
。
「法
は
西
よ
り
、
光
は

東
方
よ
り
」
の
如
く
、
彼
ら
の
恐
怖
心
を
救

う
の
は
東
洋
人
で
あ
り
、
こ
と
に
心
身
両
面

よ
り
す
る
Ｐ
Ｕ

（ま
た
は

マ
タ
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク
）
生
活
法
と
そ
の
宇
宙
観
こ
そ
、
彼
ら

を
し
て
大
悟
徹
底
せ
し
め
る
も
の
と
考
え
ま

キ，
。そ

れ
の
大
事
業
の
責
任
は
、
日
本

マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
青
年
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆
様
、
大
勇
猛
心
を
ふ
る
い
起
し
て
、
西
洋

人
の
恐
怖
心
退
治
に
の
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
本
当
の
桃
太
郎
の
鬼
退
治
の
物
語
で

す
。
こ
れ
こ
そ
、
こ
の
世
で

一
番
楽
し
い
、

大
き
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
昭
和
の

鬼
退
治
で
す
。
そ
の
武
器
は
食
養
と
Ｐ
Ｕ
原

理
で
す
。

か
つ
て
地
球
の
大
陸
は

一
つ
で
し
た
。
文

化
も

一
つ
で
し
た
。
思
想
も

一
大
原
理
に
よ

っ
て
統

一
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
や
が
で
大

陸
が
移
動
し
、
食
生
活
、
環
境
が
変
り
、
七

大
陸
に
分
か
れ
、
思
想
は
分
裂
し
ま
し
た
。

今
、
科
学
文
明
に
よ

っ
て
物
明
の
統

一
が
実

現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
精
神
界
の
統

一
は
こ

れ
か
ら
で
す
。あ
な
た
方
の
先
輩
は
、
そ
の
先

駆
者
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
旅
行
を
期
に
、
大

き
な
心
の
窓
を
開
け
ら
れ
て
、
世
界
各
地
に

Ｐ
Ｕ
精
神
を
眼
ぎ
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
西

洋
人
の
恐
怖
心
を
覚
醒
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
九
七
八

・
八

・
一
四

ネ 間

西

部

の

旅

十

日

７
月
２５
日
か
ら
十
日
間
、
日
本
人
グ

ル
ー

プ
の
ツ
ア
ー
に
加
わ

っ
て
、
西
部
を
旅
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
キ
チ
ネ
ッ
ト

（小

台
所
）
つ
き
の
モ
ー
テ
ル
を
借
り
て
、
軽
食

を
料
理
し
な
が
ら
の
旅
で
す
。

毎
回
、
交
替
で
四
、
五
人
の
女
性
が
料
理

を
手
伝

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
人
の

グ

ル
ー
プ
は
、
食
後
、
い
つ
ま
で
も
雑
談
し

て
い
な
い
で
、
後
片
づ
け
や
洗

い
物
な
ど
を

手
ぎ
わ
よ
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
フ
レ
ン
チ
メ
ド
ゥ
の
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
で
感
じ
る
こ
と
は
、　
一
般
に
、
女
性
た

ち
は
食
後
、
長
話
を
し
て
い
て
、
自
分
の
食

器
だ
け
は
洗

っ
て
も
、
鍋
や
調
理
道
具
、
テ

ー
プ
ル
の
上
な
ど
を
片
づ
け
て
く
れ
る
人
が

少
な

い
こ
と
で
す
。

女
性
た
ち
は
、
食
事

つ
く
り
の
料
理
の
ほ

う
は
手
伝

い
ま
す
が
、
毎
年
、
何
人
か
の
男

性
が
必
ず
、
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、　
マ
キ
割
り

や
カ

マ
ド
の
火

つ
け
、
鍋
釜
の
洗

い
ま
で
、

す
す
ん
で
手
伝

っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
ん
な
お

い
し
い
料
理
を
食
べ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
と

い
っ
て
、
喜
ん
で
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

み
ん
な
は
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
、
バ
ケ

コ
　
ル

リ

ヤ

サ

ン
相

原

―
シ
ョ
ン

（休
暇
）
の
つ
も
り
で
来
る
の
か

し
ら
。
私
は
、
み
ん
な
で
す
る
行
事
と
考
え

て
い
ま
す
が
。

女
性
が
、
も
う
少
し
サ
ー
ビ
ス
の
精
神
が

な
い
と
、
家
庭
の
幸
福
は
創
造
で
き
ま
せ
ん

し
、
社
会
改
造
は
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
が

？
　
女
性
に
、
他
の
人
を
い
た
わ
る
優
し
い

心
根
が
な
か

っ
た
ら
、
こ
の
世
は
砂
漠
で
し

ょ
う
。
二
、
二
人
の
ア
メ
リ
カ
男
性
か
ら
、

コ
リ
コ
リ
し
た
か
ら
、
も
う
二
度
と
結
婚
し

た
く
な

い
と
、
女
性
を
評
し
て
い
る
の
を
耳

に
し
ま
し
た
。

恋
人
の
好
き
な
食
物
、
主
人
の
好
物
、
子

供
た
ち
が
健
康
に
育

つ
食
事
な
ど
考
え
な
が

ら
料
理
で
き
る
女
性
は
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ

と
で
し
ょ
う
。

思

い
や
る
愛
の
心
が
な
か

っ
た
ら
、
ど
ん

な
に
技
術
が
上
手
で
も
、
貴
女
の
料
理
で
は

家
庭
を
幸
福
に
で
き
な

い
で
し
ょ
う
と
、
か

つ
て
Ｇ
Ｏ

〔桜
沢
先
生
〕
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ご
こ
ろ
の
入

っ
て
い
な

い
料
理
で
は
、
病

人
の
回
復
が
遅

い
と
Ｈ

た
と
え
、
料
理
は
本
よ
り
習

っ
て
も
、　
一

生
け
ん
め
い
つ
く

っ
た
料
理
は
、
味
が
十
分
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で
な
く
て
も
、
お
い
し
い
も
の
で
す
。

私
が
、
ま
だ
実
家
に
い
た
こ
ろ
、
母
の
料

理
と
兄
嫁
の
料
理
で
は
、
同
じ
野
菜
で
、
味

つ
け
も
だ
い
た
い
同
じ
で
も
、
味
が
違

い
ま

し
た
。
お
い
し
く
食

べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
の

と
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
、
と
い
う
気
で
す
る

の
と
、
そ
の
違

い
が
味
に
出
て
く
る
の
で
す
。

母
の
料
理
に
は
、
ま
ろ
み
が
あ
り
ま
し
た
。

漬
物
の
好
き
な
日
本
人
た
ち
の
た
め
に
、

ベ
ガ

〔山
の
道
場
〕
で
漬
け
た
二
年
タ
ク
ア

ン
と
ヌ
カ
ミ
ソ
一
タ
ル
を
持
参
し
て
、
毎
食

サ
ー
プ
し
ま
し
た
、
ス
イ
カ
の
皮
は
二
時
間
、

キ

ュ
ウ
リ
の
皮
を
む
い
た
も
の
も
二
時
間
、

シ
ン
を
抜
い
た
丸
キ
ャ
ベ
ツ
は

一
日
か
ら
二

日
ほ
ど
漬
け
る
と
、
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

残
り
物
を
工
夫
し
た
料
理
は
喜
ば
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
、楽
し
い
十
日
間
の
旅
で
し
た
。

年
配
の
方
々
か
ら
、
や
さ
し
い
イ
タ
ワ
リ
の

言
葉
や
、
心
か
ら
の
お
手
伝

い
を
た
く
さ
ん

受
け
ま
し
た
し
、
若

い
娘
さ
ん
た
ち
は
、
ま

る
で
、
私
の
妹
か
娘
の
よ
う
に
、
下
働
き
も

喜
ん
で
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
前
、
日
本
に
帰

っ
た
時
は
、
も
う
日

本
に
は

″日
本
人
〃
が
少
な

い
、
と
、
が

っ

か
り
し
て
帰

っ
て
き
た
私
で
す
が
、
今
度
の

ツ
ア
ー
で
、
た
く
さ
ん
の

″日
本
人
″
を
発

見
し
て
、
非
常
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま

だ
ま
だ
、
個
人
主
義
で
な

い
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
贈
り
物
を
頂
き
ま

し
た
。
私
の
サ
イ
ズ
を
計

っ
て
下
さ
り
、
何

か
縫

っ
て
送

っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
方
も
あ

り
ま
し
た
し
、
こ
ち
ら
の
エ
プ
ロ
ン
は
大
き

す
ぎ
る
の
で
、
と
い
っ
た
ら
、
帰
る
時
に
、

た
く
さ
ん
の
エ
プ
ロ
ン
を
頂
き
ま
し
た
。
バ

ス
タ
オ
ル
に
ゾ
ウ
リ
に
、
旅
行
用
の
シ
ョ
ル

ダ
ー
バ
ッ
グ
ま
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
頂
き
ま

し
た
。

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
物
を
喜
ん
で
、

く
だ
さ
る
人
々
。
お
互

い
に
感
謝
が
で
き
た

か
ら
、
喜
ん
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
る

の
で
は
な

い
か
し
ら
。

ア
メ
リ
カ
の
た
く
さ
ん
の
友
人
か
ら
も
、

い
つ
も
頂
く
私
で
す
が
、
私
は
、
ベ
ガ
の
生

徒
た
ち
と

一
生
け
ん
め
い
作

っ
た
ミ
ソ
と
か

漬
け
物
と
か
差
し
上
げ
て
、
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
贈
り
物
と
は
、
お
金
の
か
か

っ
た
も
の

を
あ
げ
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
、
チ
イ
コ
市
に
い
た
時
、　
一
人
の
友

人
か
ら
、
「私
は

コ
ル
ネ
リ
ヤ
に
教
わ

っ
て
、

自
分
の
漬
け
た
、
お
い
し
い
カ
ス
漬
け
を
友

人
に
分
け
て
あ
げ
た
ら
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
、

ほ
ん
と
う
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
」
と
聞
き

ま
し
た
。

早
く
、
自
分
の
ま
ご
こ
ろ
を
喜
ん
で
、
人

に
サ
ー
プ
で
き
る
人

に
な

っ
て
く
だ
さ

い
。

ど

こ

へ
行

っ
て
も
喜
ば
れ
ま
す
よ
。

旅
行
す
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
で
す
。
ぼ

や
ぼ
や
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
緊
張
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
ね
。
Ｇ
Ｏ
は
旅
を
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
言
葉
の
違
う
国

へ
行

っ
た

ら
、
誰
で
も
緊
張
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

知
人
か
ら
知
人

へ
と
訪
ね
歩
く
旅
は
、
緊
張

の
度
が
薄
く
な
り
ま
す
ね
。

＞
公
園
で
盛
り
つ
け
を
す
る
コ
ル
ネ
リ
ヤ
サ
ン
と
参
加
者
た
ち

久
方
ぶ
り
で
、
内
地

へ
帰

っ
た
以
上
に
、

日
本
人
の
情
に
ふ
れ
て
、
私
は
嬉
し
さ
が
こ

み
あ
げ
て
き
ま
す
。
日
本
人
の
グ

ル
ー
プ
の

方
々
、
有
難
う
。
よ
く
私
達
と
旅
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
目
に
か
か
り
ま
し

ょ
う
。
　

　

　

　

（１
９
７
８

・
８

・
２７
）
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■サンフランシスコやロサンゼルスの観光。

のサマーキャンプに参加、大平原,大塩湖、

リカの仲間と交流 した17日 間/

あすなろ東洋学院や山

大峡谷を見物し、アメ

■
７
月
１８
日

（火
）

ツ
ア
ー
第

一
日
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

観
光
。
ま
ず
、
市
内
を

一
望
す
る
展
望
台
の

ツ
イ
ン

・
ピ
ー
ク
ス
に
登
る
。
有
名
な
ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ー
ト

・
プ
リ

ッ
ジ

（橋
）
は
、
霧

に
か
す
ん
で
見
え
な
か

っ
た
が
、
カ
ラ
ッ
と

明
る
い
陽
ざ
し
で
、
快
適
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

メ
ン
ズ

・
ウ
ォ
ー
フ

（漁
夫
波
止
場
）
は
、

年
中
、
観
光
客
の
に
ぎ
わ
う
と
こ
ろ
。

レ
ス

ト
ラ
ン
で
昼
食
。
海
の
博
物
館
で
、
″太
平
洋

ひ
と
り
ぼ

っ
ち
″
の
堀
江
謙

一
さ
ん
の
ヨ
ッ

ト
の

マ
ー
メ
イ
ド
号
を
見
る
。
ほ
ん
と
に
小

さ
い
。
日
本
町

へ
寄

っ
て
か
ら
、
ホ
テ
ル

ヘ　。夜
は
、
ホ
テ
ル
の
近
く
の
仏
教
会
の

一
室

で
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
。
″
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
″
自

然
食
品
店

（村
本
至
紀
さ
ん
）
の
グ

ル
ー
プ

が
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
米
人
た
ち
が

数
人
、
思
い
思
い
の
料
理
を
持

っ
て
く
る
。

あ
す
な
ろ
東
洋
学
院
の
村
元
騰
先
生

（滞
米

８
年
＝
）
が
、
あ
い
さ
つ
。

双
方
、
自
己
紹
介
の
あ
と
、
歌
に
踊
り
。

保
科
角
次
郎
さ
ん

（３２
）
が
、
自
ヒ
ゲ
、
自

マ
ユ
、
白

い
背
広
で
三
味
線
の
バ
チ
さ
ば
き

勇
ま
し
く
登
場
、
″
ア
イ

ム

・
ジ

ャ
パ
ニ
ー

ズ

・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ゴ
ッ
ド
フ
ア
ー
ザ

１
／
″
と
、
大
は
り
き
り
。
金
沢
明
先
生
を

先
頭
に
東
京
音
頭
の
踊
り
の
輸
が
始
ま
る
。

女
性
軍
は
ユ
カ
タ
姿
、
ア
メ
リ
カ
人
も
加
わ

っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。

■
７
月
１９
日

（水
）

広
大
な
公
園
を
バ
ス
で
見
物
し
、
日
本
庭

園
に
入
り
、
記
念
撮
影
。
ユ
キ
の
ア
パ
ー
ト

で
、
お
雑
煮
を
頂
く
。
本
式
の
草
餅
が
う
ま

い
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

・
グ
ー
ト
を
渡
り
、　
一
路

ソ
ノ
マ
の
あ
す
な
ろ
東
洋
学
院

へ
。
百
キ

ロ

ほ
ど
の
ド
ラ
イ
プ
。
道
の
両
側
に
、
無
数
の

牛
が
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
全
米
で

一
億
四
千

万
頭
と
か
。
米
人
３
人
に
２
頭
ず
つ
の
割
合

だ
。
こ
れ
が
ス
テ
ー
キ
や

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に

化
け
る
の
か
。

途
中
、
ナ
パ
バ
レ
ー
の
ワ
イ
ン
村
に
寄
り
、

工
場
見
学
。
案
内
の
お
ば
さ
ん
は
、
日
本
語

も
ま
じ
え
て
大
サ
ー
ビ
ス
。
無
農
薬
の
自

ワ

イ
ン
を
試
飲
。

あ
す
な
ろ
東
洋
学
院
は
、
ソ
ノ
マ
の
山
の

中
、
敷
地
１５
万
坪
。
泉
あ
り
、
池
あ
り
、
畑

が
少
々
。
こ
こ
で
東
洋
医
学
や
味
噌

・
醤
油

・
納
豆

・
漬
物

・
セ
イ
タ
ン

・
豆
腐
な
ど
の

作
り
方
の
宿
泊
講
習
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

朝
は
六
時
に
鐘

（ガ
ス

・
ボ
ン
ベ
の
下
を
切

っ
た
も
の
）
が
鳴
り
、
起
床
。
六
時
半
か
ら

３０
分
間
、
座
禅
。
食
事
は
拍
手
本
を
鳴
ら
し
、

禅
宗
の
お
祈
り
を
し
て
か
ら
頂
く
。
僧
堂
の
ふ

′れ
い
た丸
。

ア
メ
リ
カ
人
の
ス
タ
ッ
フ
や
研
究
生
た
ち

が
食
事
の
支
度
。
夕
食
は
、
野
外
の
本
の
下

に
テ
ー
プ
ル
を
並
べ
て
。
村
元
先
生
か
ら
、

滞
米
七
年
の
体
験
に
も
と
づ
く
話
を
聞
く
。

ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
は
、
株
式
会
社
の
よ
う
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な
も
の
で
、
お
互
い
契
約
で
、
家
庭
と
い
う

名
の
事
業
を
い
と
な
む
。
う
ま
く

い
か
な
く

な

っ
た
ら
解
散
、
つ
ま
り
離
婚
と
な
る
、
と

い
う
話
。
暗
く
な

っ
た
の
で
、
室
内
に
入
り
、

つ
づ
き
。

ベ
ッ
ド
の
数
が
足
ら
な

い
の
で
、
大
部
分

の
人
は
、
ス
リ
ー
ピ
ン
グ

・パ
ッ
グ
で
寝
る
。

満
天
に
星
が
輝
い
て
い
る
。

■
７
月
２０
日

（木
）

ソ
ノ
マ
の
山
を
降
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
手
前
の
パ
ー
ク
レ
ー

ヘ
向
か
う
。
こ
こ

は
、
有
名
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
パ
ー
ク

＞
坂
と
花
の
ロ
ン
パ
ー
ト
街
。

レ
ー
校
の
あ
る
と
こ
ろ
。
ヒ

ツ
ピ
ー
や
学
生

運
動
の
お
こ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
し
、
全

米
で
も
第

一
級
の
大
学
。
大
学
の
問
前
の
テ

レ
グ
ラ
フ
通
り
で
、
大
き
な
自
然
食
品
店
に

入
る
。
あ
と
は
自
由
行
動
。
露
店
が
た
く
さ

ん
出
て
い
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
り
、
ア
ジ
ア
以

外
で
最
大
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

（中
幸
街
）

を
通
り
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア
か
ら
、
ケ

ー
プ
ル
カ
ー
の
終
点
ま
で
歩
く
。
人
出
が
多

い
。
街
角
で
派
手
な
ロ
ッ
ク
を
鳴
ら
し
て
い

る
。
大
変
な
人
だ
か
り
。
何
と
な
く
ボ
ケ
ッ

＞
名
物
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
。

と
日
向
ぼ

っ
こ
し
て
い
る
老
人
が
多
い
。

こ
の
日
も
仏
教
会
で
パ
ー
テ
ィ
。
ア
メ
リ

カ
の
青
年
た
ち
が
、　
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
た

り
、
歌
を
う
た

っ
た
。

■
７
月
創
日

（金
）

ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園

へ
。
三
二
〇
キ
ロ
の

ド
ラ
イ
ブ
。
こ
こ
は
巨
大
な
渓
谷
で
、
左
右

に
岩
壁
が
そ
そ
り
立
ち
、滝
が
落
ち
て
い
る
。

今
年
は
水
量
が
多
い
か
ら
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
と

バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

い
う
。

こ
の
日
は
コ
ロ
ン
ピ
ア
の
町
に
泊
ま
る
。

モ
ー
与

ル
の
近
く
の
公
園
で
夕
食
。
村
元
先

生
が
、
車
で
料
理
を
運
ん
で
き
て
く
れ
た
。

こ
ん
な
遠

い
所
ま
で
、
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労

様
。
あ
す
な
ろ
に
遊
び
に
来
て
い
た
、
・■

―
ヨ
ー
ク
の
ノ
ビ

（尾
崎
信
義
）
さ
ん
や
ウ

イ
リ
ー
も
、
料
理
を
手
伝

っ
て
、
こ
こ
ま
で

来
て
く
れ
た
。
チ
ャ
ッ
ク
さ
ん
と

い
う
人
が

こ
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
、
歓
迎
に
。
カ
ナ

グ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
住
ん
で
い
て
、
現

地
参
加
し
て
い
た
景
森
昭
葉
さ
ん
は
、
こ
こ

で
お
別
れ
。

■
７
月
２２
日

（土
）

大
き
な
鍾
乳
洞
の
見
物
。
ド
ー
ム
状
で
、

＞
全
粒
粉
の
パ
ン
屋
の
車
。

＞
あ
す
な
ろ
の
味
嘱
倉
。
左
端
は
村
元
先
生
。
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鉄
の
階
段
を
降
り
て
ゆ
く
。
昼
近
く
、
コ
ロ

マ
の
町
で
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
博
物
館
に

入
る
。
十
九
世
紀
半
ば
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
こ
の
あ
た
り
に
金
鉱
が
発
見
さ
れ
て
、

大
騒
ぎ
に
な

っ
た
の
だ
。

フ
レ
ン
チ
メ
ド
ゥ

ｏ
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
タ

ホ
国
営
森
林
の
中
。
海
抜
千
六
百
メ
ー
ト
ル
。

大
峡
谷
の
山
肌
を
え
ん
え
ん
と
走
る
。
人
家

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
一
時
間
も
入

る
。
広
告
の
看
板
な
ど
、
い
っ
さ
い
な
い
。

売
店
も
な
い
。お
金
の
必
要
の
な
い
山
の
中
。

バ
ス
が
着
く
と
、
米
人
の
参
加
者
た
ち
が
大

勢
出
迎
え
て
く
れ
、
テ
ン
ト
ま
で
バ
ッ
グ
運

び
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
。

ヘ
ル
マ
ン
相
原
さ
ん

（財
団
理
事
長
）
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
頂
く
。
森
の
中
で
、
野
外

の
夕
食
。
が
ん
じ
ょ
う
な
ベ
ン
チ
つ
き
の
テ

ー
プ
ル
や
カ
マ
ド
が
常
設
さ
れ
て
い
る
。
大

夕
食
会
。
食
事
つ
く
り
の
指
揮
は
、
ヘ
ル
マ

ン
夫
人
の
コ
ル
ネ
ツ
ヤ
サ
ン
（会
津
出
身
）
。

夜
９
時
、
や
っ
と
暗
く
な

っ
て
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
火
が
つ
く
。
そ
ろ
そ
ろ
寒

い
。
ま
り
ち
ゃ
ん

（
ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
夫
妻
の

長
女
）
は
保
科
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
和

服
を
着
て
登
場
。
大
拍
手
。
や
っ
ぱ
り
日
本

娘
だ
。

日
、
米
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
な
ど
、
国
際

色
ゆ
た
か
な
キ
ャ
ン
プ
。
歌
に
踊
り
に
、
フ

ァ
イ
ヤ
ー
の
赤
い
火
を
う
け
て
、
夜
が
ふ
け

る
。
米
人
グ
ル
ー
プ
は
、
大
き
な
ベ
ー
ス
や

ギ
タ
ー
で
合
奏
。
保
科
さ
ん
は
金
模
様
の
ハ

カ
マ
で
、
三
味
線
を
ひ
い
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
。
つ
づ
い
て
、
日
本
勢
も
歌
う
。
ア
メ
リ

カ
人
が
踊
る
。
電
気
の
い
っ
さ
い
な
い
森
に

月
と
星
が
美
ｔ
い
。

■
７
月
２３
日

（日
）

６
時
、
起
床
の
合
図
。
６
時
半
か
ら
、
マ

キ
割
り
、
料
理
講
習
。
ヨ
ガ
、
操
体
、
瞑
想
、

読
経
。
９
時
か
ら
シ
ア
ト
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ

・

グ
ア
ハ
ル
ト
さ
ん
の
話
、
「感
謝
Ｉ
い
う
こ
と
」
。

９
時
半
か
ら
、
ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
レ
ク
チ
ャ

ー

「宇
宙
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（う
ず
ま
き
ご
。

Ｈ
時
半
か
ら
、
近
く
の
貯
水
湖
ヘ
ピ
ク
ニ
ッ

タ
。
車
に
料
理
を
積
ん
で
行
く
。
み
ん
な
、

車
に
分
乗
。
湖
畔
に
や
は
り
本
の
テ
ー
プ
ル

が
あ
っ
て
、
食
事
を
盛
り
つ
け
、
み
な
、
て

ん
で
に
陣
ど
っ
て
食
べ
る
。
デ
ザ
ー
ト
は
ス

イ
カ
。
食
事
の
あ
と
は
水
泳
。
水
が
冷
た
い

の
で
、
ち
ょ
っ
と
泳
い
で
、
あ
と
は
日
光
浴
。

私
は
健
康
相
談
が
三
組
で
忙
し
い
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
も
ど

っ
て
、
４
時
か
ら
、

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
を
囲
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
人
は

な
ぜ
離
婚
が
多
い
か
の
国
際
討
論
会
。
夜
は

ま
た
、
お
別
れ
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

■
７
月
２４
日

（月
）

キ
ャ
ン
プ
の
最
終
日
。
輸
に
な
っ
て
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
、
歌
を
う
た
う
。

昼
食
後
は
自
由
行
動
。
洗
た
く
し
た
り
、

裏
の
小
川
で
泳
い
だ
り
、
日
光
浴
。
米
人
た

ち
は
、
ほ
と
ん
ど
引
き
揚
げ
た
。

■
７
月
２５
日

（火
）

い
よ
い
よ
西
部
の
旅
１０
日
間
へ
出
発
。
い

っ
た
ん
ア
ー
バ
ン
の
町
へ
出
て
、
国
道
８０
号

線
を
東
へ
。
途
中
、
タ
ホ
湖
へ
寄
り
、
湖
岸

で
休
憩
。
有
名
な
保
養
地
で
、
人
出
が
多
い
。

湖
に
ヨ
ッ
ト
が
走
る
。

ネ
バ
ダ
州
に
入
る
。
こ
こ
は
砂
漠
ば
か
り

で
、面
積
は
日
本
の
三
分
の
二
も
あ
る
の
に
、

人
口
は
わ
ず
か
五
〇
万
人
。
目
ぼ
し
い
産
業

も
な
い
か
ら
、
賭
博
が
公
認
で
、
こ
れ
が
州

▲天ぶらを掲げるコルネリヤサン
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▲フレンチメドウの夜はふけて。

の
財
源
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
近
く
に
は
核
兵
器

の
実
験
場
ま
で
あ
る
と
い
う
広
さ
だ
。
（そ
れ

ほ
ど
人
の
住
ん
で
い
な
い
所
が
あ
る
と
い
う

こ
と
）

今
夜
の
泊
ま
り
は
、
ウ
ィ
ネ
ム
ッ
カ
。
砂

漠
の
中
の
宿
場
町
。
モ
ー
テ
ル
が
多
く
、
小

さ
い
カ
ジ
ノ
が
あ
る
。
公
園
で
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
の
夕
食
後
、
三
二
五
五
、
街
へ
進
出
。

■
７
月
２６
日

（水
）

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
イ
ロ
ざ
し
て
、　
一
路

東
へ
。
道
の
両
側
は
砂
漠
。
そ
の
む
こ
う
は

赤
茶
け
た
山
な
み
。
バ
ス
の
外
は
猛
烈
な
熱

気
だ
。
展
望
台
の
あ
る
と
こ
ろ
で
休
憩
。
塩

が

一
面
に
結
晶
し
て
い
る
。
道
が
地
平
線
の

か
な
た
ま
で

一
直
線
に
の
び
て
い
る
と
こ
ろ

を
時
速
百
キ
ロ
で
、
た
ん
た
ん
と
走
る
。

左
手
に
大
き
な
湖
が
見
え
て
く
る
。
グ
レ

ー
ト

・
ソ
ル
ト

・
レ
ー
ク
。
大
塩
湖
だ
。
そ

の
右
手
が
、
州
都
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
イ
。

モ
ル
モ
ン
教
徒
の
開
い
た
町
。
こ
の
ユ
タ
州

は
、
酒
類
も
州
の
販
売
所
で
な
い
と
売
ら
な

い
く
ら
い
、
お
か
た
い
州
。

市
を
通
り
過
ぎ
て
、
ド
レ
ー
パ
ー
と
い
う

町
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
の
家
に
行
く
。
芝
生

の
庭
で
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
。
馬
に
乗
せ

て
も
ら
っ
た
人
も
あ
る
。庭
に
穴
を
掘

っ
て
、

た
き
火
の
中
で
、
ホ
イ
ル
に
く
る
ん
だ
野
菜

を
焼
く
。
氷
水
の
金
グ
ラ
イ
に
は
ス
イ
カ
に

ビ
ー
ル
が

い
っ
ぱ
い
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
、

料
理
が

い
ろ
い
ろ
…
…
。

フ
ラ
イ
ヤ
ー
さ
ん
夫
妻
は
、
二
年
前
、

ヘ

ル
マ
ン
さ
ん
と
ツ
ア
ー
で
日
本

へ
来
て
、
方

方
で
大
歓
迎
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
お
返
し
だ

と
の
こ
と
。　
一
同
、
感
激
。
テ
ー
プ
ル
を
か

た
づ
け
て
、
歌
と
踊
り
。
米
人
た
ち
も
、
バ

ス
の
中
ま
で
入

っ
て
き
て
、
お
別
れ
の
歌
。

■
７
月
２７
日

（木
）

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
市
内
見
物
。
こ
の
町
を
開

い
た
、
モ
ル
モ
ン
教
徒
の
記
念
碑
、
当
時
の

家
。
大
寺
院
で
、
巨
大
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
演
奏
を
聞
く
。
デ
パ
ー
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
街
の
見
物
。
夜
も
大
寺
院
で
二
百
五
十
人

の
大
合
唱
練
習
を
聞
く
。
盲
人
の
大
会
が
あ

っ
た
と
か
で
、
盲
人
が
多
数
来
て
い
た
。

■
７
月
２８
日

（金
）

国
道
１５
号
線
を

一
路
、
南

へ
。
シ
ダ
ー
シ

テ
ィ
泊
。
着

い
て
間
も
な
く
土
砂
降
り
に
な

る
。
モ
ー
テ
ル
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
夕
食
。

こ
の
食
糧
や
食
器
類
は
、
バ
ン
の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
せ
て
運
ん
で
い
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
ユ
キ
と
次
郎

貧

ル
マ
ン
夫
妻
の
長
男
）
。

ク
ー
ラ
ー
な
し
だ
か
ら
、
ご
苦
労
様
。

食
後
、

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
た
ち
の
部
屋
で
、

一
同
、
話
を
聞
く
。
桜
沢
先
生
と
の
出
合

い
。

ア
メ
リ
カ
ヘ
船
で
来
た
時
の
話
。
西
も
東
も

分
か
ら
な
か

っ
た
失
敗
談
。
い
つ
ま
で
も
尽

き
な

い
。
つ
い
で
、

コ
ル
ネ
リ
ヤ
さ
ん
か
ら

も
、
少
し
お
話
。

＞
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
で
東
京
音
頭
。

▲ ミスター・ホシナ .′
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夜
、　
一
行
中
の
Ｎ
さ
ん
が
、
あ
す
な
ろ
で

毒
カ
シ
ワ
の
本
の
葉
に
か
ぶ
れ
た
の
が
、
ひ

ど
く
わ
る
い
の
で
、
ど
う
し
よ
う
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
左
腕
が
パ
ン
パ
ン
に
は
れ

て
、
顔
も
む
く
み
、耳
も
遠
く
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
飛
行
機
で
ロ
ス
ヘ
行
き
、
早
く
帰

る
か
？
　
こ
の
ま
ま
旅
行
を

つ
づ
け
る
か
？

と
に
か
く
、
夜
も
お
そ
い
し
、
明
朝
６
時

に
決
め
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
私
は

ベ
ッ
ド
に
入

っ
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
寝

つ
か
れ
な
い
。
気
が

つ
い
て
、
ま
た
Ｎ
さ
ん

の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
、
梅
生

エ
キ
ス
を
と

い
て
飲
ん
で
も
ら
う
。
梅
生
番
の
代
り
。
午

前
３
時
だ
。

■
７
月
２９
日

（土
）

朝
、
私
が
Ｎ
さ
ん
夫
妻
と
、
こ
こ
へ
も
う

＞
語
る
ヘ
ル
マ
ン
夫
妻
。

一
晩
泊
ま
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
で
だ
め
な

ら
、

ロ
ス
ヘ
直
行
だ
。

み
ん
な
は
、
ザ
イ
オ
ン
国
立
公
園
と
グ

ラ

ン
ド

・
キ
ャ
ニ
オ
ン
ヘ
。
私
は
、
近
く
の
ス

ー
パ
ー
と
健
康
食
の
店

へ
買

い
出
し
に
行

っ

て
か
ら
、
モ
ー
テ
ル
の
部
屋
の
台
所
で
、
玄

米
を
炒
っ
て
、
玄
米
ス
ー
プ
の
利
尿
剤

つ
く

梅
干
の
黒
焼
き
入
り
の
高
湯
を
食
べ
て
も

ら
う
。
飲
み
物
は
梅
生
番
だ
け
。
こ
れ
は
陰

性
な
腎
臓
障
害
で
小
水
が
出
ず
に
腕
に
水
が

た
ま

っ
て
い
る
の
だ
。
は
じ
め
、
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
で
小
水
が
出
て
い
た
か
ら
、
い
い
と

思

っ
て
い
た
の
は
甘
か

っ
た
。圭母
の
柏
な
ら
、

陰
性
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
左
手
／

（左
は
陰

性
）
こ
の

一
日
だ
け
で
、
小
水
が
５
回
も
出

た
。
Ｎ
さ
ん
は
、
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る

以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
寝
て
い
た
。
こ
れ
ま
で

の
疲
れ
が
出
た
の
か
。

■
７
月
３０
日

（日
）

手
の
は
れ
も
や
や
ひ
い
て
、
顔
の
む
く
み

が
と
れ
た
。
耳
も
治

っ
て
い
る
。
ヤ
レ
、
ひ

と
ま
ず
安
心
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ヘ
、
み
ん
な
と

合
流
に
。
グ

レ
ー

ハ
ウ
ン
ド
の
定
期
バ
ス
に

乗
る
。

＊

ザ
イ
オ
ン
国
立
公
園
は
、
奇
岩
、
巨
岩
の

そ
そ
り
立

つ
と
こ
ろ
で
す
。
ユ
タ
州
第

一
の

公
園
。
赤
茶
け
た
岩
か
げ
か
ら
、
今
に
も
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
が
馬
に
乗

っ
て
出
て
き
そ
う
。

>ドレーパー(ソルトレークシテイ南郊)の フライヤーさんの家で記念撮影。
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ザ
イ
オ
ン
が
山
な
ら
、
グ
ラ
ン
ド

・
キ
ャ

ニ
オ
ン
は
谷
。
近
づ
く
ま
で
は
、
何
も
見
え

な
い
一
大
平
地
だ
が
、
こ
の
大
峡
谷
の
端
に

立
つ
と
、
日
の
前
が
ド
ー
ン
と
開
け
、
ど
こ

ま
で
も
澤
い
巨
大
な
渓
谷
。
下
に
帯
の
よ
う

に
光
る
の
が
、
コ
ロ
ラ
ド
川
。

ふ
つ
う
観
光
客
の
行
く
の
は
南
壁
で
、
こ

の
北
壼
は
、
冬
は
雪
で
開
ぎ
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
人
で
も
見
た
人
は
少
な
い
雄
大
な
景
色
。

こ
の
人
里
は
な
れ
た
所
に
も
、
丸
木
組
み
の

し
ゃ
れ
た

ロ
ッ
ジ
が
あ
り
、
電
気
も

つ
い
て
、

全
室
バ
ス
、
ト
イ

レ
つ
き
。
展
望

レ
ス
ト
ラ

ン
も
あ
り
、
ま

っ
た
く
都
会
な
み
の
サ
ー
ビ

ス
。
こ
れ
が

い
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

そ
の
徹
底
さ
に
は
脱
帽
し
ま
し
た
。

は
る
ば
る
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
ョ
の
サ
ン
タ
フ

ェ
か
ら
、
車
を
Ｈ
時
間
も
と
ば
し
て
、
福
田

博
之
さ
ん

（写
真
家
。
和
風
食
堂
を
経
営
）

と
中
菌
勝
晴
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
。
夜
中
ま

で
、
二
人
を
か
こ
ん
で
、
ツ
ア
ー
参
加
者
も

自
己
紹
介
、
二
人
の
体
験
談
を
聞
く
。
ア
メ

リ
カ
に
生
き
る
日
本
人
は
、
た
く
ま
し
い
。

ど
こ
に
も
出
て
い
く
と
こ
ろ
の
な
い
大
自

然
の
中
の

一
夜
、
み
ん
な
語
り
合

っ
て
、　
一

体
感
の
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
夜
で
し
た
。

（こ
の
項
、
曽
我
部

一
美
子
記
）

＊

ラ
ス
ベ
ガ
ス
ー
ー
砂
漠
の
中
の
不
夜
城
、

ギ
ャ
ン
プ
ル
と
シ
ョ
ー
の
メ
ッ
カ
。
モ
ー
テ

ル
の
台
所
で
手
分
け
し
て
作

っ
た
料
理
を
食

べ
て
、
み
な
着
替
え
て
、
い
ぎ
出
動
。
パ
リ

の
リ
ド
の
シ
ョ
ー
を
見
に
″
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
″

へ
。
手
前
の
フ
ロ
ア
ー
は
、　
一
面
、
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン
と
ル
ー
レ
ッ
ト
、
カ
ー
ド
な
ど
の

ギ
ャ
ン
プ
ル
セ
ン
タ
ー
。
広
い
、
広
い
。

■
７
月
”
日

（月
）

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ヘ
入
る
。
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
エ
レ
ホ
ン
自
然
食
品
店
へ
行
き
、

田
合
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
。
ス
タ
ッ
フ
と
い

っ
し
ょ
に
記
念
撮
影
。
グ
リ
フ
ィ
ス
・
パ
ー

ク
の
山
の
上
か
ら
街
の
灯
を
見
物
。

■
８
月
１
日

（火
）

ユ
ニ
パ
ー
サ
ル
映
画
の
ス
タ
ジ
オ
見
学
ツ

ア
ー
。
観
光
バ
ス
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
、
押

す
な
押
す
な
。
広
大
な
ス
タ
ジ
オ
の
中
を
見

物
用
の
オ
ー
プ
ン
・
パ
ス
で
見
て
ま
わ
る
。

オ
ー
プ
ン
・
セ
ッ
ト
、
衣
装

。
小
道
具

。
大

道
具
。
ト
リ
ッ
ク
の
い
ろ
い
ろ
。
室
内
の
撮

影
風
景
。
映
画

『
エ
ア
ポ
ー
ト
７７
』
の
ジ
ャ

ン
ポ
機
遭
難
救
助
の
場
面
を
見
物
者
参
加
で

撮
影
。
す
ぐ
テ
レ
ビ
に
映
し
て
見
せ
る
。
ス

タ
ジ
オ
を
遊
園
地
化
し
て
あ
る
わ
け
。

ロ
ス
で
も

一
番
古
い
、
メ
キ
シ
ョ
人
街
の

オ
ル
ベ
ラ
・
ス
ト
リ
ー
ト
で
買
い
物
。
皮
製

品
、
小
間
物
、
街
頭
の
カ
フ
ェ
。
夕
食
は
リ

ト
ル
東
京
で
。

■
３
月
２
日

（水
）

終
日
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
見
物
。
Ｓ
Ｌ

風
の
オ
ー
プ
ン
の
汽
車
が
園
内
を

一
周
。
馬

車
や
二
階
建
て
の
パ
ス
が
走
り
、
ま
る
で
、

お
と
ぎ
の
国
。
白
雪
姫
と
小
人
た
ち
、
童
話

の
世
界
が
音
楽
に
の
っ
て
展
開
。
潜
水
艦
に

乗
っ
て
水
中
探
検
“
ヒ
ト
デ
も
魚
も
、
み
ん

な
模
型
だ
が
、
ほ
ん
も
の
そ
っ
く
り
に
動
く
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
や
、
宇
宙
旅
行
の

高
速
ジ
ェ
ッ
ト

・
コ
ー
ス
タ
ー
で
胆
を
冷
や

し
、
船
に
乗
る
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
探
検
、
カ
バ

や
ゾ
ウ
や
コ
プ
ラ
が
動
き
、
人
食
い
人
種
が

た
き
火
を
か
こ
ん
で
宴
会
を
し
て
い
る
。

商
店
街
、
ギ
フ
ト

・
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
ナ
ッ

タ
も
あ
り
、

・９
世
紀
風
、
パ
リ
風
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
。
ど
う
し
た
ら
人
を
楽
し
ま
す
か
の

ア
イ
デ
ア
と
巨
大
な
投
資
。
″受
け
身
の
娯
楽
″

と
批
判
は
で
き
る
が
、
と
に
か
く
恐
れ
入
る
。

夜
９
時
か
ら
、
イ
ル
ヽヽヽ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
つ

い
た
、
と
り
ど
り
の
パ
レ
ー
ド
。
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
あ
り
、
Ｓ
Ｌ
あ
り
、
お
化
け
キ
ノ
コ

あ
り
、
楽
隊
あ
り
…
…
花
火
が
あ
が
り
、
喚

▲グランド。キャニオン
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声
が
あ
が
る
。

■
８
月
３
日

（木
）

い
よ
い
よ
ツ
ア
ー
も
今
日
で
終
り
。
空
港

へ
行
く
バ
ス
の
中
で
、
開
会
式
。
空
港
で
、

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
、
コ
ル
ネ
リ
ヤ
サ
ン
、
ユ
キ
、

次
郎
た
ち
と
お
別
れ
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が

い

っ
ぱ
い
の
楽
し
い
旅
だ

っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

大
都
会
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
シ
ョ
ー
も
見
た
し
、

あ
す
な
ろ
や
フ
レ
ン
チ
メ
ド
ゥ
で
は
寝
袋
に

寝
て
、
方
々
で
米
人
た
ち
、
在
米
の
日
本
人

た
ち
の
歓
迎
を
受
け
て
、
た
ち
ま
ち
十
七
日

間
は
た

っ
た
。
何
を
見
、
何
を
感
じ
、
何
を

考
え
た
か
？
・

ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
言
う
通
り
、

こ
れ
は

″見
物
″
だ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ

〃人
″

を
知
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
と
い
う
国
を
見
て
、
自
分
の
国
、
日
本

と
は
、
ど
う
い
う
国
な
の
か
、
日
本
人
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
が

つ

か
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
加
者
の
人
た
ち
も
、
単
な
る

″お
客
さ

ん
″
気
分
で
な
く
て
、
お
互

い
協
力
し
あ

っ

て
、
旅
行
を
成
功
さ
せ
た
。
料
理
を
作
る
人
、

あ
と
か
た
づ
け
を
す
る
人
、
年
配
の
人
や
女

性
た
ち
の
荷
物
を
運
ぶ
人
、
楽
し
い
仲
間
が

で
き
た
。

そ
し
て
、
現
地
の
日
本
人
や
ア
メ
リ
カ
人

の
人
た
ち
、
大
勢
に
お
世
話
に
な

っ
た
。
こ

れ
も
、
大
き
く
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
の
種
を
ま

い
た
、
桜
沢
先

生
は
じ
め
、
多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ
な
の

だ
。ツ

ア
ー
の
前
半
を
世
話
し
て
ぐ
だ
さ
っ
た
、

村
元
騰
先
生
と
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
、
あ
す
な

ろ
の
人
た
ち
、
後
半
、
同
行
し
て
お
世
話
く

だ
さ

っ
た
、
相
原
夫
妻
、
次
郎
さ
ん
、
終
始

同
行
し
て
く
れ
た
村
本
至
紀
さ
ん
、
い
っ
し

ょ
に
食
事
し
て
、
気
持
よ
く
運
転
し
て
く
れ

た
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
、
方
々
で
歓
迎

し
て
く
れ
た
、
現
地
の
ア
メ
リ
カ
の
友
だ
ち

や
、
下
準
備
、
い
ろ
い
ろ
な
手
配
に
努
力
し

た
人
た
ち
、
旅
行
社
の
人
た
ち
、
そ
し
て
、
す

す
ん
で
ツ
ア
ー
の
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
参
加
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（橋
本
政
憲
記
）

▲ディズニーランドの人形のぬいぐるみ

ほ )(み

新 開 店 。′

西武池袋線江古田下車 3分

●無農薬野菜、食:tri、 農産物、海産物、

健康相談、料理講習、美容相談。

〒176練馬区栄町20  10:00～ 21:00

● 03-948-5701 古 り|1岡1章
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】
‖
】

「 T」ア覇
大森英桜先生

日時=lo月 20～ 22日 、

会費=2万円 (宿泊、食費、会費を含む)

◎大森英桜先生の個人指導あり(実費要)

顧間 一桜沢里真先生 、大森英桜 先生 、田中愛子先生

Pu正 食 法 研 修 学 園

◎根本養生学園=PU正 食法の正 しい実践と研修に

よって,短日時に病因排除,身心を根本的に改善

する病弱者身心甦生の大切なコースです。

◎特別練成学園=理解超えた,強大な生命力発現す

る,PU宇宙の理法を身心に演錬の秘伝技法を伝

授する,他に比類ない,速修身心強化コース。

日時二年中無休。入所随意。期間=何日間でも自由

会費=5,白6日 で2万5千円 (宿泊。食事。指導料含む)

◎PU正食法勉強会 (体験発表)=水曜 午後時 半より

◎体質,疾患別玄米正食試食会一月,金。11時 より

◎健康相談と指導=毎週月,水,金。10時 より

◎玄米正食基本料理教室=毎週土曜。12時 より

(中込は前日。会費は各千円。但し料理教室のみ3千円)

1健 康 教 室
只今,画期的な企画と内容によ

る病因解消身心改造甦生の秘訣

を伝授する特別指導講習会を開

設 しております。参加歓迎。

薔
【
:

I

PU正 食法研修学園 。心身統一合気道 。国際男女青少年心身鍛錬センター

1研 心義塾研′
L旦全肥滅Jとκ∝__査樫l11■型翌 盤旦血ュL二

◎

◎

鉄
翁
に

「
木
の
蓋
」

の
天
味
０
は
圧
力
な
し
で
栄
養
価
を
ア

ッ
プ
し
熱
の
状
態
が
最
適
で
玄
米
を
と
て
も
お
い
し
く
炊
き
あ

げ
ま
す
。

さ
ら
に
釜
の
鉄
分
は
、
ア
ル
ミ
化
時
代
の
今
日
、
貧
血
の
方

に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
薬
や
重
金
属
を
心
配
さ
れ
る
方
は
特
に
玄
米
を
め
し
た
り

、
さ

い
。
（桜
木
健
古
著

「
玄
米
食
の
す
す
め
」
よ
り
）
。
あ
な

た
様
も

こ
の
天
味
０
で
健
康
を
買

っ
て
下
さ
い
。

玄米が鉄釜と木の蓋で、圧カ

15,000円 (1合から7合 まで炊けます)

13,000円 (1合 から3合 まで炊けます)

南
部
製

●説明書進呈
●試食会にご招待 します。お申込み次第、

同時をお知らせ します。

玄米めしませ運道本部
東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 4番 24号
電話 (463)2936 振替東京 192655

な
し
で
ふ
っ
く
ら
炊
け
る

輝や く将来==立派 な指導者に育成==志操堅固男女内弟子募集



■
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

手
当
法
の
実
際
ｍ

●
保
健
飲
料
か
ら
救
急
手
当
の
飲
み
物
、
食
べ
物
ま
で

ほ
う
じ
番
茶
は
保
健
飲
料

私
た
ち
は
毎
日
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
飲
み
ま
す
け
れ
ど
、

食
養
の
家
庭
で
、
い
ち
ば
ん
ふ
つ
う
に
飲
ん
で
い
る
の
は
、

ほ
う
じ
番
茶
で
す
。　
一
般
の
、
自
米
を
食
べ
て
い
る
よ
う
な

家
で
は
縁
茶
を
飲
ん
で
い
ま
す
が
、
緑
茶
と
い
う
の
は
、
食

品
の
陰
陽
の
分
類
で
い
っ
た
ら
、
か
な
り
陰
性
な
も
の
で
す
、

芽
が
出
た
ば
か
り
の
若
葉
で
、
カ
リ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い

も
の
で
す
。
こ
れ
は
当
然
、
毎
日
の
よ
う
に
肉
や
魚
を
食
べ

て
い
る
人
に
は
、
い
い
で
し
ょ
う
。
肉
や
魚
な
ど
は
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多

い
陽
性
な
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
は
、
緑
茶

の
よ
う
な
陰
性
な
も
の
が
合
う
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
、
必
ず
し
も
緑
茶
が
わ
る
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
陽
性
な
食
事
を
し
て
い
る
人
に
は
、
い
い
ん

で
す
が
、
少
な
く
と
も
玄
米
食
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
そ

ん
な
に
動
物
性
の
も
の
を
摂
り
ま
せ
ん
か
ら
、
日
常
、
保
健

飲
料
と
し
て
飲
む
の
は
、
ほ
う
じ
番
茶
で
す
。
家
族
の
中
に

大

森

英

桜

講

義

録
よ

り

陽
性
の
体
質
の
人
が

い
る
と
か
、
陽
性
な
病
人
が

い
る
と
い

う
な
ら
、
こ
の
陽
性
な
、
ほ
う
じ
番
茶
で
は
具
合
が
わ
る
い

ん
で
す
が
、　
一
般
的
に
，い
っ
て
、
保
健
飲
料
と
し
て
、
こ
の

ほ
う
じ
番
茶
は
、
す
ば
ら
し
い
飲
み
物
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
、
ほ
う
じ
番
茶
の
効
能
と
し
て
は
、
ま
ず
、
血
液
を

さ
れ
い
に
し
て
、
体
の
新
陳
代
謝
を
促
進
さ
せ
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
、
日
常
の
飲
料
と
し
て
用
い
る
ほ
か

に
、
食
養
で
病
気
を
治
す
場
合
に
、
さ
か
ん
に
使

い
ま
す
が
、

ま
ず
、
日
の
病
気
に
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
こ
の
、
ほ
う

じ
番
茶
に
塩
を
入
れ
た
、
塩
番
茶
で
目
を
洗

い
ま
す
。
ガ
ー

ぜ
を
こ
の
塩
番
茶
で
し
ぼ

っ
て
、
目
を
蒸
し
て
、
そ
れ
か
ら

洗
眼
し
ま
す
。

失
明
を
治
す
と
か
、自
内
障
を
治
す
と
い
っ
た
場
合
か
ら
、

老
眼
、
近
眼
の
手
当
ま
で
、
ど
の
場
合
に
も
、
こ
れ
を
用
い

ま
す
。

ほ
う
じ
番
茶
と
い
う
の
は
、
お
茶
屋
さ
ん
で
売

っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
な
く
て
、
三
年
葉
や
枝
も
入
れ
た
、
非
常
に

陽
性
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
陽
性
な
人
に
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
陽
性
な
人
が
飲
ん
だ
ら
、
こ
の
渋
味
の
た
め

に
、
顔
が
黒
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

，
ヽ
れ
は
、
普
通
の
人
、

陰
性
ぎ
み
な
体
質
の
人
、
病
人
の
飲
み
も
の
で
す
。
よ
く
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
こ
う
い
う
も

の
を
飲
ま
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
と

い
う
の
は
、

体
を
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
だ
か
ら
、
こ

ん
な
も
の
を
飲
ま
せ
る
く
ら
い
な
ら
、
自
湯
の
ほ
う
が

い
い

で
す
。

子
供
さ
ん
に
は
、
夏
の
間
は
、
む
ぎ
茶
と
か
ハ
ト
麦
茶
が

い
い
で
す
。
子
供
は
陽
性
な
ん
で
す
か
ら
、
夏
に
は
、
そ
う

と
う
血
を
薄
く
し
て
脱
塩
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

こ
う
い
う
も
の
を
飲
ま
せ
ま
す
。

三
年
番
茶
で
な
い
、
ふ
つ
う
の
番
茶
は
、
そ
ん
な
に
陽
性

す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
入
な
ら
、
誰
が
飲
ん

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

玄
米
茶

あ
と
、
飲
み
も
の
と
し
て
は
、
玄
米
茶
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
玄
米
茶
と
い
う
の
は
、
玄
米
を
キ
ツ
ネ
色
に
炒
っ

て
、
煮
出
し
て
、
塩
少
々
を
入
れ
て
飲
み
ま
す
。
こ
れ
は
、

主
食
の
玄
米
を
使

っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
体
の
弱

い
人
に
、

強
壮
の
役
目
を
し
ま
す
。
夏
の
飲
み
も
の
と
し
て
、
体
の
邪

熱
を
出
し
ま
す
か
ら
、
い
い
も
の
で
す
。

虫
下
し
に
ヨ
モ
ギ
茶
、
黄
疸
に
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ

お
子
さ
ん
が
、
ど
う
も
具
合
が
わ
る
い
、
お
な
か
に
虫
が

い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
時
に
、
こ
の
ヨ
モ
ギ
の
生
葉

を
十
グ

ラ
ム
、　
一
合
の
水
で
煎
じ
て
飲
ま
せ
ま
す
。
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食
養
手
当
法

三
年
番
茶
…
…
保
健
飲
料

塩
番
茶
…
…
洗
限

玄
菜
要
不
…
‥
保
健
飲
料

善
油
番
茶

（書
番
Ｙ
…
・疲
れ
・
．肩
こ
り

梅
生
番
茶

（梅
生
番
▼
…
・強
壮
。
新
陳
代
謝
。内
臓
の
痛
み

大
根
お
ろ
し
入
り
梅
生
番
…
…
胆
石
の
痛
み

由翌
詈
…
…

ヘ
ビ
毒
・
瀕
死
の
心
臓
防
衛

朝
鮮
人
参
…
…
陽
性
化

桜
の
木
の
皮
の
煎
じ
汁
…
…

ヘ
ビ
毒

コ
ン
ブ
の
黒
焼
き

髪
の
毛
の
黒
焼
き
…
…
局
所
出
血

ゴ

マ
塩

Ｔ
Ｍ
Ｕ
（無
双
湯
▼
…
・冷
え
症

小
豆
コ
ー
ヒ
ー
（ヤ
ン
ノ
ー
）…
…
保
健
飲
料

白
湯

番
茶

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
…
…
黄
痕

シ
ジ
ミ
汁
…
…
黄
痕

葛
湯
…
…
整
腸

チ
チ
粉

（コ
ッ
コ
Ｉ
Ｙ
…
‥
保
健
飲
料

玄
米
お
も
湯
Ｉ
…
母
乳
代
用

飲

み
物

の

い
ろ

い
ろ

玄
米
ク
リ
ー
ム
…
…
重
病
人
食

緑
茶

む
ぎ
茶
…
…
夏
の
飲
料

ハ
ト
麦
茶
…
…
夏
の
飲
料

ヨ
モ
ギ
茶
…
…
虫
下
し

白

い
野
菜
の
ス
ー
プ
…
…
利
尿
・
陰
性
化

リ
ン
ゴ
ス
ー
プ
…
…
解
熱

・
利
尿

シ
イ
タ
ケ

・
ス
ー
プ
…
…
解
熱
・
頭
痛

第

一
大
根
湯
…
…
発
汗
・
解
熱

第

二
大
根
湯
…
…
利
尿

利
尿
の
玄
米
ス
ー
プ

干
し
柿
の
ヘ
タ
の
煎
じ
汁
…
…
利
尿

ゴ
ボ
ウ
の
卸
し
汁
…
…
虫
重
炎

ハ
ブ
茶
…
…
下
剤

セ
ン
ナ
…
‥
・下
剤

蓮
根
湯
…
…
セ
キ
・
タ
ン

香
蓮
…
…

セ
キ
・
タ
ン

果
汁
…
…
陰
性
化

レ
モ
ン
汁
…
…
陰
性
化

（こ
れ
は
、
陽
性
か
ら
陰
性
の
順
に
厳
密
に
並
べ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

た
わ
け

そ
れ
か
ら
、
黄
疸
に
効
く
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
と

い
う
の
は
、

ふ
つ
う
の
ヨ
モ
ギ
と
ち
が

っ
て
、
葉
が
非
常
に
細
長
い
ん
で

す
。
こ
れ
が
少
し
枯
れ
か
か

っ
て
く
る
と
、
先
に
穂
が
で
き

て
き
ま
す
。
こ
れ
を
集
め
て
き
て
、
煎
じ
て
飲
む
と
、
黄
疸

に
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

先
月
も
大
阪
で
、
大
き
な
産
婦
人
科
の
病
院
で
、
女
の
人

が
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
ん
で
す
が
、

，ヽ
れ
が
新
生
児
黄
疸
で
、

な
か
な
か
治
ら
な
く
て
、医
者
が
て
こ
ず

っ
て
い
た
ん
で
す
。

こ
の
黄
疸
は
、
死
亡
率
が
高

い
ん
で
す
。
お
母
さ
ん
が
妊
娠

中
に
邪
食
す
る
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
、
ひ
ど

い
黄
疸
を
も

っ

て
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
。

こ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
は
、
毎
日
、
検
査
し
て
い
て
、
だ

ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
る
か
ら
、
こ
ん
ど
は
光
線
療
法
を
す
る
、

と
医
者
が
言

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
分
か
ら
な

い
か
ら
、
医
者
と
け
ん
か
し
て
帰

っ
て
き
ち
ゃ

っ
た
、
と
い
う
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
さ

っ
そ
く
、
そ
の
お
母
さ
ん
に
、
少
し
濃
い
め

に
煎
じ
た
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
の
汁
を
飲
ん

で
も
ら

っ
て
、
そ

の
お
乳
を
赤
ち
ゃ
ん
に
や
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
四

日
ほ
ど
し
て
、
そ
の
ひ
ど
か

っ
た
黄
疸
が
と
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
病
院

へ
行

っ
て
調
べ
て
も
ら
っ
て
き
な
さ
い
、

と
い
っ
て
、
調
べ
て
も
ら

っ
た
ら
、
す

っ
か
り
治

っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
治

っ
た
の
か
分
か
ら
な

い
、
ふ

し
ぎ
だ
、
と
医
者
が
言

っ
て
い
る
、
と
い
う
ん
で
す
。

日
本
の
民
間
療
法
で
は
、
黄
痕
に
な

っ
た
時
に
は
、
シ
ジ

ミ
汁
が
効
く
、
と
、
よ
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
効
く

よ
う
で
す
け
ど
、
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
の
ほ
う
が
、
も

っ
と
効
き

ま
す
。

こ
れ
は
、
四
、
五
年
前
、
東
京
の
大
き
な
薬
局
の
ご
主
人

が
肝
臓
が
は
れ
て
、
黄
痕
が
ひ
ど
く
な

っ
て
、
入
院
し
た
ん
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で
す
が
、
二
月
入
院
し
て
い
る
あ
い
だ
に
黄
疸
が
ど
ん
ど
ん

ひ
ど
く
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
私
が
呼
ば
れ
た
か
ら
行

っ
た
ん
で
す
が
、
入
院
し
て
、
だ
ん
だ
ん
よ
く
な

っ
て
く
る

な
ら
い
い
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な

っ
て
い
る
ん
な
ら
、
病

院
で
入
れ
て
い
る
薬
が
わ
る
い
か
、
食
事
が

い
け
な

い
ん
だ

か
ら
、
も
う
こ
ん
な
点
滴
な
ん
か
、
よ
し
な
さ
い
、
と
い
っ

て
、
や
め
さ
せ
て
、
食
事
も
、
奥
さ
ん
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持

っ
て
き
て
も
ら

っ
て
、
入
れ
て
捨
て
な
さ
い
、
と
言

っ
た
ん

で
す
。

黄
疸
も
ひ
ど
く
な
る
と
、
か
ゆ
く
な

っ
て
、
不
眠
症
に
な

っ
て
、
極
端
に
な
る
と
、
発
狂
し
そ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。

こ
の
人
も
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
そ
こ
で
、

一
週
間
、
玄
米
の
お
か
ゆ
、
あ
と
は
、
自
菜
、
大
根
な
ど
の

白
い
野
菜
の
ス
ー
プ
、
あ
と
、
葛
湯
を
お
や
つ
代
り
に
摂

っ

て
も

い
い
か
ら
、
と
い
っ
て
、
飲
み
も
の
と
し
て
、
カ
ワ
ラ

ヨ
モ
ギ
の
煎
じ
汁
を
飲
ま
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
電
話
で
聞

い
て
い
た
ら
、
毎
日
、
ど
ん
ど
ん
黄

疸
の
度
数
が
下
が

っ
て
い
く
ん
で
す
。　
一
週
間
目
に
は
、
入

院
し
た
時
よ
り
も
少
し
下
に
下
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
退

院
し
な
さ
い
、
と
言

っ
た
ん
で
す
が
、
病
院
と
お
つ
き
あ
い

が
あ
る
か
ら
、
な
ん
て
バ
カ
な
こ
と
を
い
っ
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
い
る
う
ち
に
、
十
日
目
あ
た
り
か
ら
、
ま
た
、
上
が
り
は

じ
め
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
お
か
し
い
な
、
と
思

っ
て
行

っ

て
み
た
ら
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
薬
局
で
自
然
食
の
コ
ー
ナ
ー

を
や

っ
て
い
て
、
小
麦
の
胚
芽
を
売

っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

奥
さ
ん
が
、
こ
れ
な
ら
自
然
食
だ
か
ら
い
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
の
で
、
や

っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
こ
の
胚
芽
を
と

っ
た
、

と
い
う
だ
け
で
、
黄
疸
度
が
上
が
り
だ
す
ん
で
す
ね
。
胚
芽

も
、
米
や
麦
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
完
全
な
栄
養
に
な
る
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
を
本
体
と
分
離
す
れ
ば
、
す
ぐ
酸
化
が
始
ま

る
ん
で
す
。
要
す
る
に
、
生
き
て
い
な

い
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
、
さ

っ
そ
く
や
め
さ
せ
て
、
ま
た
や
ら
せ
た
ら
、
ま
た
黄

疸
が
ど
ん
ど
ん
ひ
い
て
い
っ
た
ｃ

と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
ま
た
悪
く
な

っ
た
、
と
い

う
か
ら
、
も
う
怒

っ
て
行
か
な
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も

ど
う
に
も
だ
め
だ
、
と
い
う
か
ら
、
ど
う
し
た
の
か
と
思

っ

た
ら
、
玄
米
と
野
菜
だ
け
じ
ゃ
栄
養
が
足
ら
な

い
だ
ろ
う
か

ら
、
昔
か
ら
自
身
の
魚
な
ら
病
人
に
も

い
い
、
と
い
う
か
ら
、

自
身
の
魚
を
と
ら
し
た
、
と
い
う
ん
で
す
。
そ
れ
を
食

べ
た

だ
け
で
、
せ

っ
か
く
よ
く
な

っ
た
黄
疸
が
、
ま
た
ひ
ど
く
な

っ
た
ん
で
す
。

今
、
健
康
法

・
自
然
食
ブ
ー
ム
で
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
健

康
に
い
い
と
い
っ
て
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
玄

米
食
を
勧
め
る
人
も
多
い
け
れ
ど
、
玄
米
と
野
菜
だ
け
で
な

く
て
、
自
身
の
魚
く
ら
い
、
た
ま
に
は
い
い
、
と
い
う
ふ
う

に
教
え
て
い
る
人
が
多

い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
多

く
の
病
人
に
あ
た

っ
て
み
て
、
ひ
ど
く
体
を
や
ら
れ
た
、
と

い
う
人
を
治
す
場
合
に
は
、
健
康
な
人
な
ら
な
ん
で
も
な
い

よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
の
が
、
こ
う
い
う
よ
う
に
、
ひ

ど
く
影
響
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

善
油
番
茶

こ
れ
は
、
ほ
う
じ
番
茶
に
純
正
の
醤
油
を
ま
ぜ
た
も
の
で

す
。
だ

い
た
い
、
湯
の
み
茶
わ
ん
に

一
杯
の
お
茶
に
た
い
し

て
醤
油
小
さ
じ

一
杯
か
二
杯
の
割
で
す
。
略
し
て
醤
番
と
い

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
茶
わ
ん
に
は
う
じ
茶
を
入
れ
て
お

い
て
、
あ
と
か
ら
醤
油
を
入
れ
た
の
と
、
先
に
茶
わ
ん
に
醤

油
を
入
れ
て
お
い
て
、
そ
こ
へ
ほ
う
じ
茶
を
入
れ
る
の
と
、

同
じ
よ
う
で
す
け
れ
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
味
が
ち
が

い
ま
す
。
先

に
醤
油
を
入
れ
ま
す
。

こ
れ
も
、
血
液
を
さ
れ
い
に
し
て
、
新
陳
代
謝
を
よ
く
し

ま
す
ｃ
つ
ま
り
、
ふ
だ
ん
は
、
ほ
う
じ
番
茶
を
飲
ん
で
い
れ

ば
い
い
ん
で
す
が
、
体
が
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
、
と
い
う
時
は
、

こ
の
醤
番
を
飲
め
ば
い
い
ん
で
す
。
特
に
、
左
肩
が
こ
っ
た
、

と
い
う
よ
う
な
時
は
、
こ
れ
が
非
常
に
よ
く
効
き
ま
す
。

一肩
が
こ
ろ
、
と
い
っ
て
も
、
右
肩
が
こ
っ
た
、
と
い
う
の

と
、
左
肩
が
こ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
原
因
が
ち
が

い
ま
す
。

右
肩
が
こ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
動
物
性
蛋
自
の
も
の
、
し

お
気
の
も
の
を
と
り
す
ぎ
て
、
血
が
濃
縮
し
て
、
濃
く
な
り

す
ぎ
た
場
合
で
す
ね
、
血
の
循
環
が
わ
る
く
な

っ
て
、
そ
の

た
め
に
、
一肩
が
こ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、

塩
気
の
あ
る
も
の
を
摂

っ
て
は
い
け
な

い
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
左
肩
が
こ
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
甘

い
も
の

を
摂
り
す
ぎ
た
と
か
、
果
物
を
食
べ
す
ぎ
て
、
果
糖
が
た
く

さ
ん
入

っ
た
た
め
に
、
血
が
ね
ば

っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
う

い
う
場
合
に
、
こ
の
、
ち
ょ
っ
と
塩
気
の
あ
る
醤
番
を
飲
む

と
、
よ
く
効
き
ま
す
。
右
肩
の
こ
り
は
、
塩
気
を
抜
け
ば
い

い
ん
で
す
か
ら
、
野
菜

ス
ー
プ
か
、
あ
と
で
い
う
第

一
大
根

湯
と

い
う
も
の
を
飲
め
ば
、
か
ん
た
ん
に
治
り
ま
す
。

強
壮

に
梅
生
番

梅
生
番
茶

桜
沢
先
生
の

『新
食
養
療
法
」
で
は
、
梅
生
番
茶
は
、
梅

干
の
中
二
個
に
、
し
ょ
う
が
卸
し
を
そ
の
三
分
の

一
、
純
正

醤
油

一
勺

（１８
Ｃ
Ｃ
）
、
熱

い
番
茶
を
七
、
八
勺

（ｍ
Ｃ
Ｃ
）

を
つ
い
で
、
か
き
ま
ぜ
る
よ
う
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
里
真
先
生
の

『
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
』

の
梅
生
番
茶
は
、
梅
干
小

一
個
、
し
ょ
う
が
汁
二
、
三
滴
、

醤
油
は
茶
さ
じ

一
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
ち
ら
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の
ほ
う
は
、
塩
気
が
非
常
に
う
す
い
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
同
じ
梅
生
番
茶
と
い
っ
て
も
、
飲
む
人
の
体
質

も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
塩
気
の
う
ん
と
き
つ
い
の
か
ら
、
う

す
い
の
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
い
い
わ
け
な
ん
で
す
。

梅
生
番
茶
は
、
さ

っ
き
の
醤
番
よ
り
も
、
血
を
き
れ
い
に

す
る
、
新
陳
代
謝
で
す
ね
、
そ
の
作
用
が
、
ず

っ
と

つ
よ
い

ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
心
臓
の
よ
わ

っ
て
い
る
の
を
助
け
る

時
に
も
飲
ま
せ
ま
す
。
私
は
、
ガ
ン
の
患
者
に
は
、
こ
れ
を

必
ず
飲
ま
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、
醤
番
に
く
ら
べ
て
、
梅
千
が

入

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
梅
干
に
は
ク
エ
ン
酸
が
あ
り
ま
す
し
、

カ
リ
も
多

い
、
そ
れ
か
ら
、
塩
気
も
多
い
、
と
い
う
の
で
、

醤
番
よ
り
も
作
用
が

つ
よ
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
体
が
疲
れ

た
、
と
い
っ
て
も
、
非
常
に
疲
れ
て
い
る
場
合
に
は
梅
生
番
、

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か

っ
た
ら
醤
番
、
と
い
う
ふ
う
に
使

い
分

け
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
胃
の
痛
み
、
胆
石
の
痛
み
、
胃
ガ
ン
や
腸
ガ

ン
で
痛
み
が
き
た
時
な
ど
、
ま
ず
、
こ
の
梅
生
番
を
の
ま
せ

ま
す
。
だ
い
た
い
、

，いう
Ｔ

，
消
化
器
の
痛
み
と
い
う
の
は
、

血
管
の
中
に
、
非
常
に
汚
れ
た
血
が
よ
ど
ん
で
、
動
か
な

い

時
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
に
、
こ
の
梅
生
番
を
の
め
ば
、

血
の
汚
れ
た
粘
り
が
と
れ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
よ
う
に
な

っ
て
、
痛
み
が
お
さ
ま
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
心
臓
の
弱
い
人
、
胃
カ
イ
ヨ
ウ
の
人
、
胃
ガ

ン
と
か
、
つ
ま
り
、
消
化
器
官
が
陰
性
症
状
の
人
、
こ
う
い

う
人
は
、
こ
の
梅
生
番
を
お
茶
が
わ
り
に
飲
ん
だ
ら
い
い
で

キ，
。大

根
お
ろ
し
入
り
梅
生
番
茶

こ
れ
は
、
胆
石
で
激
烈
な
痛
み
が
き
た
時
に
、
梅
生
番
茶

の
中
に
大
根
お
ろ
し
を
少
々
入
れ
て
飲
ま
せ
ま
す
。

心
臓
の
弱

っ
た
時
に
は
卵
醤

心
臓
の
弱

っ
た
病
人
に
何
を
飲
ま
せ
る
か
と
い
う
と
、
ま

ず
醤
番
が
あ

っ
て
、
次
が
梅
生
番
、
い
ち
ば
ん
塩
気
の
つ
よ

い
飲
み
も
の
に
、
卵
醤
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

も
使

い
分
け
が
あ
る
ん
で
、
桜
沢
先
生
の
本
を
見
る
と
、
″動

悸
の
高

い
時
に
は
醤
番
を
与
え
、
は
げ
し
い
時
に
は
卵
醤
を

与
え
る
″
翁
新
食
養
療
法
』

エ
ハ
七
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
ま
す
。

卵
醤
と

い
う
の
は
、
こ
の
飲
み
も
の
の
中
で
は
、
い
ち
ば
ん

陽
性
な
も
の
で
す
。
卵
と
い
う
の
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
リ

ウ
ム
の
比
率
が
、
だ

い
た
い
１
対
１
で
す
。
し
か
も
、
こ
の

卵
醤
の
場
合
に
は
、
無
精
卵
で
は
な
く
て
、
必
ず
有
精
卵
を

使

い
ま
す
。
そ
の
卵
を
半
分
に
割

っ
て
、
そ
の
半
分
の
カ
ラ

の
半
分
量
の
純
正
醤
油
を
、
元
の
卵
の
自
身
と
黄
身
に
ま
ぜ

て
、
か
き
ま
ぜ
、
こ
れ
を
心
臓
が
弱

っ
て
、
博
動
の
数
が
も

の
す
ご
く
多
く
な

っ
て
、
い
わ
ば
片
方
の
足
を
棺
桶

へ
入
れ

て
い
る
よ
う
な
病
人
に
や
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
黒
目

が
上
が

っ
て
い
ま
す
か
ら
、

，）
の
卵
醤
を
飲
ま
せ
て
や
る
と
、

そ
の
黒
目
が
ポ
ト
ン
と
下
が
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
脈
が
は
げ
し
い
、
と
い
う
の
は
、
脈
の
回
数
が

多
い
、
と
い
う
意
味
だ
と
解
釈
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、

脈
が
一局
い
、
と
い
う
の
は
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
と
、
脈
が
強

い
場
合
で
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
醤
番
に
な
る
わ
け
で
す
。

あ
と

一
歩
で
死
ぬ
、
と
い
う
よ
う
な
ガ
ン
の
末
期
の
患
者
の

場
合
、
こ
の
卵
醤
は
、
ほ
ん
と
う
に
よ
ぐ
効
き
ま
す
。

心
臓
が
締
ま
っ
て
苦
し
い
場
合

で
は
、
心
臓
が
わ
る
い
時
、
な
ん
で
も
卵
醤
が

い
い
か
と

い
う
と
、
陽
性
の
極
で
、
心
臓
に
濃

い
血
が
入

っ
て
き
て
、

キ

ュ
ッ
キ

ュ
ッ
と
締
め
つ
け
ら
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
場
合
も

あ
る
の
で
、
こ
う
い
う
時
に
卵
醤
を
や

っ
た
ら
、
か
え

っ
て

非
常
に
苦
し
め
て
し
ま

い
ま
す
。
卵
醤
を
や
る
と
い
い
、
と

い
う
の
は
、
人
間
が
死
ん
で
い
く
時
の
よ
う
な
、
自
律
神
経

の
う
ち
の
交
感
神
経
が
非
常
に
緊
張
し
て
、
黒
日
が
上
が

っ

て
、
瞳
孔
が
開
い
て
い
く
よ
う
な
時
で
す
。
こ
れ
は
、
す
べ

て
陰
性
の
症
状
で
す
。
だ
か
ら
、
卵
醤
の
よ
う
な
極
陽
の
も

の
を
与
え
る
ん
で
す
。
卵
と
い
う
の
は
、
さ

っ
き
言

っ
た
よ

う
に
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
比
率
が
多
く
て
、
そ
の
ほ
か
に
ビ
タ

ミ
ン
で
も
、
陽
性
な
Ａ
や
Ｄ
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

さ
ら
に
醤
油
の
塩
気
を
加
え
て
あ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ

れ
を
与
え
て
、
瞳
孔
が
ち
ぢ
ま

っ
て
く
る
よ
う
な
ら
助
か
る

ん
で
す
。
こ
う
い
う
陰
性
な
場
合
と
い
う
の
は
、
心
臓
が
ゆ

る
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
肥
大
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
で
死
ぬ
ん
で

す
が
、
心
臓
が
苦
し
い
、
と
い
っ
て
も
、
逆
に
、
心
臓
が
締

め
つ
け
ら
れ
て
苦
し
い
場
合
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
の
こ
れ
も

ひ
ど
い
苦
し
み
方
を
し
ま
す
。
胸
を
か
き
む
し

っ
て
、
う
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
場
合
に
、
心
臓
が
苦
し
い
ん

だ
か
ら
卵
醤
、
と
勝
手
に
決
め
て
や

っ
た
ら
、
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
七
、
八
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
デ
ビ
ッ
ド

・
レ

ビ
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
青
年
が
日
本
に
来
て
い
た
ん
で
す
。

こ
の
人
も
ア
メ
リ
カ
で
長
い
こ
と
正
食
や
Ｐ
Ｕ
の
勉
強
を
し

て
、
奥
さ
ん
の
ほ
う
は
、
も

っ
と
古
く
て
、
そ
の
時
で
も
十

五
、
六
年
の
玄
米
歴
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
だ

っ
た
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
連
中
が
日
本

へ
来
る
と
、
こ
こ
を
頼

っ
て
よ
く
来
て
い
た
ん
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
若

い
、
二
十
五
、
六
の
娘
さ
ん
が
来
て

い
て
、
心
臓
病
の
発
作
を
お
こ
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
に
、

そ
の
レ
ビ
ン
さ
ん
が
卵
醤
を

一
日
二
個
ず

っ
や

っ
た
ん
で
す
。

も
う
、
部
屋
の
中
を
こ
ろ
げ
ま
わ

っ
て
苦
し
ん
で
、
そ
れ
が

四
日
つ
づ
い
た
ん
で
す
。
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そ
れ
で
、
私
の
と
こ
ろ
に
電
話
が
あ

っ
た
か
ら
、
行

っ
て

み
た
ら
、
陽
性
の
極
の
状
態
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
落
ち
着

い
て
望
診
し
て
み
れ
ば
分
か
る
わ
け
で
す
ね
。
死
ん
で
い
く

よ
う
な
陰
性
の
時
に
は
、
血
が
薄
く
な

っ
て
、
息
も
た
え
だ

え
に
な

っ
て
、
顔
面
も
蒼
白
に
な

っ
て
い
く
ん
で
す
。
こ
う

い
う
場
合
に
は
、
卵
醤
と
か
梅
生
番
と
か
、
陽
性
な
も
の
を

与
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
顔
が
充
血
し
て
、
特
に
は

っ
べ
た
や
鼻
の
頭

ま
で
赤
く
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
陽
性
に
き
ま

っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
は
、
心
臓
に
非
常
に
濃

い
血
が
集
ま

っ
て
き
て
、
そ
れ
で
心
臓
が
収
縮
し
て
苦
し
ん
で
い
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
場
合
は
、
血
を
薄
め
る
よ
う
な
も

の
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ん
で
す
。
ま
ず
、
リ
ン
ゴ
を

や
り
ま
し
た
。
そ
の
リ
ン
ゴ
も
、
デ
リ
シ
ャ
ス
と
か
富
士
と

か
い
う
甘

い
種
類
で
は
な
く
て
、
国
光
と
か
紅
玉
と
か
の
、

酸

っ
ぱ
み
の
あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
リ
ン
ゴ
を
す
り
お
ろ
し

て
、
ガ
ー
ゼ
で
こ
し
て
、
汁
だ
け
と

っ
て
、
そ
の
汁
に
、

レ

■
ン
の
し
ば
り
汁
を
二
、
三
滴
た
ら
し
て
飲
ま
せ
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
リ
ン
ゴ
汁
だ
け
だ
と
、
粘
り
気
が
あ
る
か
ら
、

レ

モ
ン
を
入
れ
て
、
そ
の
粘
り
気
を
と
い
て
や
る
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
心
臓
に
濃

い
血
が
集
ま

っ
て
、
胸
が
も
の
す

ご
く
熱
く
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
大
根
お
ろ
し
を
ガ
ー
ぜ
に

く
る
ん
で
胸
に
あ
て
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
も
、
ス
ー
プ
を
の
ま

せ
る
だ
け
で
な
く
て
、
丸
の
ま
ま
か
じ
ら
せ
ま
し
た
。
小
さ

い
子
だ
？
た
ら
、
す
り
お
ろ
し
て
、
さ
じ
で
や
る
ん
で
す
。

二
時
間
く
ら
い
の
あ

い
だ
に
、
リ
ン
ゴ
を
六
個
く
ら
い
、

連
続
し
て
与
え
た
ら
、
ほ
お
の
赤
味
が
ス
ー

ッ
と
ひ
い
て
い

っ
て
、
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ま
あ
、
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま

し
た
け
ど
、
陰
陽
を
逆
に
し
た
手
当
を
し
た
ら
、
ひ
ど
い
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

朝
鮮
人
参
は
陰
性
の
人
に
効
く

五
、
六
年
前
は
、
よ
く
福
井
の
山
の
中
で
健
康
学
園
を
や

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
二
回
目
の
健
康
学
園
の
時
、
三

十
五
、
六
の
奥
さ
ん
が
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
健
康
相
談
な

ん
で
す
が
、
十
年
く
ら
い
前
か
ら
心
臓
の
発
作
が
き
て
、　
一

日
に
二
、
三
回
も
く
る
。　
一
度
、
発
作
が
く
る
と
二
時
間
く

ら
い
、
う
ず
く
ま

っ
た
ま
ま
で
、
じ

っ
と
お
さ
ま
る
の
を
待

つ
ば
か
り
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。
ず

っ
と
医
者
に
通

っ
て
い

る
け
れ
ど
治
ら
な
い
の
で
、
二
、
三
年
前
か
ら
、
漢
方
薬
を

の
ん
で
い
る
、
こ
の
ご
ろ
は
毎
月
、
ご
主
人
が
韓
国

へ
行

っ

て
、
一品
い
薬
を
買

っ
て
く
る
か
ら
、
の
ん
で
い
る
け
れ
ど
、

ま
だ
治
ら
な
い
、
と

い
う
か
ら
、
こ
れ
は
朝
鮮
人
参
で
し
ょ

で
は
、
朝
鮮
人
参
と

い
う
の
は
、
ど
う
い
う
役
を
す
る
か

と

い
え
ば
、
あ
れ
は
、
寒
い
朝
鮮
の
山
の
中
で
、
五
年
、
六

年
と
か
か

っ
て
成
長
す
る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
根
の
も
の

で
す
ね
、
だ
か
ら
、
す
ご
く
陽
性
な
も
の
で
す
。
朝
鮮
人
参

を
の
ん
だ
ら
、
ひ
ろ
が

っ
た
臓
器
も
、
ち
ぢ
ま

つ
て
く
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
日
本
人
に
多
い
、
心
臓
肥
大
の
よ
う
な
病

気
に
は
効
ぐ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
言

っ
た
ア
メ
リ

カ
人
み
た
い
な
、
濃

い
血
が
集
ま

っ
て
、
心
臓
が
収
縮
す
る

タ
イ
プ
の
心
臓
病
だ

っ
た
ら
、
こ
れ
に
は
朝
鮮
人
参
は
効
か

な

い
わ
け
で
す
。

こ
の
奥
さ
ん
が
、
二
年
間
も
朝
鮮
人
参
を
の
ん
で
い
て
も

治
ら
な

い
、
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
陽
性
な
心
臓
病
だ
な
、

と
思

っ
て
、
あ
な
た
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
飲
ん
で
い
て
も

治
り
ま
せ
ん
よ
、
と
言

っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
目
の
前
で

発
作
が
お
き
て
し
ま

っ
た
。
手
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
、
た

い
へ
ん
な
苦
し
が
り
よ
う
な
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
果
物
で
も
や
れ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、
台
所
に

は
何
も
果
物
は
な
い
。
買
い
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
山
の

中
で
す
。
何
か
な
い
か
と
思

っ
た
ら
、
私
は
陽
性
す
ぎ
る
か

ら
、
シ
イ
タ
ケ
の
ス
ー
プ
を
い
つ
も
飲
む
ん
で
、
干
し
シ
イ

タ
ケ
が
カ
バ
ン
の
中
に
あ

っ
た
。
こ
れ
を
大
急
ぎ
で
煮
出
し

て
も
ら

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
醤
油
味
を

つ
け
て
、
飲
ま
せ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
台
所
に
大
根
が
あ

っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
お

ろ
し
て
、
ガ
ー
ゼ
に
く
る
ん
で
、
胸

へ
あ
て
ま
し
た
。
す
ぐ

熱
く
な
る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
取
り
替
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
、
も
の
の
五
分
と
た
た
な
い
う
ち
に
、
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

利
尿
に
第
二
大
根
湯

こ
れ
は
、
あ
る
地
方
の
玄
米
の
大
先
生
の
と
こ
ろ

へ
、
青

年
た
ち
が
何
人
か
集
ま

っ
て
い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
中
の

一
人
が
足
の
先
を
ち
ょ
っ
と
ケ
ガ
し
た
と
こ
ろ
が
、

足
が
う
ず
き
だ
し
て
、だ
ん
だ
ん
全
身
に
痛
み
が
ま
わ

っ
て
、

体
が
硬
直
す
る
く
ら
い
の
痛
み
に
な

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、

こ
れ
は
陰
性
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
、
玄
米
の
ク
リ
ー
ム
を

の
ま
せ
、
固
い
玄
米
を
よ
く
か
ま
せ
て
、
黒
ゴ

マ
の
ゴ

マ
塩

を
ど
ん
ど
ん
摂
ら
せ
た
ん
で
す
。
飲
み
も
の
に
は
梅
生
番
を

飲
ま
せ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
十
日
間
た

っ
て
も
全
身
の
痛

み
は
ま
す
ま
す
強
く
な

っ
て
、
こ
れ
は
、
も

っ
と
え
ら
い
先

生
に
頼
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
と

い
う
の
で
、
別
の
先
生

に
電
話
で
聞
い
た
と
こ
ろ
が
、
卵
醤
を
の
め
、
と
い
う
の
で

そ
れ
を
の
ん
だ
ら
、
さ
ら
に
激
痛
が
お
そ

っ
て
、
と
き
ど
き

離
紹
す
る
く
ら
い
の
騒
ぎ
に
な

っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
じ
ゃ
し
よ
う
が
な
い
、
と

い
う
の
で
、
救
急
病
院

ヘ

連
れ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
も
う
手
遅
れ
だ

っ
て

い
う
ん
で
す
。

そ
の
時
、
た
ま
た
ま
私
は
京
都

へ
行

っ
て
て
、
実
は
こ
れ

こ
れ
だ

っ
て
い
う
か
ら
、
さ

っ
そ
く
病
院

へ
か
け
つ
け
た
ら
、
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う
ん
う
ん
う
な

っ
て
苦
し
ん
で
い
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

べ
つ
ド
や
毛
布
を
ギ

ュ
ッ
と

つ
か
ん
で
、
か
き
む
し

つ
て
い

る
わ
け
で
し
ょ
う
。
死
ん
で
い
く
時
は
、
力
が
な
く
な

っ
て

血
の
気
が
ひ
い
て
、
陰
性
に
な

っ
て
死
ぬ
ん
で
す
。
手
に
力

が
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
陽
性
な
証
拠
で
す
。
そ
れ
で
、
も

う
夜
中
で
す
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
、
そ
の
青
年
の
家

へ
行

っ
て
、
奥
さ
ん
に
、
明
日
、
こ
れ
を
飲
ま
し
て
く
れ
、

と
い
っ
て
、
第
二
大
根
湯
と
い
う
も
の
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
根
を
お
ろ
し
て
、
そ
の
汁
を
し
ぼ

っ
て
、
そ

の
倍
量
の
自
湯
を
ま
ぜ
、　
一
度
パ
ッ
と
煮
立
て
、
塩
を
ほ
ん

の
少
々
入
れ
た
だ
け
の
も
の
で
す
。
「ヽ
れ
は
、
利
尿
剤
で
す
。

お
小
水
が
濃
く
な

っ
て
、
出
に
く
く
な

っ
て
い
る
の
を
出
す

役
目
を
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
自
菜
や
大
根
、
キ

ャ
ベ
ツ
な
ん
か
を
煮
た
野

菜
ス
ー
プ
、
こ
れ
を
持
た
せ
た
ん
で
す
。
血
液
が
濃
く
な

っ

て
い
る
時
は
、
お
小
水
が
う
ん
と
濃
く
な

っ
て
い
る
ん
で
す

か
ら
、
「ヽ
れ
を
薄
め
て
出
し
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
時
は
、
熱
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
を

一
升
ず

つ
持
た
し
て
飲
ま
せ
る
よ
う
に
い
っ
た
と

こ
ろ
が
、
飲
ん
で
十
分
く
ら
い
の
間
に
、
顔
色
が
変

っ
て
、

体
が
と
た
ん
に
や
わ
ら
か
く
な

っ
て
、
そ
の
う
ち
、
笑

い
声

も
出
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
忙
し
い
か
ら
帰

っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
、
あ

と
、
リ
ン
ゴ
で
も
ミ
カ
ン
で
も
、
果
汁
を
ど
ん
ど
ん
と
る
よ

う
に
一言
っ
た
ん
で
す
。
ご
飯
な
ん
か
い
ら
な

い
、
と
い
っ
て
。

そ
の
十
日
あ
と
く
ら
い
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
青
年
か
ら
手

紙
が
き
て
、
自
分
は
す

っ
か
り
治

っ
た
ん
だ
け
ど
、
病
院
の

ほ
う
で
、
あ
ん
な
重
病
人
が
そ
ん
な
に
急
に
治
る
わ
け
が
な

ぃ
、
と
い
っ
て
退
院
さ
せ
て
く
れ
な

い
か
ら
、
今
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
朝
、
病
院
の

一
階
か
ら
四
階

ま
で
、
廊
下
を
ふ
き
掃
除
し
て
い
る
、
と
い
う
ん
で
す
。

た
だ
、
大
根
の
汁
と
野
菜

ス
ー
プ
を
飲
ま
し
た
だ
け
で
す
。

カ
ン
フ
ル
は
陰
性

と
こ
ろ
が
、
西
洋
医
学
の
ほ
う
に
は
、
こ
う
い
う
陰
陽
で

見
て
い
く
見
方
が
な
い
か
ら
、
た
ま
た
ま
心
臓
が
締
ま

っ
て

い
る
時
に
、
ひ
ろ
げ
る
も
の
を
や
っ
た
ら
助
か
る
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
治
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
確
率

５０
パ
‐
セ
ン
ト
で
す
。

だ
い
パ
前
に
自
民
党
の
本
部
に
呼
ば
れ
て
話
に
行

っ
て
き

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
が
、
当
時
の
郵
政
大
臣
の
武
知
勇
記

さ
ん
な
ん
か
に
、
あ
な
た
た
ち
は
西
洋
医
学
を
擁
護
し
て
い

る
け
れ
ど
、
そ
の
薬
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
る
ん
だ
、
と
言

っ
た

ん
で
す
。
病
気
と
い
う
の
は
、
体
が
陰
性
か
陽
性
か
に
か
た

よ

っ
た
の
が
病
気
な
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
へ
入
れ
る
薬
も
、
陰

か
陽
か
に
か
た
よ

っ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
病
症
に
対
し
て

反
対
の
も
の
だ

っ
た
ら
、
偶
然
に
も
助
か
る
け
れ
ど
、
同
じ

性
質
の
も
の
を
入
れ
ら
れ
た
ら
、そ
れ
は
毒
薬
に
な
る
ん
だ
、

と
言

っ
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ン
フ
ル
と
い
う
の
は
何
だ
か
分
か
り
ま
す

か
、
と
聞
い
た
ん
で
す
。
カ
ン
フ
ル
と

い
う
の
は
、
心
臓
に

は
カ
ン
フ
ル
と
い
つ
て
、
何
で
も
打

つ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

ひ
ろ
げ
る
性
質
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
医
学
と
い

う
の
は
、
も
と
も
と
肉
食
の
国
で
始
ま

っ
た
た
め
に
、
ド
イ

ツ
で
心
臓
病
と
い
う
と
、
血
が
濃
く
な

っ
て
、
心
臓
が
ち
ぢ

ま
る
病
気
が
多
い
ん
で
す
。
狭
心
症
と
か
、
心
筋
梗
塞
な
ど

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
人
は
自
米
を
食
べ
て
野
菜
を
食
べ

て
、
そ
れ
に
砂
糖
を
入
れ
る
か
ら
、
最
後
に
は
心
臓
が
ひ
ろ

が

っ
て
、
心
肥
大
の
状
態
で
倒
れ
て
い
く
人
が
多
い
。
だ
か

ら
、
西
洋
人
が
心
臓
が
苦
し
い
と
い
っ
た
ら
、
ひ
ろ
げ
る
薬

を
入
れ
れ
ば
、
一
時
は
そ
れ
で
助
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
、

心
臓
が
ひ
ろ
が

っ
て
弱

っ
て
い
る
日
本
人
の
末
期
の
患
者
に

与
え
た
ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も

っ
と
も
、
西
洋
の
薬
に
も
、
ジ
キ
タ
リ
ス
の
よ
う
に
、

苦
い
、
し
め
る
薬
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ
れ
も
こ
わ
い
ん
で

す
。
そ
れ
は
、
極
陽
の
も
の
は
、
必
ず
そ
の
ま
わ
り
に
極
陰

の
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
出
る
こ
と

が
ぁ
り
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

と
に
か
く
、
こ
う
い
う
飲
み
も
の
を
ど
う
や
る
か
で
、
生

か
す
か
殺
す
か
が
決
ま
る
わ
け
で
す
。
病
人
と
い
う
の
は
、

い
ち
ば
ん
最
後
は
心
臓
が
弱

っ
て
死
ん
で
い
く
ん
で
す
。
ガ

ン
や
脳
溢
血
が
死
亡
率
が
高

い
と
い
つ
て
も
、
心
臓
さ
え
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
死
に
は
し
ま
せ
ん
。
生
き
て
さ
え
い

れ
ば
、
ガ
ン
の
毒
で
も
外
か
ら
抜
き
出
し
て
治
す
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
。
ガ
ン
で
死
ぬ
と

い
っ
て
も
、
ガ
ン
で
死
ぬ
ん

で
な
く
て
、
心
臓
が
や
ら
れ
て
止
ま
る
か
ら
死
ぬ
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
今
ま
で
言

っ
た
よ
う
な
飲
み
も
の
は
、
非
常
に

大
事
な
も
の
で
す
。

″
ハ
ブ
の
毒
に
卵
讐
″
で
い
い
か

卵
醤
に
つ
い
て
面
白

い
こ
と
は
、
桜
沢
先
生
が
お
亡
く
な

り
に
な
る

一
年
ほ
ど
前
、
最
後
の
指
導
者
養
成
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
や
る
と

い
っ
て
、
タ
イ
エ
ビ
学
校
、
略
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と

い
う
の
が
開
か
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
大
勢
の
人
が
参
加

し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
、
先
生
の
講
義
が
あ
る
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
郵
便
の
速
達
で
質
問
が
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
返

事
を
出
す
と
、
合

っ
て
い
れ
ば
○
、
間
違

っ
て
い
れ
ば
×
の

印
が

つ
い
て
返

っ
て
く
る
ん
で
す
。

そ
の
こ
ろ
、
私
は
大
阪
で
玄
米
の
病
院
を
や

っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
電
話
で
変
な
質
問
が
く
る
ん
で
す
ね
、
″先
生
、
ハ
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プ
に
か
ま
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
″

っ
て
。　
一
人
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
ぁ

っ
ち
か
ら
も
、
こ
っ
ち
か
ら
も
く
る
。
だ
か
ら
、

も
し
卵
醤
と
い
う
も
の
が
手
に
入
る
ん
だ

っ
た
ら
、
そ
れ
を

飲
め
ば
助
か
る
、
と
教
え
た
ん
で
す
け
れ
ど
し
ば
ら
く
た

っ

て
、
そ
の
青
年
が
遊
び
に
来
て
、
「先
生
に
教
わ

っ
た
通
り
に

書
い
た
ら
、
桜
沢
先
生
か
ら
○
を
も
ら
い
ま
し
た
」

っ
て
喜

ん
で
い
る
ん
で
す
。
何
も
自
分
の
判
断
が
上
が

っ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
し
、
バ
カ
じ
ゃ
な

い
か
、
っ
て
言

っ
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
の
ぜ
ミ
が
お
ゎ

っ
て
ま
も
な
く
、
桜
沢
先
生
は
お
亡
く
な

り
に
な

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
あ
と
で
私
は
別
の
こ
と
を
言

い
出
し
た
ん
で
す
。

と
い
う
の
は
、　
ハ
プ
に
か
ま
れ
て
助
か
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
の
は
、　
ハ
プ
と

い
う
の
は
、
日
本
な
ら
沖
縄
あ
た
り

の
、
人
里
は
な
れ
た
山
の
中
に
し
か
い
な

い
ん
だ
か
ら
、
ま

ず
、
そ
ば
に
助
け
て
く
れ
る
人
が

い
る
か
、
で
な
か

っ
た
ら
、

近
く
に
入
家
が
あ

っ
て
、
そ
こ
ま
で
な
ん
と
か
た
ど
り
つ
い

て
、
そ
の
家
の
台
所
に
あ
る
も
の
で
、
手
当
が
で
き
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
場
所
に
あ
る
も
の
で
助
か
る
、

と
い
う
の
で
な
か

っ
た
ら
、
本
当
に
助
か
る
こ
と
に
な
ら
な

い
わ
け
で
す
。
卵
醤
と

い
っ
て
も
、
有
精
卵
な
ん
か
、
な
か

な
か
手
に
入
ら
な

い
。
純
正
の
醤
油
も
同
じ
で
す
。
キ
ッ
コ

ー

マ
ン
や
ヤ
マ
サ
の
よ
う
な
醤
油
な
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
純
正
古
式
の
天
然
醤
油

な
ん
て
、
そ
ん
な
山
の
中
に
あ
る
わ
け
が
な
い
。

と
に
か
く
、
心
臓
を
防
衛
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
。

ハ
プ
の

毒
に
か
ぎ
ら
ず
、
毒

ヘ
ピ
の
毒
と
い
う
の
は
、
溶
血
性
の
極

陰
性
の
も
の
で
す
か
ら
、
心
臓
を

つ
よ
く
す
る
も
の
と
し
て

は
、
味
の
中
で
も

い
ち
ば
ん
陽
性
な
、
苦

い
も
の
で
す
。
何

か
植
物
性
の
も
の
の
黒
焼
き
を
つ
く
れ
ば

い
い
ん
で
す
。
古

来
、
日
本
で
は
、

マ
ム
シ
の
毒
に
は
、
サ
ク
ラ
の
本
の
皮
の

煎
じ
汁
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
ム
シ
だ
け
で
な

く
て
、
魚
の
中
毒
に
も
、
こ
れ
を
や

っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

サ
ク
ラ
の
本
で
な
く
て
も
、
何
か
の
本
の
皮
を
焼

い
て
、
黒

焼
き
に
し
て
、
粉
に
し
て
、
そ
れ
に
塩
を
ま
ぜ
た
ら
い
い
。

た
だ
、
塩
よ
り
醤
油
の
ほ
う
が
、
速
く
心
臓
の
ほ
う

へ
行
き

ま
す
。
塩
だ
と
、　
一
度
、
胃
の
中
で
と
け
て
、
そ
れ
か
ら
腎

臓
の
ほ
う

へ
行

っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
純
正
醤
油
が
あ

っ

た
ら
、
生
醤
油
で
も

い
い
。
生
醤
油
に
何
か
ア
ル
カ
リ
性
の

黒
焼
き
を
ま
ぜ
て
、
の
ん
だ
ら
、

マ
ム
シ
、　
ハ
ブ
ぁ
た
り
の

毒
な
ら
助
か
り
ま
す
。

解
熱
・発
汗
・利
尿

解
熱
発
汗
に
第

一
大
根
湯

第

一
大
根
湯
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
カ
ゼ
を
ひ
い
た

時
な
ど
、
汗
を
出
さ
せ
て
、
熱
を
下
げ
る
た
め
に
飲
み
ま
す
。

こ
の
第

一
大
根
湯
を
の
ん
で
お
い
て
、
フ
ト
ン
を
厚
く
か
ぶ

っ
て
４０
分
く
ら
い
、
フ
ト
ン
蒸
し
に
す
る
ん
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
全
身
か
ら
汗
が
出
て
、
熱
が
下
が
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
年
齢
と
か
体
質
に
よ

っ
て
量
が
ち
が
う
ん
で
す

が
、
ま
ず
、
ふ
つ
う
の
大
人
の
人
が
熱
を
下
げ
る
ん
だ

っ
た

ら
、
オ
チ
ョ
コ
３
杯
の
大
根
お
ろ
し
、
オ
チ
ョ
コ
ー
杯
の
純

正
醤
油
、
大
根
お
ろ
し
の

一
割
の
し
ょ
う
が
ぉ
ろ
し
、
そ
れ

に
、
ほ
う
じ
番
茶
を
２
合
と
い
う
と
、
ち
ょ
う
ど
、
ド
ン
プ

リ
ー
杯
に
な
り
ま
す
。

第
二
大
根
湯
の
ほ
う
は
、
大
根
の
し
ば
り
汁
で
す
け
ど
、

第

一
の
ほ
う
は
、
大
根
お
ろ
し
で
す
。
こ
れ
を
間
違
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
、
ど
ん
な
に
重
病
な
腎
臓
病
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
で
も
、
こ
の
二
つ
が
あ

っ
た
ら
、
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
近
で
は
、
人
工
腎
臓
と
い
う
も
の
が
は
や

っ
て
き
て
、

な
ん
で
も
、
工
場
で
は
徹
夜
で
作

っ
て
も
間
に
合
わ
な
い
そ

う
で
す
け
ど
、
あ
れ
は
、
腎
臓
を
治
し
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
す

ね
。
高

い
お
金
を
払

っ
て
、
し
か
も
、
時
々
病
院

へ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

腎
臓
と
い
う
の
は
、
だ
い
た
い
、
糸し
廂
術
と

い
う

ろ細
め
い

細
胞
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
、
こ
れ
が
、
血
液
を
濾
過
す

る
役
目
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
し
て
、
血
液
の
中
の
不

要
な
水
分
、
毒
素
、
不
要
な
老
化
し
た
塩
分
、
こ
う
い
っ
た

も
の
を
取
り
除

い
て
、
小
水
と
し
て
出
す
、
血
液
と
し
て
、

ま
だ
使
え
る
も
の
は
、
ま
た
体

へ
も
ど
す
、
と

い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
腎
臓
病
の
原
因
と
い
う
の
は
、
こ
の
濾
過
す
る

フ
ィ
ル
タ
ー
に
何
か
が

つ
ま

っ
て
、
目
づ
ま
り
を
お
こ
し
た

と
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
自
体
が
何
か
の
原
因

で
具
合
が
わ
る
く
な

っ
た
と
か
い
う
こ
と
で
す
。
い
ち
ば
ん

多
い
の
は
、
肉
と
か
魚
と
か
卵
と
か
い
う
動
物
性
蛋
自
を
と

り
す
ぎ
て
、
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
目
づ
ま
り
を
お
こ
し
た
場

合
で
す
。
・Ｔ

，
い
う
蛋
自
質
の
も
の
は
、
分
子
が
大
き
く
て
、

こ
の
糸
球
体
の
穴
を
通
ら
な
い
か
ら
、
そ
こ
を
ふ
さ
い
で
し

ま

っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
毒
素
が
小
水
と
し
て
出
て
い
か
な

く
て
、
体
に
逆
流
し
て
き
て
、
そ
れ
が
細
胞
の
中

へ
入

っ
て

き
て
、
痛
み
が
き
た
ら
リ

ュ
ー

マ
チ
だ
と
か
、
筋

へ
入

っ
て

き
た
ら
痛
風
だ
と
か
、
あ
る
い
は
、
湿
疹
だ
と
か
ジ
ン
マ
シ

ン
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る
に
、
も
し
体

が
健
全
だ

っ
た
ら
、
毒
素
は
全
部
、
大
便
と
小
便
で
出
る
よ

う
に
な

っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
出
回
の
と
こ
ろ
が

つ

ま

っ
て
い
る
か
ら
、
体

へ
逆
も
ど
り
し
て
、
皮
膚
の
弱
い
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
な
ら
、
皮
膚
に
ブ
ツ
プ
ツ
、
吹
き
出
物
と

し
て
出
て
き
た
り
す
る
ん
で
す
。
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だ
か
ら
、
腎
臓
病
の
人
は
、
か
り
に
お
小
水
が
出
て
い
て

も
、
毒
が
出
な
い
状
態
で
お
小
水
が
出
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
、
こ
の
腎
臓
の
と
こ
ろ

へ
た
ま

っ
た
毒
を
と
か
し
て
や

れ
ば
い
い
ん
で
す
が
、
そ
の
場
合
に
、
こ
の
大
根
湯
が
非
常

に
効
く
ん
で
す
。

女
の
子
の
膀
洸
炎

小
水
が
濃
く
て
出
な
い
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
て
、
腎
孟

炎
を
お
こ
し
て
熱
を
出
す
、
と
い
う
の
は
、
お
子
さ
ん
に
非

常
に
多

い
。
特
に
女
の
子
に
多
い
。
こ
れ
は
、
泌
尿
器
の
構

造
上
、
大
便
を
ふ
く
時
に
、
間
違

っ
て
泌
尿
器
の
ほ
う

ヘ
バ

イ
キ
ン
を
つ
け
て
し
ま

っ
て
、
そ
れ
が
膀
脱

へ
入

っ
て
暴
れ

れ
ば
膀
脱
炎
、
腎
孟
の
と
こ
ろ
な
ら
腎
孟
炎
で
、
熱
が
出
て
、

場
合
に
よ

っ
て
は
、
血
尿
も
出
て
く
る
。

こ
う
い
う
場
合
に
は
、
ま
ず
、
第

一
大
根
湯
を
少
し
飲
ま

せ
ま
す
。
小
さ
い
子
な
ら
、　
一
合
飲
ま
せ
て
お
い
て
、

３０
分

く
ら
い
お
い
て
、
第
二
大
根
湯
の
ほ
う
を
、
飲
み
た

い
だ
け

飲
ま
せ
て
や
れ
ば
い
い
で
す
。
ど
ん
な
ひ
ど
い
熱
の
出
て
い

る
場
合
で
も
、
ま
ず
、　
一
日
か
二
日
で
下
が
り
ま
す
。
こ
れ

は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
で
な
け
れ
ば
治

せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
二
、
四
年
前
に
、
東
京
女
子
医
大
に
入
院
し
て

い
た
女
性
の
母
親
が
頼
み
に
来
た
ん
で
す
が
、
人
工
腎
臓
を

や

っ
て
い
て
、
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
、
と
い
っ
て
悲
鳴
を

ぁ
げ
て
い
る
ん
で
す
。
お
小
水
が
出
な
く
て
、
顔
が
真

っ
黒

な
ん
で
す
。
腎
臓
が
わ
る
い
ん
だ
か
ら
、
腎
臓
を
治
せ
ば
い

い
の
に
、
今
の
医
学
は
、
腕
の

一
方
か
ら
血
を
抜

い
て
、
器

械
で
濾
過
し
て
、
ま
た
別
の
所

へ
入
れ
て
、
も
ど
し
て
い
る

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
見
て
み
る
と
、
入
れ
た
と
こ
ろ
と
、

も
ど
し
た
と
こ
ろ
の
間
だ
け
が
普
通
の
色
で
、
あ
と
の
体
は

真

っ
黒
な
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
そ
の
奥
さ
ん
に
、
入
院
し
た
時
か
ら
、
こ
ん
な

に
黒
か

っ
た
の
か
、
っ
て
聞

い
た
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
か

っ
た
、

と
い
う
ん
で
す
。
二
月
、
入
院
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
ん
な

に
黒
く
な

っ
て
、
人
工
腎
臓
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ

た
、
と

い
う
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
さ

っ
そ
く
、
そ
の
器
械
を
は
ず
さ
せ
て
、
電
話

で
、
こ
れ
を
飲
む
よ
う
に
指
示
し
た
だ
け
で
す
。
こ
の
第

一

大
根
湯
と
、
あ
と
玄
米
ス
‥
プ
で
す
。
た
だ
、
こ
の
利
尿
剤

に
使
う
玄
米

ス
ー
プ
は
、
本
に
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
つ

う
の
玄
米
ス
ー
プ
と
い
う
の
は
、
夏
の
飲
み
も
の
に
非
常
に

い
い
ん
で
す
ね
。
玄
米
を
キ
ツ
ネ
色
に
な
る
ま
で
炒

っ
て
、

そ
れ
に
六
、
七
倍
の
水
を
加
え
て
、
お
か
り
の
よ
う
に
四
、

五
時
間
、
と
ろ
火
で
煮
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
三
角
に
袋
ぬ
い

に
し
た
本
綿
の
袋
の
中
に
入
れ
て
、
し
ご
く
ん
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
冷
や
し
て
か
ら
で
な

い
と
、
熱
く
て
た
ま
ら
な

い
。

そ
の
、
し
ご
き
出
し
た
オ
ネ
バ
、
こ
れ
が
玄
米
ク
リ
ー
ム
で

す
が
、
こ
れ
を
小
さ
じ
１
を
１
合
の
お
湯
で
と
い
て
煮
た
も

の
、
と

い
う
と
、
ま
る
で
透
明
な
お
湯
み
た
い
な
も
の
で
す
。

こ
れ
が
、
利
尿
剤
と
し
て
の
玄
米
ス
ー
プ
で
す
。

こ
れ
を
、
そ
の
奥
さ
ん
に
飲
ま
せ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
お
小

水
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
二
〇
〇
Ｃ
Ｃ
く
ら
い
、
す
ぐ
出
た

ん
で
す
。
そ
れ
を
、
今
の
医
学
は
、
あ
き
ら
め
て
、
器
械
で

代
用
さ
せ
て
い
る
ん
で
す
。
臓
器
と
い
う
の
は
、
使
わ
な
か

っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
萎
縮
し
て
、
だ
め
に
な

っ
て
い
っ
ち
や

う
ん
で
す
。

こ
れ
は
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
、
ひ
ど

い
で
す
よ
、
顔
は
ギ
リ
ギ
リ
に
や
せ
て
、
キ
ツ
ネ
み
た
い
に

な

っ
て
、
お
腹
か
ら
足
は
プ
ク
ッ
と
ゾ
ウ
み
た
い
に
ふ
く
れ

て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
お
小
水
が
出
な
い
か
ら
、
た
ま

つ

ち
ゃ
っ
た
だ
け
の
話
な
ん
で
す
。

人
工
の
イ
ン
シ

ュ
リ
ン

な
ぜ
、
驚
臓
が
こ
わ
れ
た
の
な
ら
、
そ
の
こ
わ
れ
た
腎
臓

を
元
の
ま
ま
の
状
態

へ
も

っ
て
い
こ
う
と
し
な

い
の
か
？

〓
緯
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
健
康
な
人
は
、

膵
臓
か
ら
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
い
て
、

こ
れ
が
血
液
の
中
の
糖
分
を
い
つ
も

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
膵
臓
が
具
合
が
わ
る
く
な

っ

て
き
て
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
出
な
く
な

っ
て
く
る
と
、
血
液

の
中
に
糖
が
あ
ふ
れ
て
く
る
ん
で
す
。
当
然
、
こ
の
糖
は
お

小
水
の
中

へ
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
尿
を
検
査

す
る
と
、
糖
が
出
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
糖
尿
病
だ
と
、
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
膵
臓
を
治
し
て
、

本
物
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
出
す
よ
う
に
し
て
や
れ
ば
い
い
の

に
、
西
洋
医
学
の
ほ
う
は
、
人
工
的
な
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
薬

を
作

っ
て
、
こ
れ
を
注
射
す
る
ん
で
す
。
何
か
似
た
よ
う
な

ホ
ル
モ
ン
が
く
る
か
ら
、　
一
時
は
調
子
が
い
い
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
膵
臓
の
ほ
う
は
ど
う
な
る
か
と

い
う
と
、
そ
れ
で

な
く
て
も
疲
れ
て
、
イ
ン
シ
ェ
リ
ン
を
出
さ
な
く
な

っ
て
い

る
の
に
、
代
用
品
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
入

っ
て
く
る
た
め
に
、

使
わ
れ
な
く
な

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
固
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

は
じ
め
、
代
用
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
効

い
た
と
し
て
も
、

二
回
日
、
三
回
日
、
だ
ん
だ
ん
量
を
多
く
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
。
死
ぬ
ま
で
医
者
に
か
か

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

腎
臓
病
に
も
陰
と
陽

話
を
腎
臓
病
の
ほ
う

へ
も
ど
す
と
、
も
の
に
は
、
何
で
も

陰
と
陽
と
あ
り
ま
す
。
腎
臓
病
で
お
小
水
が
出
な
い
、
と
い

っ
て
も
、
肉
と
か
魚
と
か
卵
を
食

べ
て
、
比
較
的
、
元
気
が

-29-



よ
く
て
、
腎
臓
が
、
そ
の
蛋
自
で
日
づ
ま
り
を
お
こ
し
て
い

て
、
小
水
が
よ
く
出
な

い
、
余

っ
た
蛋
自
が
尿
の
中

へ
も
出

て
き
て
い
る
、
と

い
う
場
合
、
こ
れ
は
陽
性
の
場
合
で
す
か

ら
、
第
二
大
根
湯
の
ほ
う
の
利
尿
剤
で
お
小
水
が
出
ま
す
。

だ
か
ら
、
西
洋
の
ほ
う
の
腎
臓
の
手
当
は
、
牛
乳
を
飲
め
、

果
物
を
食
べ
ろ
、
で
、
と
に
か
く
血
を
薄
く
し
て
、
と
か
し

て
、
何
と
か
出
さ
せ
よ
う
、
と
す
る
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
み
た
い
な
の
は
、
腎
臓
の
糸
球
体

自
体
が
ゆ
る
ん
で
し
ま

っ
て
、
も
と
も
と
体
の
中
に
必
要
な

蛋
自
ま
で
尿
の
中
に
出
て
き
て
し
ま
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
、

陰
性
な
ほ
う
の
腎
臓
病
で
す
か
ら
、
先
ほ
ど
の
、
玄
米
ス
ー

プ
の
利
尿
剤
を
与
え
ま
す
。

干
し
柿
の
ヘ
タ
の
利
尿
剤

も
う

一
つ
、
こ
の
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
場
合
に
効
く
利
尿
剤
は
、

千
し
柿
の
ヘ
タ
を
煎
じ
た
も
の
で
す
。

前
に
い
っ
た
、
野
菜
ス
ー
プ
、
自
菜
や
大
根
の
ス
ー
プ
も
、

陽
性
の
場
合
に
効
く
利
尿
剤
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け

分
か

っ
て
い
れ
ば
、
腎
臓
病
の
手
当
で
、
そ
う
間
違
う
こ
と

も
な

い
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
私
が
十
何
年
か
前
、
大
阪
で
病
院
を
や

っ
て
い

た
時
、
国
際
劇
場
の
踊
り
子
が
、
膀
脱
炎
で
苦
し
ん
で
い
る
、

と
い
っ
て
来
た
ん
で
す
。
方

々
の
医
者

へ
行

っ
て
も
治
ら
な

く
て
、
大
阪
で
伯
父
さ
ん
が
漢
方
を
や

っ
て
い
る
ん
で
、
そ

れ
を
頼

っ
て
来
た
ん
だ
け
れ
ど
、
漢
方
で
も
治
ら
な

い
。

そ
れ
で
、
私
、
考
え
て
、
踊
り
子
と
い
う
の
は
、

つ
ま
先

で
立

つ
く
ら
い
だ
か
ら
、
陽
性
だ
な
、
と
思

っ
て
、
お
風
呂

を

一
日
、
何
回
で
も

い
い
か
ら
入
れ
、
と
い
っ
た
ん
で
す
。

お
風
呂
と

い
う
の
は
、
体
の
塩
気
が
そ
う
と
う
抜
け
ま
す
か

ら
ね
。
あ
の
石
塚
左
玄
が

『化
学
的
食
養
長
寿
論
』
で
、
入

浴
前
と
入
浴
後
の
浴
槽
の
水
の
成
分
を
分
析
し
て
、
ど
の
く

ら
い
塩
分
が
抜
け
る
か
、
発
表
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
と
、
こ
の
大
根
湯
と
野
菜

ス
ー
プ
を
好
き
な
だ
け
飲
ま

し
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
二
日
目
に
は
、
も
う

ニ
コ
ニ

コ
し
て
、
痛
み
が
と
れ
て
、
夢
み
た
い
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。

多
分
、
こ
れ
は
、
間
違

っ
た
療
法
を
や

っ
て
い
た
ん
で
し
ょ

う
。
体
が
弱

っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
魚
で
も
食
べ
さ
せ

て
い
た
の
か
。
そ
う
し
た
ら
、
陽
性
で
腎
や
膀
脱
が
締
ま

っ

て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
塩
気
の
も
の
が
入

っ
て
く
れ
ば
、
な
お

締
ま

っ
て
し
ま
う
か
ら
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
治
ら
な

い
。

盲
腸
炎
は
ゴ
ボ
ウ
の
卸
し
汁

そ
れ
か
ら
、
ふ
つ
う
盲
腸
炎
と
い
っ
て
い
る
虫
垂
炎
。
こ

れ
な
ん
か
は
、
ゴ
ボ
ウ
の
生
の
卸
し
汁
を

コ
ッ
プ
に
５
分
の

１
く
ら
い
飲
め
ば
助
か
り
ま
す
。
も
う
化
膿
し
て
き
て
、
医

者
が
切
ら
な
き
ゃ
ダ
メ
だ
、
と
ぃ
ぅ
の
で
も
大
文
夫
で
す
。

ゴ
ボ
ウ
が
な
か

っ
た
ら
、
何
の
野
菜
で
も
い
い
か
ら
、
野
菜

の
青
汁
を

コ
ッ
プ
に
３
分
の
１
く
ら
い
飲
ま
せ
て
お
い
て
、

あ
と
、
上
か
ら
、
し
ょ
う
が
湿
布
を
し
て
、
芋
パ
ス
タ
ー
と

い
う
も
の
を
す
れ
ば
い
い
で
す
。

そ
う
し
て
、
化
膿
す
る
、
と
い
う
時
は
、
痛
み
が
は
げ
し

く
て
熱
が
ひ
ど
い
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
時
は
、
ト
ウ
フ
の

パ
ス
タ
ー
を
し
て
、
熱
が
下
が

っ
て
き
た
ら
、
里
芋
の
パ
ス

タ
ー
に
切
り
替
え
ま
す
。
ど
ん
な
に
ひ
ど
い
の
で
も
、
ひ
と

晩
で
治
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
手
術
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。
も
し
盲
腸
を
切

っ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、
人
間
の
体
の
中
に
、
ム

ダ
な
も
の
は

一
つ
も
な

い
ん
で
す
。
今
の
生
理
学
で
分
か
ら

な

い
だ
け
な
ん
で
す
。
昔
は
、
副
腎
と
い
う
の
は
、
何
の
役

を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
。
退
化
し
た
器
官
じ
ゃ

な
い
か
、
と

い
わ
れ
て
い
た
の
が
、
カ
ナ
グ
の
セ
リ
エ
と

い

う
医
者
が
、
ス
ト
レ
ス
学
説
を
出
し
て
、
私
た
ち
の
体
を
支

配
し
て
い
る
自
律
神
経
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
が
、
こ
こ
か
ら
出
て
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
が

分
か

っ
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
に
、
こ
の
盲
腸
も
、
大
変
な
役
目
を
し
て

い
る
器
官
だ
、
と
い
う
こ
と
が
、
近

い
う
ち
に
発
表
さ
れ
る

か
も
し
れ
な

い
。
毎
年
、
敬
老
の
日
に
な
る
と
、
全
国
の
高

齢
者
が
発
表
に
な
る
け
れ
ど
も
、

，■
，
い
う
人
た
ち
の
中
に
、

盲
腸
を
切

っ
た
人
は
い
な
い
ん
で
す
。
逆
に
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
、
相
撲
取
り
、
野
球
や
ボ
ク
シ
ン
グ
の
選
手
、
こ
う
い
う

人
た
ち
は
非
常
に
短
命
で
す
。
こ
う
い
う
人
た
ち
は
、
ほ
と

ん
ど
盲
腸
炎
を
や
っ
て
、
切

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
た
ち
は
、
肉
食
で
す
。
肉
食
を
し
た
ら
、
そ

の
蛋
自
質
が
腐
敗
し
て
、
虫
垂
で
バ
イ
キ
ン
が
繁
殖
し
て
化

膿
す
る
の
が
、
い
わ
ゅ
る
盲
腸
炎
で
す
。
穀
類
と
野
菜
だ
け

食
べ
て
い
る
民
族
に
は
、
盲
腸
炎
は
な

い
ん
で
す
。

便
秘
に
ハ
ブ
茶

便
が
で
な

い
、
と
い
う
時
に
、
下
剤
と
し
て

ハ
ブ
茶
が
あ

り
ま
す
。
ふ
だ
ん
、
そ
う
と
う
動
物
性
の
も
の
を
食
べ
て
、

元
気
な
人
が
便
秘
に
な

っ
た
ら
、　
ハ
プ
茶
も
生
で
煎
じ
て
飲

ん
で
い
い
で
す
。
し
か
し
、
ふ
だ
ん
、
そ
ん
な
に
邪
食
し
て

い
な

い
、
と
い
う
人
の
便
秘
だ

っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
炒
っ
て
、

そ
れ
か
ら
煎
じ
て
飲
み
ま
す
。
こ
れ
も
、
本
当
は
下
剤
な
ん

か
使
わ
な

い
で
便
を
出
し
た
ほ
う
が
、
そ
の
人
の
た
め
に
は

い
い
ん
で
す
が
、
健
康
学
園
の
よ
う
に
大
勢
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
反
応
が
お
き
て
く
る
か
ら
、
こ
う
い

う
も
の
を
飲
ん
で
、
便
を
出
す
よ
う
に
し
て
も
ら

っ
て
い
ま

キ

，

。
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そ
の
ほ
か
に
も
、
　
い
ろ
い
ろ
な
下
剤
が
あ

っ
て
、
た
と
え

ば
、
漢
方
に
も
、
セ
ン
ナ
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
体
質
や
証
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
て
使
う
の
で

な
か

っ
た
ら
、
む
ず
か
し
い
か
ら
、　
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。セ

キ
と
タ
ン
に
蓮
根
湯

セ
き
や
タ
ン
が
出
る
、
と
い
う
時
は
、
こ
の
蓮
根
湯
と
い

う
も
の
を
飲
ま
せ
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
た
め
に
、
ゼ
ン
ソ
ク

が
非
常
に
治
し
や
す
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
蓮
根
を
す
り
お

ろ
し
た
も
の
、
サ
カ
ズ
キ

一
杯
に
、
し
ょ
う
が
お
ろ
し
小
さ

じ

一
杯
、
塩
少
々
に
、
お
湯
を
茶
わ
ん
に
半
分
く
ら
い
入
れ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
も
、
セ
キ
が
出
て
、
熱
が
高

い
、

３８
度

以
上
あ
る
、
と
い
う
時
は
、
生
の
ま
ま
で
飲
ま
せ
ま
す
が
、

そ
れ
ほ
ど
熱
が
な

い
時
は
、　
一
度
パ
ッ
と
煮
沸
し
て
飲
ま
せ

る
ん
で
す
。
何
も
、
長
く
煮
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蓮
根
が
、
端
境
期
で
手
に
入
ら
な

い
、
と
い
う
時
に
は
、

香
蓮
と

い
う
、
粉
に
な

っ
た
も
の
を
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
で

売

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
よ
く
煮
て
、
や
り
ま
す
。
私
は
、

ゼ
ン
ソ
ク
の
重
症
な
人
に
は
、

，」
の
ほ
う
を
使

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
、
大
阪
で
、
ゼ
ン
ツ
ク
で
骨
と
皮
に
や
せ
ち
ゃ

っ
た
人
が
来
た
ん
で
す
が
、
そ
の
人
に
は
、
こ
の
香
蓮
を
七

割
に
、
コ
ン
ブ
の
黒
焼
き
の
粉
を
三
割
ま
ぜ
て
、
親
指
の
先

く
ら
い
の
量
を

一
日
二
回
、
毎
日
の
み
な
さ
い
、
と
い
っ
た

ん
で
す
が
、
ひ
と
月
あ
と
に
は
、
も
の
す
ご
く
元
気
に
な
り

ま
し
た
。

髪
の
毛
の
黒
焼
き
は
、
女
性
の
止
血
剤

女
性
の
生
理
不
順
の
出
血
、
ガ
ン
性
の
出
血
、
と
い
う
の

は
、
今
の
医
学
で
は
止
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
が
、
異
性
の
髪

の
毛
を
よ
く
洗

っ
て
、
素
焼
き
の
ツ
ボ
の
中
に
入
れ
て
、
フ

タ
を
し
て
、
蒸
し
焼
き
に
す
る
と
、
髪
の
毛
の
中
の
陰
性
な

成
分
が
、
み
ん
な
素
焼
き
に
吸
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
の

焼

い
た
も
の
を
粉
に
し
て
、　
一
回
、
小
指
の
先
く
ら
い
、　
一

日
、
二
回
か
三
回
の
め
ば
、
そ
う
と
う
ひ
ど
い
出
血
で
も
止

ま
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
、
止
め
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
黒
焼
き
を
つ
く
る
最
高
の
方
法
で
す
け
ど
、
今
、

な
か
な
か
素
焼
き
の
ツ
ボ
な
ん
て
売

っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
な
か

っ
た
ら
、
植
木
鉢
の
内
側
の
ぬ
っ
て
な
い
の
を
探

し
て
き
て
、
穴
を
ふ
さ
い
で
、
上
を

フ
タ
し
て
、
こ
れ
で
焼

い
て
も
、
で
き
ま
す
。
で
も
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

い
た
髪
の

毛
で
も
、
血
は
止
ま
り
ま
す
。

第
二
大
根
湯

小
水
が
濃
く
て
、
出
に
く
い
、
と
い
う
時
は
、
こ
れ
を
飲

め
ば
、
小
水
が
楽
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
老
人
の
よ
う
な
、
前
立
腺
肥
大
で
あ
る
と
か
、

慢
性
腎
臓
炎
、
膀
脱
炎
の
人
、
こ
う
い
う
人
は
、
お
茶
代
わ

り
に
、　
一
日
二
回
く
ら
い
、
飲
ん
だ
ら
い
い
で
す
。

シ
イ
タ
ケ
汁

シ
イ
タ
ケ
と
い
う
の
は
、
陰
性
な
も
の
で
す
か
ら
、
頭
に

き
た
熱
を
取
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
利
尿
の
役
も
し

ま
す
し
、
血
圧
の
高

い
人
は
、
こ
れ
を
飲
め
ば
、
短
期
間
に

血
圧
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
陰
性
な
、
体

の
弱
い
人
は
、
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
カ
ッ
プ

一
杯
の
シ

イ
タ
ケ
汁
を
作
る
ん
だ

っ
た
ら
、
千
し
シ
イ
タ
ケ

一
個
く
ら

い
で
い
い
で
す
。
そ
れ
に
、
少
量
の
醤
油
味
を
つ
け
ま
す
。

ゴ

マ
塩

こ
れ
は
、
玄
米
食
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
玄
米
と

い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
完
全
な
も
の
で
す
け
ど
、
な
お
、

こ
の
ゴ

マ
塩
を
い
っ
し
ょ
に
摂
れ
ば
、
塩
気
と
カ
ル
シ
ウ
ム

と
蛋
自
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ゴ

マ
と

い

う
の
は
小
粒
な
も
の
で
す
か
ら
、
非
常
に
も
の
を
収
縮
さ
せ

る
力
が

つ
よ
い
で
す
か
ら
、
陰
性
に
臓
器
が
ひ
ろ
が

っ
て
い

る
よ
う
な
病
人
に
は
、
必
ず
と
ら
せ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ゴ

マ
塩
は
日
常
の
食
料
と
し
て
摂
る
だ
け
で

な
く
て
、
た
と
え
ば
、
交
通
事
故
で
大
出
血
し
て
い
る
、
と

い
っ
た
緊
急
の
時
に
は
、
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
つ
つ
ん
で
、
頓
服

さ
せ
ま
す
。
交
通
事
故
だ
け
で
な
く
て
、
流
産
な
ん
か
で
、

大
出
血
が
始
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
時
に
も
飲
ま
せ
ま
す
。

親
指
の
先
く
ら
い
の
を
三
袋
く
ら
い
飲
ま
せ
れ
ば
止
ま
り
ま

す
。
歯
の
出
血
で
も
、
こ
れ
を
飲
ま
せ
ま
す
。

た
だ
、
ゴ

マ
塩
は
粒
が
プ
ツ
プ
ツ
し
て
い
る
か
ら
、
胃
カ

イ
ヨ
ウ
な
ん
か
に
は
や
れ
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
、

レ
ン
コ

ン
の
し
ぼ
り
汁
の
中

へ
生
塩
を
入
れ
て
、
そ
れ
を
飲
ま
せ
れ

ば
、
止
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
出
血
も
し
て
い
な

い
の
に
、
ゴ

マ
塩
の
頓
服
を

毎
日
つ
づ
け
る
と
、
体
が
非
常
に
陽
性
に
締
ま

っ
て
き
て
、

最
後
に
は
、
血
管
の
細
い
と
こ
ろ
を
締
め
て
き
て
、
血
液
の

循
環
を
わ
る
く
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

果
汁

た
と
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が

ハ
シ
カ
に
な

っ
た
、
と
い
う
よ

う
な
時
、
第

一
大
根
湯
の
う
す
い
の
を
飲
ま
せ
れ
ば
治
り
ま

す
け
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
は
大
根
湯
を
の
ま
な
い
の
で
、

レ
ン
コ

ン
湯
の
中

へ
果
汁
を
入
れ
て
、
甘
味
を
つ
け
て
、
や
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
子
供
が
食
べ
す
ぎ
て
熱
を
出
し
た
、
と
い
う

時
は
、
酸
味
の
あ
る
リ
ン
ゴ
を
と
ら
せ
ま
す
。
は
じ
め
は
、
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半
分
を
、
大
き
い
子
だ

っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
か
じ
ら
せ
、
小

さ
い
赤
ち
ゃ
ん
だ

っ
た
ら
、
す
り
お
ろ
し
て
与
え
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
あ
と
の
半
分
を
布
で
し
ば

っ
て
、
そ
の
ジ

ュ
ー
ス

に
レ
モ
ン
汁
を

一
滴
か
二
滴
入
れ
て
飲
ま
せ
ま
す
。

こ
れ
を
飲
ま
せ
れ
ば
、
だ
い
た
い
、
カ
ゼ
の
熱
、
食
べ
す

ぎ
に
よ
る
急
性
の
胃
カ
タ
ル
、
急
性
の
大
腸
炎
な
ど
に
よ
る

熱
は
下
が
り
ま
す
。
当
然
、
浣
腸
を
し
て
、
出
そ
う
な
便
は

出
し
て
や
り
ま
す
。

リ
ン
ゴ
の
ほ
か
に
、
ミ
カ
ン
の
ジ

ュ
ー
ス
も
使

い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
食
事
に
魚
が
入

っ
て
い
た
人
に
は
、
よ
く
効
き
ま

す
。
玄
米
の
食
べ
す
ぎ
で
熱
を
出
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
場

合
は
、
こ
の
酸

っ
ぱ
い
リ
ン
ゴ
の
ほ
う
が
効
き
ま
す
。

分
か
ら
な
か

っ
た
ら
、
両
方
ま
ぜ
て
や
れ
ば
い
い
で
す
。

だ
が
、
注
意
す
る
こ
と
は
、
こ
う
い
う
熱
が
出
て
い
る
、

と
い
う
時
は
、
お
な
か
の
中
に
古
い
便
が
た
ま

っ
て
い
て
、

発
熱
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
は
、
熱
が

下
が
り
ま
せ
ん
。
水
分
の
ジ

ュ
ー
ス
だ
け
だ
と
、
腎
臓

へ
た

ま

っ
た
、
濃
い
小
便
が
出
ま
す
け
ど
、
腸
の
方

へ
は
効
か
な

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
必
ず
、
先
に
、
実
も
含
ん
だ
も
の
を

食
べ
さ
せ
る
ん
で
す
。

レ
モ
ン
汁

こ
れ
は
、
そ
う
と
う
陰
性
な
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ふ
だ

ん
、
体
の
文
夫
な
人
が
熱
を
出
し
た
、
と

い
う
時
に
は
、
こ

の
レ
モ
ン
を
う
す
め
て
飲
ま
し
て
も

い
い
で
す
。
い
つ
も
、

肉
や
卵
を
う
ん
と
食
べ
て
い
て
、
見
た
だ
け
で
も
陽
性
そ
う

だ
、
と

い
う
人
が
発
熱
し
た
場
合
で
す
。

こ
う
い
う
も
の
は
、
昔
の
食
養
の
治
し
方
の
中
に
は
、
な

か

っ
た
も
の
で
す
け
ど
、
戦
後
、
日
本
人
の
食
べ
物
が
大
き

く
変
化
し
て
、
そ
う
と
う
動
物
性
食
品
が
入

っ
て
い
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
う
人
が
急
性
な
症
状
が
お
き
た
時
と
い
う
の
は
、

こ
う
い
う
、
食
養
で
は
、
ふ
だ
ん
、
い
け
な

い
と
さ
れ
て
い

る
も
の
を
、
思
い
切
っ
て
飲
ま
せ
な

い
と
い
け
な

い
ん
で
す
。

冷
え
症
の
人
は
Ｔ
Ｍ
Ｕ

Ｔ
Ｍ
Ｕ
と
い
う
、
桜
沢
先
生
が
漢
方
の
材
料
を
調
合
し
た

お
茶
が
あ
り
ま
す
。
無
双
湯
な
ん
て
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
冷
え
症
の
人
、
砂
糖
を
と
り
す
ぎ
て
、
体
を
や
ら
れ

た
人
に
い
い
で
す
。
陽
性
な
お
茶
で
す
。

小
豆
コ
‥
ヒ
ー

同
じ
く
、
冷
え
症
ぎ
み
の
人
に
い
い
も
の
に
、
小
豆
の
炒

っ
た
粉
や
穀
物
で
作

っ
た
小
豆

コ
ー
ヒ
ー
、
ヤ
ン
ノ
ー
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト

・
コ
ー
ヒ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
く
煮
て
、
少
々
塩
味
を

つ
け
ま
す
。

葛
湯

葛
湯
と
い
う
の
は
整
腸
剤
で
す
。
腸
の
具
合
の
わ
る
い
時
、

こ
れ
を
飲
み
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
体
の
熱
も
と
り
ま

す
。
熱
と
い
っ
て
も
、
腸
が
原
因
の
熱
で
す
。

子
供
に
は
、
こ
れ
が
多

い
ん
で
す
。
子
供
が
ち
ょ
っ
と
微

熱
だ
と

い
う
時
は
、
た
い
て
い
お
腹
の
具
合
が
わ
る
い
ん
で

す
か
ら
、
高
湯
を
の
ま
せ
ま
す
。
カ
ゼ
で
も
、
軽

い
カ
ゼ
だ

っ
た
ら
、
こ
の
高
湯
で
治
り
ま
す
。
腸
で
酸
化
し
た
も
の
が

や
け
て
熱
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
こ
れ
で
、
じ
わ
じ

わ
と
、
お
と
な
し
く
治
し
ま
す
。
お
年
寄
り
の
微
熱
の
時
で

も
、
こ
の
高
湯
で
い
い
で
す
。
し
か
し
、
二
十
八
度
以
上
の

高
熱
は
、
こ
の
高
湯
で
は
、
と
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
高
は
下
痢
に
も
い
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
本

当
に
ひ
ど
い
下
痢
だ

っ
た
ら
、
ゴ

マ
塩
を
よ
く
す

っ
て
、
ち

ょ
っ
と
混
ぜ
ま
す
。
そ
れ
に
、
梅
干
の
黒
焼
き
を
パ
ラ
パ
ラ

と
入
れ
た
ら
、
な
お
速
効
性
が
あ
り
ま
す
。
下
痢
と

い
う
の

は
、
腸
で
バ
イ
キ
ン
が
あ
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
こ
う

い
う
陽
性
な
も
の
が
入

っ
て
い
け
ば
、
死
ん
で
し
ま
う
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
梅
干
の
黒
焼
き
で
は
、

き
つ
す
ぎ
る
か
ら
、

コ
ン
プ
の
黒
焼
き
を
、
ほ
ん
の
少
し
入

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

チ
チ
粉

こ
れ
は
、

コ
ツ
コ
ー
と
言

っ
て
い
ま
す
。
モ
チ
米
６０
パ
‐

セ
ン
ト
、
う
る
ち
米
３５
パ
ー
セ
ン
ト
、
自
ゴ

マ
５
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
で
粉
に
し
て
あ

っ
て
、
母
乳
の
代
用
な
ん
で
す
が
、

実
際
問
題
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
育
ち
ま

せ
ん
。
粉
に
す
る
前
に
炒

っ
て
あ
る
か
ら
、
陽
性
す
ぎ
る
ん

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
、
陰
性
に
大
き
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
か
ら
。

母
乳
の
出
な
い
場
合
は
、
玄
米
に
モ
チ
米
を
ま
ぜ
て
、
十

倍
の
水
を
入
れ
て
、
お
か
り
を
作
り
ま
す
。
そ
の
上
ず
み
の

重
湯
を
や
り
ま
す
。

た
だ
、
コ

ツ
コ
ー
も
、
母
乳
が
あ
る
程
度
出
て
い
て
、
そ

の
補

い
に
や
る
の
な
ら
、
か
ま

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ほ
ん

と
に
粒
子
が

ア
ル
フ
ァ
ー
化
す
る
よ
う
に
、
よ
く
煮
て
、
濃

度
を
濃
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

コ

ツ
コ
ー
は
、
健
康
飲
料
と
し
て
、
子
供
や
大
人
が
飲
む

に
は
、
い
い
も
の
で
す
。
冬
、
飲
む
の
に
い
い
も
の
で
す
。

モ
チ
米
が
入

っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
モ
チ
と
い
う
の
は
、
冬

食
べ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

（
一
九
七
八
年
八
月
六
日
、
伊
豆
松
崎
の
正
食
医
学
基
礎
講

座
の
講
義
を
元
に
し
て
。
文
責
／
橋
本
政
憲
）

-32-



一

お申込み 。お問合わせは

〔0譴0〕 大阪市東区大手通2-5-1
■(06)941-7506～ 8振替大阪56313

どなたでも参加歓迎

一

●定例健康講座  参加費 1,000円

10月 1日 (日 )午前10時～午後 4時
午前「相性 とは何か」―男女・ 食 ― (岡 田周三 )

午後「祈 りと断食 と」 (甲斐一 生)

「乳幼児の発熱や下痢 にどう対処す るかJ

(山 口卓三 )

●正食中級講座 (第 2回 )会費 1,000円

10月 7日 (土 )午後 1時～午後 4時

「手す じに表われる病気の諸相」  (岡 田周三 )

「健康の七大条件」        (山 口卓三 )

●正食入門基礎講座 (第 2回 )会費 2,000円

10月 8日 (日 )午前10時～午後 4時
′
F前「 自然食と正 食の ちがい」   (岡 田周三 )

′F後「食養道」          (飛 坂篤毅 )

「陰陽無双原理の実用性」   (山 11卓三 )

●足心道講習会 (第 1回 )会費 7,000円

10月 14日 (_L)午イ麦1日寺̂ -4日寺

15日 (日 )午前10時～午後 4時 (昼 食付 )

講演・指導 石田幸風 先生

※定員先着30名 です。 3回以上 受講 された方は 3

級指導 員の資格 力洵蓼得で きます。

●小川法慶特別料理講座

10月 21日 (土 )午前10時～午後 4時
10月 22日 (日 )午前10時～午後 4時
会場 一大阪府立婦人会館

(大阪市東区上町 2番地 、東側 )

講師 =講義・小川法慶先生

実習・小川冨美代先生

会費=両 日で10,000円 (材料費共 )

定員50名 (先着順 じめきり)

●正食料理教室 毎週火 。本曜  午後 1時～午後 4時
基礎料FtF αゝ 木者ミr lll当   ノ(H涅  会費 2,000卜月

季節料J里  山11久 r担当  本曜  会費 2,000円

●健康指導

入・水・ 木・金 午前10～ 4時
土曜  午前10～ 12E寺

オ旨導料  ネ刀En3 5,000円   2回以後 3,000円
※予約の上 お越 しくだ さい。

●合気道稽古 (無双会 )

毎週 火・金・午後 7時～ 9時
いつで もだれで も人間で きます。有段者指導

入会費 3,000円  月謝 3,000111

●PU木曜研 究会  4F後 6日寺30分～ 8H寺30分

会費 500円 (軽 食付 )

9月 7ロ  ガ ンと難病の治 し方

14日  正 食と人相

21日  金治放談教室

28ロ  エ |リ ゼ・ソレクリ

(「可部一 FFF)

(lirll田 周三 )

(金治 潔 )

ュの思想 と生涯

(山「 1卓三 )

10月 5日  人間は どこか ら来たのか ?

―― PU発生学――    (阿 部一理 )

12日  正 食と手相       (岡 田周三 )

19日  金治放談教室      (金 治 潔 )

26日  正食と戦争       (山 :』 卓三 )

○定例文化講座 (第 2回) 11/4(11)
○定例健康講座 11/5(l― I)

○正食中級講座 (第 3回 ) 11/11(ll)
○正食入門基礎講座 (第 3回 )11/12(日 )

○正食コンサルタン ト講座 (第 16回後期 )

11/17(金 )～ 11/19(日 )

○特別正食セ ミナー (講師 大森英桜 )

11/25(_L)^-11/26(日 )

●世界正食協会への道順 奄肇TttI毛耐 [・

車 の つか えて●・
‐
)と お り

〈住 歩の道 顧 》

■谷町四丁 目か ら)北 へ (天 商
1呂 オ分ti辱 ち r・1,5｀ 6分 サ t

でTさ ぃ |■ ォ6,Rイ iを 目1言 ,

中Ⅲl早 `る 四 .コ ′責高「車両 うに|

出〔¬かし
,′ 1(81F古 け を地 |へ .

4口 l線
.答

四 ‐ュ入 高オ島寄 りの

出□か らな 1印 1の F告 :1を 地上´ヽ

■天満橋から)薔 へ 5-6分 歩
tヽ て下 さ t  ` 三ォo'長 イ]ロ イ亨)

'LT'実
は
「

出口か重道てす

Ｆ
ｒ

‐大
確

Ｆ

ト

上

町

筋

凛Л
岬
翔
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電
話
は
要
領
よ
く

今
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
交
際
の
上
で
、
電
話

と
い
う
も
の
が
非
常
に
普
及
し
て
、
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
少
々
気
の
つ
い
た
こ
と
を
申
し
上
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
仕
事
の
面
で
、
私
の
と
こ
ろ
あ
た

り
で
は
、
電
話
に
よ
る
注
文
が
六
～
七
割
、

郵
便
に
よ
る
も
の
が
三
～
四
割
く
ら
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ウ
チ
で
は
、
電

話
の
前
に
黒
板
も
あ
る
し
、
ベ
ン
と
メ
モ
用

紙
は
い
つ
も
備
え
て
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
何

を
言

っ
て
こ
ら
れ
て
も
よ

い
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
の
方
か
ら
注
文
の
電
話
を

す
る
場
合
、
ち
ょ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
、

と

い
っ
て
、
筆
記
具
を
取
り
に
行
か
れ
る
所

が
、
意
外
に
多

い
の
で
す
。
そ
れ
も
、　
一
度

だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
三
度
も
三
度
も
同
じ

こ
と
を
く
り
返
さ
れ
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
な
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
時
代
の
商
法
の
認

識
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
無
秩
序
、
だ
ら

し
な
さ
を
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、ち
ょ
っ
と
お
待
ち
く
だ
さ
い
、

と
い
っ
て
、
今

ハ
ヤ
リ
の
ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
と

オ
ル
ゴ
ー
ル
を
聞
か
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の

〃ち
ょ
っ
と
″
が
、
ず

い
ぶ

ん
長
く
な
る
場
合
が
あ

っ
て
、
か
え

っ
て
、

そ
の
ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
の
音
に
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
受
け
た
側
は
、
す
ぐ
返
事
で
き

な

い
よ
う
で
し
た
ら
、　
一
度
切

っ
て
も
ら

っ

て
、

，ヽ
ち
ら
か
ら
掛
け
る
よ
う
に
す
る
と
か
、

掛
け
る
側
も
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か
か
り
そ

う
な
場
合
は
、
「
お
調

べ
お
き
く
だ
さ
い
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
、
５
分
ほ
ど
し
て
、
ま
た
か

け
ま
す
か
ら
」
と
言

っ
て
、
切
る
べ
き
で
し

ょ

う

。

そ
れ
か
ら
、
電
話
口
で
、
あ
い
さ
つ
の
長

い
人
が

い
て
、
そ
の
間
、
こ
ち
ら
の
用
事
の

口
封
じ
を
さ
せ
ら
れ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
は
じ
め

「
山
口
県
の
ツ
ル
シ
マ

で
す
が
」
と
言

い
ま
す
と

「
ハ
イ
、
毎
度
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
…
…
」
と
な

り
ま
す
の
で
、
考
え
ま
し
て
、
相
手
が
出
た

ら
す
ぐ
に

「自
ゴ

マ
３
袋
、
黒
ゴ

マ
３
袋
、

ツ
ル
シ
マ
」
と
言
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

う
申
し
ま
し
た
ら

「
ハ
イ
分
か
り
ま
し
た
」

と
、
あ
い
さ
つ
言
葉
抜
き
で
Ｏ
Ｋ
と
な
り
ま

し
た
。
長
距
離
電
話
の
場
合
、
特
に
要
領
よ

く
し
な
い
と
、費
用
も
バ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
用
事
を
い
く
つ
も
伝

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
は
、
電
話
を
か
け

る
前
に
、
要
点
を
メ
モ
し
て
お
い
て
、
そ
れ

を
見
な
が
ら
話
を
す
れ
ば
、
伝
え
る
べ
き
内

容
を
落
と
す
こ
と
も
な

い
し
、
電
話
の
途
中

で
、
「
エ
ー
ト
、
も
う

一
つ
…
…
」
な
ど
と
思

い
出
す
の
に
時
間
を
取
る
こ
と
も
な

い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
当
然
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
電
話
と

い

う
の
は
、
相
手
の
都
合
と
関
係
の
な

い
不
意

の
間
入
者
に
な
り
か
ね
な

い
、
と
ぃ
ぅ
こ
と

で
す
。

私
の
と
こ
ろ

へ
も
、
本
業
の
商
用
な
ら
ば

と
も
か
く
、
午
前
中
と
午
後
の
大
多
忙
な
折

り
に
、
健
康
や
身
の
上
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

相
談
事
で
、
べ
ん
べ
ん
と
長
く
か
か

っ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

掛
け
る
側
の
方
は
、
切
実
な
こ
と
な
の
で
、

つ
い
長
く
な
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
ち
ら

も
仕
事
の
都
合
も
あ
る
こ
と
で
す
し
、
そ
の

途
中
に
よ
そ
か
ら
私
の
方

へ
か
け
て
こ
ら
れ

る
方
は
、
何
回
か
け
て
も
話
し
中
、
と
い
う

こ
と
に
な

っ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
そ
う
な
ら
ば
、
相
手

の
都
合
を
聞
い
て
み
る
く
ら
い
の
配
慮
が
必

要
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
電
話
で
長
々
と
、　
一
方
的
に

自
分
の
信
条
や
ら
運
動
を
ま
く
し
立
て
る
方

も
い
ま
す
。
そ
の
方
の
熱
意
や
ら
趣
旨
な
り

は
分
か

っ
て
も
、
こ
ち
ら
の
都
合
も
お
か
ま

最 終 回
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い
な
し
に
、
え
ん
え
ん
と
話
の
切
り
時
も
相

手
に
与
え
ず
に
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
人
に
は
閉

口
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
電
話
と

い
う
の
は
、
手
紙
と

は
ま
た
違

っ
た
、
声
に
よ
る
交
信
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
性
の
あ
る
便
利
な
も
の
で
す
が
、

そ
の
使

い
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
注
意
の
必
要

な
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

手
紙
に
つ
い
て

今
日
、
若

い
人
た
ち
は
、
手
紙
、　
ハ
ガ
キ

よ
り
も
、
手

っ
取
り
早

い
電
話
で
用
件
を
す

ま
す
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
明
治

。
大

正
生
ま
れ
の
私
た
ち
年
代
の
者
に
は
、
こ
の

手
紙
、　
ハ
ガ
キ
と

い
う
も
の
は
、
な
じ
み
深

く
て
、
今
も

っ
て
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま

ヰ，
。私

は
い
た

っ
て
筆

マ
メ
な
方
で
、
通
信
を

受
け
れ
ば
す
ぐ
返
し
ま
す
し
、
ま
た
、
自
分

の
方
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
出
す
方
で
す
か
ら
、

山
口
県
の
防
府
に
落
ち
着
く
ま
で
、
二
年
、

三
年
と
各
地
を
転

々
と
放
浪
中
で
も
、
受
け

取
る
郵
便
物
は
、
そ
の
地
の
局
が
認
識
す
る

ほ
ど
多
か

っ
た
の
で
す
。

ド
サ
ッ
と
投
げ
こ
ま
れ
る
郵
便
物
の
束
を

一
つ

一
つ
メ
ク
ル
楽
し
さ
は
、
ご
経
験
の
方

に
は
お
分
か
り
と
思
い
ま
す
。

郵
便
物
は
、
電
話
の
よ
う
に
、
不
意
に
闘

入
も
さ
れ
ず
、
い
や
が
お
う
で
も
、
そ
の
時

に
返
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
な

く
、
ゆ
っ
く
り

一
呼
吸
し
て
、
自
分
の
好
き

な
時
に
、
心
を
入
れ
て
返
事
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
ま
た
、
あ
ま
り
に
も
ビ
ジ
ネ

ス
的
な
電
話
と
も
ち
が

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と

趣
き
が
あ

っ
て
、
楽
し
い
も
の
で
す
。

昔
の
よ
う
な
、
水
茎
の
あ
と
う
る
わ
し
く

と

い
っ
た
手
紙
に
接
す
る
こ
と
は
ま
れ
に
な

り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
人
様
の
心
の
こ
も

っ
た
書
信
を
頂
く
こ
と
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
返
事
に
し
て
も
、
い
つ
で
も
書
け
る

か
ら
、
と
置
い
て
お
き
ま
す
と
、
た
ち
ま
ち

た
ま

っ
て
、
わ
け
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す

か
ら
、返
事
の
す
ま
な

い
手
紙
を
入
れ
る
箱
、

す
ん
だ
手
紙
を
入
れ
る
箱
と
置
い
て
、
キ
チ

ン
と
整
理
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
便
せ
ん
、

封
筒
、　
ハ
ガ
キ
、
切
手
、
ノ
リ
な
ど
、
切
ら

さ
ぬ
よ
う
に
補
充
し
て
、
い
つ
で
も
書
け
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ

と
、
必
要
な
人
の
名
前
と
住
所
は
、
す
ぐ
住

所
録
に
書
き
写
し
て
お
く
こ
と
も
、
習
慣
づ

け
て
お
か
な
い
と
、
す
ぐ
乱
雑
に
な
り
、
分

か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

桜
沢
先
生
の

「世
界
無
銭
武
者
旅
行
』
の

間
の
克
明
な
日
記
通
信
が

『
Ｇ
Ｏ
レ
タ
ー
』

と
し
て
コ
ピ
ー
で
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

桜
沢
先
生
は
特
に
手
紙
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

厳
し
か

っ
た
方
で
、
ご
自
分
の
通
信
に
は
、

一
貫
番
号
を
打
た
れ
、
何
月
何
日
何
時
、
ど

こ
そ
こ
で
発
信
、
誰
々
あ
て
、
用
件
は
①
、

②
、
③
と
番
号
が
つ
い
て
、
そ
の
手
紙
は
複

写
紙
で
全
部

コ
ピ
ー
を
手
元
に
残
さ
れ
て
、

何
月
何
日
の
第
何
信
の
何
番
の
質
問
、
依
頼

に
つ
い
て
は
ま
だ
返
事
が
な

い
が
、
ど
う
し

た
の
か
、
と
、
実
に
正
確
性
そ
の
も
の
の
お

仕
事
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

特
に
、
日
付
の
な
い
手
紙
を
先
生
に
出
そ

う
も
の
な
ら
、
こ
っ
び
ど
く
叱
ら
れ
た
思
い

出
を
お
持
ち
の
お
弟
子
の
方

々
も
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
日
付
を

つ
け
な

い
、
と
い
う
こ

と
は
、
時
間
的
な
秩
序
づ
け
を
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
日
付
も
、
何

月
何
日
、
と
い
う
の
で
は
ダ
メ
で
、
必
ず
年

号
が
必
要
な
の
で
す
。

切
手
を
は
る
の
も
、
同
じ
は
る
な
ら
、
き

ち
ん
と
、
き
れ
い
に
は

っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
乱
雑
に
は

っ
て
あ
る
と
、
つ
い
、
そ
の

人
の
人
柄
ま
で
そ
う
な
の
で
は
な
い
か
と
想

像
し
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、郵
便
番
号
を
書

い
て
な

い
と
、

こ
ち
ら
か
ら
返
事
を
出
す
時
に
、
い
ち
い
ち

調
べ
る
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、

相
手
の
手
間
を
省
く
心
が
け
、
思
い
や
り
が

ほ
し
い
も
の
で
す
。

物
は
質
素
に

私
の
性
格
と
し
て
、
何
事
も
控
え
め
に
、

地
味
に
と
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
幸

い
、家
内
も
私
に
輪
を
か
け
て
地
味
な
方
で
、

結
婚
以
来
、
何

一
つ
特
別
に
派
手
な
も
の
を

買

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
化
製
品
な

ど
も
、
い
つ
も

一
般
に
普
及
し
て
か
ら
買

い

求
め
る
有
様
で
、何
事
も
お
く
手
の
方
で
す
。

家
も
、
防
府
に
移
る
ま
で
は
、
ず

っ
と
借
家

住
ま

い
で
、
防
府
に
来
て
、
や

っ
と
、
小
さ

な
家
を
買
い
ま
し
た
。
家
に
来
ら
れ
る
方
々

が
、
私
の
事
業
の
規
模
か
ら
し
て
、
も

っ
と

大
き
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
か
と
思

っ

た
、
と
い
う
感
想
を
述
べ
ら
れ
る
方
が
多

い

の
で
す
が
、
最
近
や
っ
と
水
洗
便
所
を
作

っ

た
く
ら
い
で
、
そ
の
さ
い
、
少
々
建
て
増
し

を
し
ま
し
た
。

私
の
尊
敬
し
て
い
る
実
業
家
で
、
大
き
な

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
経
営
し
て
い
る
木

原
さ
ん
と
い
う
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
方

は
、
家
を
建
て
る
の
は
晩
年
で
い
い
の
だ
、

と
い
う
の
を
持
論
に
し
て
い
ま
す
。
家
で
も

物
で
も
、
そ
れ
を
持
て
る
よ
う
な
身
分
と

い

う
か
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
格
が

つ
く
こ
と

が
必
要
で
、
そ
れ
が
な

い
の
に
、
無
理
し
て

持
つ
と
、
結
局
、
手
放
す

ハ
メ
に
な

っ
た
り
、

身
を
ほ
ろ
ぼ
す
元
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
は
か
ら
ず
も
、
そ
の
通
り
に
し
て

き
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
タ
ン
ス
も
、
今

回
、
建
て
増
し
し
て
か
ら
、
結
婚
以
来
の
も

の
を
買

い
替
え
、
仏
壇
も
名
ば
か
り
の
小
さ

い
も
の
で
あ

っ
た
の
を
新
し
く
買
い
求
め
ま

し
た
。

ほ
め
ら
れ
た

こ
と
か
ど
う
か
分
か

り
ま

せ
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ん
が
、
家
内
は
腕
時
計

一
つ
、
結
婚
以
来
、

買

っ
た
こ
と
も
持

っ
た
こ
と
も
な
か

っ
た
の

で
す
。
三
年
ほ
ど
前
、
私
が
や

っ
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
私
が
家
内
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
の
は
、
』ヽ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

今
や
、
使

い
捨
て
、
大
量
生
産
、
大
量
消

費
の
時
代
で
す
が
、
私
ど
も
戦
前
育
ち
の
者

に
は
、
物
を
粗
末
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

こ
う
し
て
、
私
は
物
も
大
切
に
い
た
し
ま

す
が
、
人
と
の
ご
縁
、
お
つ
き
あ
い
を
と
て

も
大
切
に
す
る
方
で
す
。

一
期

一
会
と
か
、
袖
す
り
合
う
も
他
生
の

縁
と
か
申
し
ま
す
が
、
奇
し
く
も
同
世
代
に

生
ま
れ
合
わ
せ
、
し
か
も
何
か
の
縁
で
め
ぐ

り
合
う
こ
と
の
で
き
た
不
思
議
さ
を
思
う
と
、

飼
い
大
に
し
て
か
ら
、
い
と
し
さ
が
肛
の
底

か
ら
わ
い
て
き
ま
す
。
ま
し
て
、
喜
び
も
悲

し
み
も
共
感
じ
あ
え
る
人
達
で
す
も
の
、
真

底
か
ら
、
人
が
な

つ
か
し
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
人
と
の
出
逢

い
も
大
切
に
し

ま
す
が
、
別
れ
の
方
に
ひ
ど
く
気
を
つ
か
い

ま
す
。
お
別
れ
の
時
に
は
、
何
か
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
差
し
上
げ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
遠
来

の
人
な
ら
、
い
っ
し
ょ
に
話
し
な
が
ら
駅
ま

で
行

っ
て
見
送
ら
な
い
と
気
が
す
ま
な

い
の

で
す
。

私
も
、
だ
ん
だ
ん
と
年
配
に
な
り
、
生
活

ん
。
桜
沢
先
生
も
物
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ

た
方
で
、
広
告
の
裏
紙
な
ど
を
メ
モ
や
原
稿

用
紙
に
お
使

い
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

私
も
商
売
柄
、
た
く
さ
ん
来
る
広
告
の
裏
の

自

い
も
の
は
必
ず
と

っ
て
お
い
て
、
こ
れ
で

さ
し
つ
か
え
な
い
と
こ
ろ
に
は
便
せ
ん
の
代

り
に
使

っ
て
お
り
ま
す
。

も
定
ま

っ
て
く
る
と
、
人
間
関
係
も
整
理
整

頓
せ
ず
に
お
れ
な
く
な
り
、
若
い
こ
ろ
か
ら

の
有
縁
の
人
、
お
世
話
に
な

っ
た
人
の
消
息

を
探
し
出
し
た
り
し
て
は
、
物
を
送

っ
て
お

礼
を
す
る
と
か
、
便
り
を
出
す
と
か
し
て
、

死
ぬ
ま
で
に
は
、
借
り
の
な
い
、
思

い
残
し

の
な
い
よ
う
に
と
、
心
掛
け
は
じ
め
て
お
り

ま
す
。

特
に
、
遠

い
昔
と
な

っ
た
、
小
中
学
時
代

の
思
い
出
の
友
達
の
住
所
を
苦
心
し
て
探
し

出
し
た
り
し
て
、
喜
び
勇
ん
で
便
り
を
出
し

て
も
、
期
待
が
裏
切
ら
れ
て
、
ナ
シ
の
つ
ぶ

て
、
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

こ
う
い
う
人
々
で
も
、
会
え
ば
ヤ
ア
ヤ
ア

と
懐
か
し
む
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

人
生
の
波
に
も
ま
れ
て
、
長
い
年
月
の
間
に

懐
旧
の
情
と
か
、
人
生
の
ロ
マ
ン
と
か
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
私
の
現
状

を
無
視
し
た
の
か
？
　
と
、
ま
だ
よ
く
解
釈

が

つ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
私
が
二
十
才
頃
、
九
大
の
精
神
科
に
通

院
し
て
い
た
時
、
入
院
し
て
い
た
前
田
蕃
さ

ん
と
い
う
人
と
仲
よ
く
な
り
、退
院
後
も
三
、

四
回
、
文
通
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

音
信
も
絶
え
ま
し
た
が
、
そ
の
手
紙
と
、
端

正
な
面
立
ち
の
写
真
と
は
、
戦
時
中
か
ら
戦

後
と
、
ず

っ
と
持
ち
つ
づ
け
て
い
た
の
で
す

が
、
四
、
五
年
前
、
も
う
と
う
て
い
今
生
で

は
再
び
こ
の
人
と
会
う
縁
も
あ
る
ま
い
と
、

焼
却
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
、
も
の
の
十
日
も

た
た
ぬ
あ
る
日
、
電
話
が
あ

っ
て
出
て
み
る

と
、
そ
の
声
の
主
は
、
そ
の
前
田
さ
ん
本
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

前
田
さ
ん
も
私
の
手
紙
を

い
ま
だ
大
切
に

持

っ
て
い
て
、
時
折
り
読
ん
で
懐
か
し
み
、

む
す
び

に

さ
て
、
あ
ま
り
に
長
く
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
忘
れ
た
こ
と
を
取
り
ま
と
め
て
、
結
尾

を
急
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
症
状
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
非
常
に
気
が
か

わ
り
や
す
い
の
で
、
そ
の
こ
と
に
大
変
悩
み

ま
し
た
。

こ
の
人
生
に
お
い
て
は
、
い
つ
も
何
事
か

右
か
左
か
に
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

私
の
住
所
を
探
し
出
し
た
の
は
、
私
の
原
籍

の
市
役
所
ま
で
行

っ
て
、
調
べ
た
と
の
こ
と

で
す
。
ま
あ
、
世
の
中
に
は
、
人
を
懐
か
し

む
点
で
私
よ
り
熱
心
な
人
が
あ

っ
た
、
人
に

会
お
う
と
思
え
ば
、
四
十
年
の
歳
月
を

へ
て

も
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
、
感

激
と
驚
き
を
通
り
こ
し
て
、
言
葉
も
な
く
感

動
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
翌
年
、
山
口
県
正
食
会
主
催
の
健
康

学
園
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
、

お
宅
を
訪
ね
た
り
し
て
、
交
友
を

つ
づ
け
て

お
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
私
に
輪
を
か
け
た
、
人
間
味

豊
か
な

ロ
マ
ン
性
を
示
し
て
く
だ
さ

っ
た
前

田
さ
ん
を
、
私
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
し
、
こ
の
こ
と
が
あ

っ
て
か
ら
、
い

っ
そ
う
私
は
、
人
と
の
触
れ
合

い
、
ご
縁
を

大
切
に
す
る
気
持
に
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

い
の
で
す
が
、
こ
の
ノ
イ

ロ
ー
ぜ
型
の
人
に

は
多
分
、共
通
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

物
事
が
決
め
が
た
い
、
そ
し
て
、　
一
度
決
め

た
こ
と
で
も
、
す
ぐ
に
変
え
た
く
な
る
の
で

す
。
決
め
て
、
変
え
て
、
そ
の
変
え
た
こ
と

も
ま
た
不
安
に
な

っ
て
、ま
た
元
に
も
ど
り
、

ま
た
ま
た
変
え
る
と

い
っ
た
こ
と
す
ら
あ
り
、

自
分
な
が
ら
、
ほ
と
ほ
と
疲
れ
果
て
て
、
え

え
、
ど

っ
ち
で
も
な
れ
、
と
観
念
し
よ
う
に

人
の
縁
を
大
切
に
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も
、
や
は
り
落
ち
着
か
な
く
て
、
煩
悶
、
懐

悩
、
そ
の
内
心
の
熾
烈
な
葛
藤
は
、
第
二
者

に
は
と
う
て
い
想
像
で
き
な

い
ほ
ど
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
で
す
か
ら
、
相
手
の
方
も

一
度
や
三
度
ま
で
く
ら
い
は
大
目
に
み
て
く

れ
て
も
、
し
ま

い
に
は
、
愛
想
を
つ
か
し
て

し
ま

い
ま
す
。

桜
沢
先
生
の
幸
福
テ
ス
ト

（『新
食
養
療

法
』
４２
ぺ
‐
ジ
）
の
中
に
も
「万
事
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
好
む
か
」
「
君
は
取
り
越

し
苦
労
を
し
な

い
か
」
と
い
う
項
目
が
あ

っ

て
、
要
す
る
に
即
断
速
決
が
で
き
る
か
、
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
即
断
速

決
に

一
番
苦
手
な
の
が
、
こ
の
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

型
の
人
間
だ
と
思
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
即
断
速
決
は
陽
性
人
の
特
徴

で
あ
り
、
そ
の
反
対
は
陰
性
人
の
特
徴
と
い

た
ま
す
。
だ
か
ら
、
行
事
な
ん
か
の
申
し
込

み
も
、
物
事
を
早
く
か
ら
決
め
き
れ
な
い
性

格
上
、
い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
で
、
す
べ
り
込
み

セ
ー
フ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
し

ま
す
。
こ
れ
が
う
ま
く
セ
ー
フ
に
な
れ
ば
い

い
の
で
す
が
、
だ
い
ぶ
前
の
あ
る
大
き
な
行

事
に
申
し
込
み
が
遅
れ
、
締
め
切
り
後
で
断

わ
ら
れ
、
シ
マ
ッ
タ
、
シ
マ
ッ
タ
の
大
後
悔

か
ら
、
不
眠
症
と
食
欲
不
振
に
お
ち
い
り
、

つ
い
に
は
食
事
拒
否
症
に
な

っ
て
、
骨
と
皮

に
な

っ
て
、
あ
や
う
く
死
に
か
か
っ
た
体
験

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
ば
か
り
は
、
ほ
と
ほ
と
自
分
の
ア

ホ
さ
か
げ
ん
を
ト
コ
ト
ン
ま
で
悟
ら
さ
れ
て
、

奇
蹟
の
生
還
を
と
げ
て
か
ら
、
そ
の
後
は
だ

い
ぶ
強
く
な

っ
た
の
で
す
。

副
食
過
多

で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

ノ
イ
ロ
ー
ゼ

が
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
を
正
食
の
方
か
ら

一
口
で
言
え
ば
、

飯
少
菜
多
、
つ
ま
り
、
副
食
の
過
多
、
お
か

ず
食

い
か
ら
く
る
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
環
境
な
ど

の
要
因
が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
根
本
は
体
質

の
異
状
、
特
に
肝
、
腎
を

い
た
め
て
い
る
、

そ
の
人
の
食
生
活
に
原
因
が
あ
る
の
で
す
。

で
は
、
お
か
ず
食

い
が
、
な
ぜ

い
け
な

い

の
か
？
　
い
ろ
い
ろ
な
風
に
説
明
さ
れ
る
方

が
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
納
得
さ
れ
な

い
方
の
た
め
に
、
鶴
島
式
の
説
明
を
試
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
主
食
の
穀
物
は
、

お
お
む
ね
、
丸
て
て
、
成
分
的
に
も
円
満
調

和
が
と
れ
て
い
ま
す
。
正
食
で
い
う
、
無
機

質
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
比
率
も
理

想
に
近

い
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
穀
物
を
主
に
し
て
食

べ

て
い
れ
ば
、
人
格
も
円
満
、
感
情
も
右
に
左

に
ゆ
れ
動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
副
食

た
る
、
山
の
幸
、
野
の
幸
、
海
の
幸
と
な
れ

ば
、
千
変
万
化
、
成
分
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま

で
複
雑
き
わ
ま
り
な

い
の
で
、
こ
の
副
食
を

主
食
よ
り
も
多
く
食
べ
る
人
は
、　
一
面
、
極

-37-



端
な
長
所
を
持

っ
た
り
、　
一
芸
に
秀
で
た
り

す
る
反
面
、
い
ろ
い
ろ
な
欠
点
が
で
て
き
た

り
し
や
す
く
て
、
ど
う
し
て
も
円
満
な
人
格

を
欠
く
、
と
い
う
よ
う
に
な
り
や
す
い
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

経
済
の
高
度
成
長
で
、
ど
こ
の
家
庭
も
比

較
的
、
裕
福
に
な

っ
た
の
は
、
結
構
な
こ
と

で
す
が
、
み
な
食
事
が
副
食
本
位
と
な
り
、

昔
の
よ
う
な
、　
一
汁

一
菜
の
食
事
を
し
て
い

る
お
宅
は
な
い
よ
う
で
す
。
昔
か
ら
、
食
事

を
す
る
こ
と
は
、
″御
飯
を
頂
く
″
の
で
あ

っ

て
、
食
事
の
前
に
は
、
必
ず

「頂
き
ま
す
」

の
挨
拶
が
あ

っ
た
の
に
、
今
日
、
誰
も
言
わ

な
く
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
代
わ

っ
て
、
″
お
か
ず
を
頂
く
″

時
代
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
経
済
の
面
か
ら
見
て
も
、
昔
か

ら

″菓
食

い
貧
乏
″
と

い
う
言
葉
が
あ
る
く

ら
い
、
副
食
に
お
金
を
か
け
る
人
は
、　
一
時

は
と
も
か
く
、
家
の
経
済
が
長
つ
づ
き
し
な

い
の
で
す
。
私
は
よ
く
、
副
食
を
節
約
す
れ

ば
、

マ
イ
ホ
ー
ム
が
建

つ
、
と
申
し
ま
す
。

小
さ
い
こ
と
の
よ
う
で
も
、
毎
日
毎
日
の
こ

と
で
す
か
ら
、　
一
代
の
う
ち
に
は
、
大
変
な

違

い
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
副
食
過
多
に
よ

る
病
気
が
出
れ
ば
、
余
分
な
出
費
が
ふ
え
、

収
入
に
も
ひ
び

い
て
き
ま
す
。

主
食
に
工
夫
を

で
す
か
ら
、
主
婦
の
方
は
、
冨リ
食
に
カゝ
け

る
時
間
と
手
間
を
、
主
食
の
変
化
の
ほ
う
に

か
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
料
理
の
こ
と
を
詳
し
く
申
し

上
げ
る
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
れ
は
別
の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

主
食
を
主
に
す
る
と

い
っ
て
も
、
玄
米
ご
飯

に
味
噌
汁
を
基
本
と
し
て
も
、家
族
の
年
齢
、

体
質
に
応
じ
、
季
節
に
応
じ
、
い
ろ
い
ろ
変

化
を
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

玄
米
に
し
て
も
、
た
ま
に
は
、

（①
お
む
す
び
に
す
る
。
の
り
を
巻
い
た
り
、

中
に
何
か
入
れ
た
り
。

②
の
り
ま
き
に
す
る
。

③
小
豆
を
入
れ
、
あ
る
い
は
モ
チ
米
を
入
れ

て
赤
飯
に
す
る
。

④
野
菜
、
豆
、
そ
の
他
を
入
れ
て
、
ま
ぜ
飯

に
す
る
。

⑤
野
菜
を
入
れ
て
オ
ジ
ヤ
。

⑥
油
炒
り
飯

（チ
ャ
ー
ハ
ン
）

⑦

オ
カ

ュ

③
オ
メ
デ
ト
ゥ

（玄
米
を
軽
く
炒
っ
て
、　
一

～
二
割
の
小
豆
を
ま
ぜ
て
、お
か
ゆ
に
煮
る
）

そ
う
し
て
、
食
卓
に
は
、
い
つ
も
食
養
的

な
常
備
の
お
菜
、
漬
け
物
で
も
用
意
さ
れ
て

お
い
た
ら
よ
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
玄
米
の
み
で
な
く
、
麦
類
、

粉
の
も
の

（そ
ば
粉
、
玄
米
粉
、
玄
米
団
子

粉
、
完
全
粉
、
キ
ビ
粉
、

ハ
ッ
タ
イ
粉
）
な

ど
、
め
ん
類
な
ど
、
好
み
に
応
じ
て
応
用
さ

れ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
汁
も
の

の
中
に
団
子
を
落
と
す
な
ど
し
て
、
副
食
に
　
　
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

穀
物
の
も
の
を
入
れ
て
い
く
の
も

一
つ
の
工

わ
ぎ
わ
い
を
転
じ
て
福
に

次
に
私
の
人
生
観
な
ら
ぬ
、
病
気
観

↑
↓

な
る
も
の
を
申
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
私
が
慢
性
病
を
持

っ
た
人
た
ち

に
よ
く
言

っ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、治
そ
う
、

治
そ
う
と
、
ひ
ど
く

ム
キ
に
な

っ
た
り
、
執

着
し
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
私
自
身
が
そ
う
で
し
た
か
ら
、

体
験
上
か
ら
言
え
る
の
で
す
が
、
病
と
道
づ

れ
、
友
だ
ち
の
よ
う
に
つ
き
合

っ
て
行

っ
て

も
、
行
け
る
と
思
う
の
で
す
。
病
を
強

い
意

志
で
克
服
で
き
る
人
は
、
そ
れ
で
大

い
に
結

構
で
す
け
れ
ど
、
世
の
中
に
は
、
病
か
ら
脱

け
出
そ
う
に
も
脱
け
き
ら
ず
に
、
自
分
の
意

志
の
弱
さ
を
か
こ
つ
人
も
お
り
ま
し
ょ
う
か

ら
、
そ
う
し
た
人
た
ち

へ
の
励
ま
し
と
思

っ

て
く
だ
さ
い
。

病
を
治
し
切
ら
な
く
て
も
、
病
を
持

っ
て

い
る
と
い
う
自
党
の
ゆ
え
に
、
無
茶
も
不
節

制
も
で
き
ま
せ
ん
し
、　
一
病
息
災
と
い
う
言

葉
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
病
と
い
う
不
幸
、

わ
ぎ
わ
い
を
転
じ
て
福
と
す
れ
ば
よ
い
の
で

キ

，

。

か
つ
て
、
桜
沢
先
生
が
、
全
国
大
会
の
席

上
で
、
Ｐ
Ｕ
、
無
双
原
理
と
は
何
か
、
ひ
と

言
で
表
現
せ
よ
、
と
満
場
の
人
た
ち
に
質
問

さ
れ
た
の
で
す
が
、
ど
れ
も
満
足
な
答
え
は

な
く
て
、
た
ま
り
か
ね
て
、
桜
沢
先
生
は
、

「
Ｐ
Ｕ
と
は
ヽ
一件
を
転
じ
て
福
と
な
す
道
だ

よ
」
と
申
さ
れ
た
の
が
、
今
で
も
深
く
印
象

に
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
聞
い
た
時
、私
も
知
ら
ず
知
ら
ず
、

自
分
の
病
気
、
不
幸
を
転
じ
て
福
と
な
す
よ

う
に
歩
ん
で
き
て
い
た
な
、
と
思

っ
た
こ
と

で
し
た
。

人
間
は
、
ど

っ
ち
み
ち
、　
一
日

一
日
、
死

に
行
く
身
で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
、
ま

っ
た
く
不
治
な
の
で
す
。
治

っ
た
よ
う
に
見

え
て
も
、
ど
う
せ
五
十
歩
、
百
歩
の
こ
と
で

キ，
。脱

け
切
ら
な

い
、
脱
け
出
せ
な

い
、
と
弱

い
自
分
を
嘆
く
よ
り
、
ア
ッ
サ
リ
と
諦
観
を

し
て
、
む
し
ろ
、
毎
日
の
生
活
、
自
分
の
人

生
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
心
を
く
だ
く
ほ
う

が
得
策
で
す
。

そ
う
し
て
、
喜
ぶ
遊
戯
を
見

つ
け
る
こ
と

で
す
。
喜
ぶ
遊
戯
と
は
、
何
も
遠

い
と
こ
ろ

に
あ

っ
た
り
、
む
ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
周
囲
に
目
を
向
け
て
く
だ

さ
い
。
い
く
ら
で
も
こ
ろ
が

っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
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第

一
、
自
分
が
今
日
ま
で
、
不
思
議
に
生

か
さ
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

こ
と
が
、　
Ｔ
フ
の
底
か
ら
有
難
い
と
、
躍
り

上
が
る
ほ
ど
の
喜
び
に
感
得
で
き
た
ら
、
も

う
そ
の
時
点
で
、
生
命
力
が
勃
然
と
わ
い
て

き
ま
す
。

広
い
世
間
に
は
、
自
分
よ
り
も
恵
ま
れ
な

い
、
不
幸
な
人
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
思

っ
て
、
積
極
的
に
人
の
喜
ぶ
こ
と
に

気
を
つ
か

っ
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
者
に
は

も
ち
ろ
ん
、
他
人
か
ら
も
喜
ば
れ
、
感
謝
さ

れ
、
な

つ
か
し
が
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、

我
が
身
に
返

っ
て
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

別
に
お
金
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

優
し
い
言
葉
、
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
、
明

る
い
顔
、
ち
ょ
っ
と
し
た
親
切
が
あ
れ
ば
よ

い
の
で
す
。
要
は
、
そ
の
人
の
心
掛
け
ひ
と

つ
で
す
。

も
う

一
つ
、
病
気
の
診
断
に
神
経
質
な
人

が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
。
病
名
を
確
か
め
た
い

ば
か
り
に
、
精
密
検
査
を
受
け
る
べ
き
か
と

悩
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
そ
う
い
う
方
に
は
、
な
ま
じ
検
査

を
受
け
て
体
を
い
た
め
る
な

り
は
、
い
ろ
い

ろ
疑
わ
し
い
病
気
の
う
ち
の
、悪
い
ほ
う
に
、

た
と
え
ば
、
ガ
ン
な
ら
ガ
ン
だ
と
、
決
め
て

お
い
て
、
養
生
の
方
に
努
め
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
、
と
お
答
え
し
ま
す
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
軽

い
ほ
う
で
あ
れ
ば
も

う
け
も
の
で
す
し
、
悪
い
方
の
つ
も
り
で
養

生
す
れ
ば
、
覚
悟
も
決
ま
り
、
治
り
も
早

い

わ
け
で
す
。
ど
う
せ
病
気
は
自
ら
ま
ね

い
た

そ
う
し
て
、
覚
悟
を
決
め
た
ら
、
人
生
の

最
大
の
幸
福
に
向
か
っ
て
驀
進
し
ま
し
ょ
う
。

人
生
の
最
大
の
幸
福
と
は
何
か
？

そ
れ
は
、
桜
沢
先
生
も
か
ね
が
ね
述
べ
て

お
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、
最
近
、
大
阪
で
東

洋
医
学
の
岡
田
成
寿
先
生

（
レ
ス
ト
ラ
ン
福

園
も
経
営
）
に
お
会

い
し
た
時
、
先
生
が
、

そ
れ
は
、
死
ぬ
時
に
極
楽
往
生
、
大
往
生
が

と
げ
ら
れ
る
こ
と
だ
、
と
、
や

つ
と
判

っ
た
、

と
申
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
も
、
自
己

紹
介
の
個
条
書
き
の
中
に

「死
ぬ
時
に
思

い

残
し
の
な

い
よ
う
に
」
と
書

い
た
の
で
し
た
。

ほ
ん
と
いつ
に
、

死
ぬ
時
に
思
い
残
し
の
な
い
、

悔
い
の
な

い
、

あ
あ
、
よ
か

っ
た
、
楽
し
か

っ
た
、

満
足
す
べ
き
生
涯
で
あ

っ
た
、

と
、
莞
爾
と
し
て
瞑
目
で
き
た
ら
、
と
思

い
ま
す
。

桜
沢
先
生
も
、
「君
が
も
し
、
も
う

一
度
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ま
た
同
じ

人
生
を
し
た
い
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
終
焉
が
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、　
一
日

一
日
の
積
み
重
ね
を

人
生
の
最
大
の
幸
せ

へ

罰
な
の
で
す
か
ら
、
エ
ン
マ
大
王
の
裁
き
の

場
で
、
下
手
に
値
引
き
の
交
渉
を
し
て
も
始

ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し

て
、
桜
沢
先
生
の
馴
え
て
く
だ
さ

っ
た
、
夢

と
詩
と
情
熱
の
世
界
を
、
い
く
ら
年
は
取

っ

て
も
忘
れ
ず
に
求
め
て
い
き
た
い
と
思
う
の

で
す
。

皆
様
方
も
ど
う
か
ご

一
緒
に
、
こ
の
ス
バ

ラ
シ
イ
人
生
を
楽
し
く
生
き
抜
か
れ
る
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

長
々
と
書
き
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

私
の
つ
た
な

い
体
験
が
皆
様
の
何
か
の
ご
参

考
に
な
り
ま
し
た
ら
幸

い
で
ご
ぎ

い
ま
す
。

で
は
、
こ
れ
に
て
、
ご
機
嫌
よ
う
／

連
載
第

一
回
／
４
月
号
　
（品
切
れ
）
畑
円

第
二
回
／
５
月
号
　
　
　
　
　
罰
円

第
二
回
／
６
月
号
　
　
　
　
　
罰
円

第
四
回
／
７
月
号
　
　
　
　
　
鋤
円

第
五
回
／
８
、
９
月
合
併
号
　
珈
円

最
終
回
／
１０
月
号
　
　
　
　
　
珈
円

美 術 印 刷 一 般 販 売

れ 樹 社
Fケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111

東 京  (862)代 表  1
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御

オ夢

挨

皆
さ
ん
、
今
日
は
。
〃
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
人
生
″

の
鶴
島
で
す
。
長

い
あ

い
だ
、
個
人
鶴
島
と
し
て
御
愛
顧

を
頂

い
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
法
人
、
有
限
会
社
ツ
ル
シ

マ
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に

い
た

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
私
に
と
り
ま
し
て

一
つ
の
大
き
な
ジ

ヤ
ン
プ
か
と
考
え
て
お
る
次
第
で
し
て
、
こ
こ
ま
で

私
を
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
御
縁
に
つ
仕
が
る
皆
様
方

へ
、
だ
か
ら
御
札
を
申
し
述
べ
、
か
た
が

た
御
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

し
た
が

い
ま
し
て
、
今
後
は

（有
）
ツ
ル
シ
マ
で
ど
う
ぞ
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
に
、
従
来
か

ら
斯
道
商
業
上
の
広
範
な
歩
み
方
を
反
省
し
、
二
、
二
歩
後
邊
、
鶴
島
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
品
に
専
念
し
、

そ
の
改
善
充
実
や
、
新
開
発
な
ど
に
努
め
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
の
故
に
、
個
人
も
合
め
ま
し
て
、
す
べ

て
の
御
取
引
に
お
け
る
整
理
整
頓
、
秩
序
の
確
立
を
は
か
り
た
く
、
今
後
は
試
行
錯
誤
も
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
そ
う
し
た
根
本
的
姿
勢
に
そ
う
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
御
諒
解
く
だ

ヽ
ヽ
い
。

と
は
申
し
ま
し
て
も
、　
つ
ね
に
党
来
な
き
我
が
歩
み
、
ど
う
か
御
逹
應
な
く
、
御
気
づ
き
の
点
な
ど
、

御
叱
工
や
御
指
導
の
ほ
ど
を
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
夢
と
詩
と
情
熱
の
せ
界
は
、
私
の
最
も
憧
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
人
生
に
お

い
て
も
、

ま
た
、
こ
の
商
道
の
中
に
も
大

い
に
選
掛
け
て
ゆ
き
た
く
、
先
は
こ
こ
に
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
日

島

夫

群

「

占

Ｊ

響

代

表
一Ｔ
７
４
７

山
口
県
防
府
市
南
松
崎
町
五
―
四

電

話
　
０
８
３
５

ｏ
２
２

●
０
３
４
７

振

替

口

座
／
下
関
３
８
０
５

鶴

爾島
灸

濡丈
免

諭夫

一 ― 一 一 一 一 一 ―
…

一 一 一
… … … …

‐

― 一 一 一 ― ― 一 =J

「昌套ll幌 套」>>協力活動
「鶴 島 通 信」 発

「正  食―健 康 法」 講

「玄  米一i二 食 料理」 講

「健康相談」「人生相談」 ア

「自 然 食 品 店」 開

「保健療機」「健康食品」 斡

有名講師「健康講座」「料理講習」

「山 口 県 正 食 会」 顧

「鶴島オリジナル食馳 50余種

「圧力鋼」「クロックポット」

干ll  だく

ド バ イ ス

業  相 談

旋

企画引受

問

呈

演

習
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］

●
材
料
＝
コ
ー
フ
ー

（揚
げ
た
も
の
、
爛
グ
ラ
ム
）
、
玉
ね
ぎ

（／
）
、
生

姜

（１
片
）
、
地
粉

（少
々
）
、
食
バ

ン

（３
切
）
、

ク
ズ

（大
さ
じ
１
と
／
）、
揚
げ
油
、
塩

①

コ
ー
フ
ー
は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
、
出
し
汁
カ
ッ
プ
ー
と

醤
油
大
さ
じ
１
で
汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
付
け
、
煮
上
り
ぎ

わ
に
生
姜
の
み
じ
ん
切
り
を
加
え
て
仕
上
げ
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、油
小
さ
じ
１
で
よ
く
炒
め
、

塩
小
さ
じ
／
で
味
を
つ
け
、
①
に
ま
ぜ
る
。
つ
な
ぎ
に
ク
ズ

粉
を
ま
ぜ
、

１５
個
の
団
子
に
ま
る
め
、
地
粉
の
水
ど
き
を
ま

ぶ
し
、バ
ン
の
１
セ
ン
チ
角
に
切
っ
た
ク
ル
ト
ン
を
ま
ぶ
し
、

油
で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。

群
爾
目
‐
汁
‐

し
，ヽ
ｉ‐
．
‐

●
材
料

（５
人
前
）
＝
里
芋

（５
個
）、
人
参

（中
／
本
）、

コ
ン
ニ
ヤ
ク

（χ
個
）、
油
揚
げ

（１
枚
）、
シ
イ
タ
ヶ

（２

枚
）
、
さ
や
い
ん
げ
ん

（少
々
）、
コ
ー
フ
ー

（５０
グ
ラ
ム
）
、

コ
ン
ブ

（５
セ
ン
チ
角
）、
ク
．ス

（少
々
）
、
油

①
里
芋
は
皮
を
む
き
、
３
つ
に
切
る
。
人
参
は
紅
葉
型
を
１０

枚
と
る
。
コ
ン
ニ
ヤ
ク
は
、
ゆ
で
、
た
て
２
つ
切
り
に
し
、

さ
ら
に
１
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
口
う
す
切
り
に
す
る
。
油
揚

げ
は
熱
湯
で
油
ぬ
き
し
、
た
て
半
分
に
切
っ
て
か
ら
、
小
口

-41-



切
り
。
シ
イ
タ
ケ
は
湯
で
も
ど
し
、
細
切
り
に
す
る
。
さ
や

い
ん
げ
ん
は
色
よ
く
塩
ゆ
で
し
て
、
小
日
切
り
。

②
ゴ
マ
油
大
さ
じ
１
を
鍋
に
あ
た
た
め
、
里
芋
を
炒
め
る
。

シ
イ
タ
ケ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
加
え
、
さ
ら
に
炒
め
る
。
人
参

の
紅
葉
型
に
抜
い
た
は
し
を
入
れ
、
水
カ
ツ
プ
５
を
加
え
、

コ
ン
ブ
と
塩
小
さ
げ
１
を
入
れ
て
よ
く
煮
込
む
。

③
コ
ー
フ
ー
の
揚
げ
た
も
の
を
、
小
さ
い
短
冊
形
に
切
り
、

カ
ツ
プ
％
の
出
し
汁
と
醤
油
大
さ
じ
％
で
、
汁
が
煮

つ
ま
る

ま
で
煮
込
む
。
②
に
加
え
、
さ
ら
に
煮
て
、
醤
油

（約
大
さ

じ
２
～
３
）
で
味
を
調
え
、
ク
ズ
大
さ
じ
１
と
同
量
の
水
で

と
き
、
流
し
入
れ
る
。

④
　
③
を
器
に
盛
り
、
い
ん
げ
ん
と
紅
葉
型
の
人
参
を
カ
ラ

炒
り
し
た
も
の
を
上
に
飾
る
。

●
材
料
＝
卯
の
花

（お
か
ら
Ｘ
硼
グ
ラ
ム
）、
ゴ
ポ
ー

（５０
グ

ラ
ム
）、
人
参

（小
１
本
）
、
コ
ー
フ
ー

（５０
グ
ラ
ム
）
、
長
ね

ざ

（３
本
）
、
油
揚
げ

（３
枚
）、
味
噌

（大
さ
じ
２
）、
酒

（大

さ
じ
２
）、
醤
油

（大
さ
じ
２
）
、
油

（少
々
）

①
）
卯
の
花
を
油
大
さ
じ
２
で
よ
く
炒
め
る
。
ゴ
ボ
ー
は
う

す
く
さ
さ
が
き
に
す
る
。
人
参
は
細
切
り
。
コ
ー
フ
ー
は
揚

げ
た
も
の
を
み
じ
ん
切
り
。
長
ね
ぎ
は
１
セ
ン
チ
の
小
口
切

り
。
油
揚
げ
は
湯
通
し
を
し
て
、
三
方
に
切
れ
目
を
入
れ
て

開
き
、
４
っ
切
り
に
し
、
糸
の
よ
う
に
切
る
。

②

ゴ
ポ
ー
を
油
大
さ
じ
１
で
、
く
さ
み
の
消
え
る
ま
で
よ

く
炒
め
、
鍋
の
は
し
に
よ
せ
、
ね
ぎ
を
入
れ
て
炒
め
、
油
揚

げ
を
加
え
、
よ
く
ま
ぜ
合
わ
せ
る
。
味
噌
大
さ
じ
１
と
醤
油

大
さ
じ
２
で
味
を

つ
け
る
。

③
一　
卯
の
花
炒
り
の
中
に
②
を
入
れ
て
ま
ぜ
、
醤
油
で
味
を

調
え
る
。
人
参
は
塩
ひ
と
っ
ま
み
入
れ
、
油
小
さ
じ
１
で
炒

り
、
し
ん
な
り
し
た
も
の
を
加
え
て
ま
ぜ
る
。

①
　
コ
ン
ニ
ヤ
ク
は
塩
も
み
し
、
そ
の
ま
ま
熱
湯
で
５
分
ほ

ど
ゆ
で
る
。
両
面
に
細
か
く
包
丁
目
を
入
れ
、
た
て
２
っ
に

切
っ
て
、
あ
ら
れ
切
り
。

②
・　
鍋
に
油
を
あ
た
た
め
て
①
を
入
れ
て
炒
め
、
水
分
が
ヘ

っ
て
、
少
し
チ
リ
チ
リ
し
た
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
響

油
を
入
れ
て
炒
り
つ
け
る
。

「

~…。
■

L_,….J

目

目

日

剛

嵐

］

●
材
料
＝
コ
ン
ニ
ヤ
ク

（１
枚
）
、
醤
油

（大
さ
じ
１
と
％
）
、

油

（大
さ
げ
１
）

鶏

摯

預

目

―
ト

ー

］

●
材
料
＝
地
粉

（カ
ツ
プ
４
）、
キ
ャ
．ヘ
ツ

（３
枚
）、
南
瓜

（χ
個
）
、
玉
ね
ぎ

（１
個
）
、
シ
イ
タ
ヶ

（２
枚
）、
塩

（少
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少
）、
油

（少
々
）、
卵
黄

（１
個
分
）

①
一　
地
粉
を
ふ
る
い
、
塩
小
さ
じ
／
、
油
大
さ
じ
４
、
シ
ナ

モ
ン
少
々
を
入
れ
て
、
よ
く
手
で
も
み
ま
ぜ
、
水
を
加
え
、

耳
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
こ
ね
、
ぬ
れ
布
巾
に
包
ん
で
１

時
間
ほ
ど
ね
か
す
。

②
　
キ
ャ
ベ
ツ
は
４
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、
細
く
せ
ん
切

り
。
南
瓜
は
ふ
か
し
て
、
２
セ
ん
チ
の
角
切
り
、
玉
ね
ぎ
は

う
す
く
廻
し
切
り
。
シ
イ
タ
ケ
は
細
切
り
。

③
）
鍋
に
油
大
さ
じ
１
を
あ
た
た
め
、
玉
ね
ぎ
を
よ
く
炒
め
、

キ
ヤ
ベ
ツ
を
加
え
て
炒
め
、
シ
イ
タ
ケ
、
南
瓜
を
入
れ
て
よ

く
ま
ぜ
、
火
を
通
し
、
塩
小
さ
じ
１
で
味
を
つ
け
る
。

④

①
を
３
ミ
リ
厚
さ
に
の
ば
し
、
小
さ
な
タ
ル
ト
型
の
中

に
し
き
、
③
を
大
さ
じ
山
盛
１
く
ら
い
を
入
れ
る
の
①
の
皮

で
ふ
た
を
し
、
十
字
に
包
丁
目
を
入
れ
、
卵
黄
を
ぬ
り
、
天

火
で
２０
分
く
ら
い
焼
く
。

※
　
中
に
入
れ
る
あ
ん
は
、
季
節
の
野
菜
で
よ
ろ
し
い
で

す
。
上
に
か
ぶ
せ
る
皮
は
、
細
く
切
り
、
井
型
に
お
い
て
飾

り
つ
け
て
も
、
お
も
し
ろ
い
の
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ｏ
材
料
＝
地
粉

（カ
ッ
プ
３
）
、
荏
胡
麻

（カ
ッ
プ
／
）
、
塩

小
さ
じ
／
）

①
・　
地
粉
に
油
大
さ
じ
１
と
塩
小
さ
じ
χ
を
ま
ぜ
入
れ
、
水

を
加
え
、
水
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
こ
ね
る
。

②
・　
荏
胡
麻
を
皮
が
っ
ぶ
れ
る
く
ら
い
に
か
る
く
炒
り
、
少

少
つ
ぶ
す
。

③
　
②
を
①
に
ま
ぜ
、
さ
ら
に
よ
く
こ
ね
る
。
２
ミ
リ
く
ら

い
の
厚
さ
に
の
ば
し
、
２
～
７
セ
ン
チ
く
ら
い
の
短
冊
に
切

り
、
真
ん
中
に
た
て
に
き
れ
日
を
入
れ
、
た
ず
な
の
よ
う
に

返
し
、
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

注
　
荏
胡
麻
と
は
支
那
原
産
の
一
年
草
．て
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
よ
く
実

っ
た
も
の
か
ら
油
を
し
ぼ

り
、
実
は
胡
麻
の
代
用
に
な
り
ま
す
。
新
潟
の
高
山
地
方
な

ど
、
寒
い
所
で
で
き
、
胡
麻
の
よ
う
に
炒
り
、
す
り
つ
ぶ
し
、

和
え
物
な
ど
に
用
い
ま
す
。
く
ち
び
る
ば
な
科
で
、
地
方
に
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よ

っ
て
は

「
い
く
さ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
も
し
お
手
に
入

る
よ
う
な
ら
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
栄
養
も
あ
り
、
大

変
お
い
し
い
も
の
で
す
。

十
月
は
日
本
中
の
八
百
万
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
合
し
、

お
宮
は
空
に
な
る
、
神
の
留
守
の
月
で
あ
る
か
ら
、
神
無
月

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
月
は
、
あ
ま
り
盛
ん
な
祭
り
は
し
な
い
よ
う

で
す
が
、
地
方
に
よ

っ
て
は
、
赤
飯
や
お
餅
な
ど
を
作

っ
て

祭
る
風
習
も
あ
る
よ
う
で
す
。

十
月
は
、
神
去
月
、
初
霜
月
と
も
い
わ
れ
、
そ
ろ
そ
ろ
寒

さ
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
暑
さ
で
ゆ
る
ん
で

い
た
体
を
ひ
さ

し
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
料
理
の
献
立
に

し
て
も
、
食
べ
方
に
つ
い
て
も
、
材
料
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
季
節
に
は
、
食

糧
と
し
て
の
植
物
も
地
上
、
地
下
と
も
に
豊
富
で
す
か
ら
、

す
こ
し
ず

つ
陽
性
に
料
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

芋
類
も
た
く
さ
ん
み
の
り
、
お
い
し
い
時
で
す
が
、
さ
っ

ま
芋
、
じ
ゃ
が
芋
、
八
ツ
頭
、
里
芋
な
ど
を
た
く
さ
ん
毎
日

食
べ
る
こ
と
は
、
長

い
間
に
は
害
に
な
り
、
や
が
て
年
と
と

も
に
病
気
に
な
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
で
し
ょ
う
。

特
に
さ
つ
ま
芋
は
甘
味
が
あ
り
、
ふ
か
し
た
り
、
焼

い
た
り
、

煮
た
り
、
揚
げ
た
り
、
ど
ん
な
お
料
理
に
し
て
も
お
い
し
く
、

つ
い
食
べ
過
ぎ
勝
ち
に
な
り
ま
す
。

じ
ゃ
が
芋
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
茄
子
は
、
茄
子
科
の

植
物
で
あ
り
、
水
分
も
多
く
、
陰
性
が
強

い
の
で
、
た
く
さ

ん
食
べ

る
と
、
髪
の
毛
も
ぬ
け
や
す
い
し
、
身
体

の
組
織
を

ゆ
る
め
ま
す
。
特
に
妊
婦
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

「嫁
に
く
わ
す
な
秋
茄
子
び
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
で
い
ま
し

め
て
い
ま
す
。
秋
茄
子
は
お
い
し
い
の
で
、
姑
の
嫁

い
じ
め

を
し
て
い
る
と
解
説
す
る
む
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
。
お
嫁
さ
ん
は
良

い
二
世
を
産
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
妊
娠
の
初
期
に
陰
性
の
物
を
食
べ
る
と
流
産
を
し
て

し
ま
い
ま
す
。
茄
子
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
果
実
な
ど
を

好
み
、
毎
日
食
べ
て
い
る
妻
は
、
そ
の
た
び
に
流
産
し
て
、

不
妊
症
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
い
ま
し
め
で
す
。
生
物

学
的
に
も
よ
く
な
い
の
で
す
。

食
べ
物
は
生
物
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、
料

理
の
方
法
を
間
違
え
た
り
、
食
べ
方
を
あ
や
ま
る
と
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
み
の
り
の
秋
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
よ
く
噛
む
こ
と
、
副
食
に
塩
を
ち
ょ
っ
び
り
多
く
さ

か
せ
、
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
毎
日
気
を
配
り
、
病
気
を

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ふたたびお目にかかれた“昔の味"

ミネ
継?孝 |:是鎗8操「赤穂の天塩」

塩の生命は

海水が自然にもつ成分

ミネラリレ等の独特の

パランスにあります

塩の微量成分は

食品の仕上りや味に

決定的な役割りを

果たします

●ポリ袋(1● 当り 270円 )Aし送嗜1位 1ケ ース(15ヶ 入 )

5ケ ース(75々 )以上の場合は、  1々 当り 220円

●クラフト袋 (15■ 3,750円 )配送単位 1袋
5袋以上(75々 )以 上の場合は  1袋 当り3,000円

◆ F午 から塩がf4:ら れていた塩 111は 、 日召和l

46年 全面lia止 され、工場大量生産方式

(イ オン交換膜製塩法)にかわりました。

◆ その結果、塩は、NaC1 99%以 上の llt製

されたものにな りました。

◆ 自然塩復活を願 う日本 CIは じめ各界

のご協力により生れた「赤穂の人塩」

は、食生活の原点 としての灯をともし

つづけてお ります。

響 罰自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁目24番6号 〒160

803・ 364 ・2721
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亥
の
子

の
節
供
料
理

警 姜 姜 姜 姜 丼 姜 姜 姜 姜 善 丼*
*

津
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締
暮
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こ

,手

宏

子

十
月
の
最
初
の
亥
の
日
に
、
餅
を
掲
い
て

食
す
れ
ば
万
病
を
払
う
と
い
わ
れ
、
平
安
初

期
の
こ
ろ
か
ら
亥
の
子
祭
り
が
、
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

大
豆
、
小
豆
、
大
角
豆
、
栗
、
柿
、
胡
麻
、

糖
な
ど
七
種
の
粉
を
合
わ
せ
て
、
玄
猪
と
い

わ
れ
る
イ
ノ
シ
シ
の
子
を
か
た
ど

っ
た
餅
を

作

っ
て
祝

い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
、
た
く
さ
ん
子
を
生
む
の
で

そ
の
多
産
に
あ
や
か
る
よ
う
、
亥
の
子
餅
を

頂
い
て
子
係
の
繁
栄
を
祈

っ
た
の
で
す
。

亥
の
子
さ
ま
は
、
田
の
神
様
で
も
あ
り
、

春
二
月
、
田
を
作
り
始
め
る
こ
ろ
や
っ
て
来

て
田
を
守

っ
て
下
さ
り
、
十
月
亥
の
日
に
山

へ
お
帰
り
に
な
る
の
で
す
。

収
穫
し
た
ば
か
り
の
新
米
で
餅
を
褐
き
、

田
の
神
様
に
感
謝
を
こ
め
て
餅
を
供
え
、
と

も
に
頂
く
の
で
す
。

こ
の
夜
、
子
ど
も
た
ち
は
、
新
ワ
ラ
を
縄

や
ツ
タ
で
巻
い
て
棒
の
よ
う
に
し
た
も
の
を

手
に
持

っ
て
、
地
面
を
叩
い
て
ま
わ
り
ま
す
。

モ
グ

ラ
や
野
ネ
ズ
ミ
が
お
ど
ろ
い
て
、
出

て
こ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

モ
グ

ラ
退
治
の
ご
ほ
う
び
に
、
餅
や
菓
子

を
も
ら

っ
て
子
ど
も
た
ち
は
、
村
の
家
々
を

あ
る
き
ま
す
。

西
日
本
の
農
村
各
地
で
行
な
わ
れ
る
亥
の

子
祭
り
は
、
東
日
本
で
は
、
十
日
夜
と
呼
ば

れ
、
同
様
の
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
九
州
の
水
田
地
帯
に
は
、
田
の
あ
ぜ
道

に
、
手
に
シ
ャ
モ
ジ
や
ス
リ
コ
ギ
を
持

っ
た

石
像
が
、
そ
こ
こ
こ
に
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
像
は
、
タ
ノ
カ
ン
サ
ー

（日
の
神

様
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

頭
に
は
、
甑

（米
を
蒸
す
器
具
）
の
敷
物

を
か
ぶ
り
、
た
す
き
を
か
け
、
お
ど
け
た
笑

み
を
浮
か
べ
、
い
ま
に
も
踊
り
出
す
よ
う
な

姿
を
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
に
も
、
十
月
亥
の
日

に
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
掲

い
た
餅
を
、
ワ
ラ

ツ
ト
で
包
ん
で
背
に
負
わ
せ
ま
す
。

こ
の
餅
を
持

っ
て
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
は
お
山

に
帰
り
、
春
二
月
に
は
ふ
た
た
び
田
に
降
り

て
来
て
、
守

っ
て
下
さ
る
の
で
す
。

タ
ノ
カ
ン
サ
ー
の
石
像
の
な
い
村
で
は
、

他
の
村
の
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
を
、
夜
間
に
ま
ぎ

れ
て
シ
ッ
ケ
イ
し
て
く
る
の
で
す
。

重

い
石
像
で
す
か
ら
、
力
持
ち
の
村
人
が
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数
人
が
か
り
で
は
こ
び
、
日
立
た
な

い
場
所

に
祀

っ
て
お
き
ま
す
。

タ
ノ
カ
ン
サ
ー
の
石
像
の
あ
る
村
は
、
必

ず
豊
作
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
タ
ノ

カ
ン
サ
ー
の
モ
テ
モ
テ
ぶ
り
は
た
い
へ
ん
な

も
の
で
す
。

け
れ
ど
も
、
他
の
村
か
ら
持

っ
て
来
て
し

ま

っ
た
石
像
は
、
お
返
し
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

タ
ノ
カ
ン
サ
ー
を
さ
れ
い
に
み
が

い
て
、

時
に
は
化
粧
ま
で
し
て
車
に
の
せ
、
お
礼
に

亥
の
子
餅
を
鵜
ぐ
米
の
俵
な
ど
を
添
え
て
送

り
返
す
の
で
す
。
持

っ
て
ゆ
か
れ
た
村
人
の

方
も
途
中
ま
で
出
迎
え
て
、
ま
た
も
と
の
場

所
に
お
祀
り
す
る
の
で
す
。

タ
ノ
カ
ン
サ
ー
は
、
み
ん
な
の
も
の
。
人

び
と
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
田
の
く

ら
し
を
見
守

っ
て
い
て
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ

の
ど
か
な
風
習
の
反
面
、
自
然
の
き
び
し

い
試
練
に
左
右
さ
れ
る
農
作
物
を
、
み
の
り

あ
る
も
の
と
す
る
に
は
、
汗
を
流
す
努
力
と

と
も
に
、
タ
ノ
カ
ン
サ
ー
の
よ
う
に
、
日
に

見
え
な
い
世
界
と
の
橋
わ
た
し
と
な

っ
て
く

れ
る
存
在
が
必
要
な
の
で
す
。

荒
バ
る
自
然
の
神
々
を
な
だ
め
て
、
田
の

み
の
り
を
守

っ
て
く
だ
さ
る
田
の
神
こ
そ
、

平
和
な
く
ら
し
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
親
し
み

や
す
い
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
生
活
の
中
に

生
き
つ
づ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
十
月
亥
の
日
に
は
、
茶
道
が
隆
盛

し
た
室
町
時
代
よ
り
、
炉
び
ら
き
の
催
し
も

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
の
立
夏
の
こ
ろ

か
ら
閉
じ
て
お
い
た
炉
を
ひ
ら
く
の
で
す
。

そ
し
て
、
新
茶
を
詰
め
た
茶
壺
を
飾
り
、

こ
の
日
、
和
紙
で
封
を
し
た
口
を
切

っ
て
用

い
る
の
で
、
口
切
り
の
茶
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
茶
壺
に
は
、
呂
宋

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸

島

の

一
）
の
壷
な
ど
が
珍
重
さ
れ
、
信
長
や

秀
吉
な
ど
の
戦
国
武
将
た
ち
も
、
競

っ
て
手

に
入
れ
た
が
り
、
多
く
の
物
語
に
登
場
し
て

き
ま
す
。

秀
吉
愛
蔵
の
呂
宋
の
壺
と

い
わ
れ
る
も
の

が
、
現
在
も
岩
手
県

一
離
の
あ
る
旧
家
や
細

川
家
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
茶
壺
を
輸
入
し
て
、
巨
額
の
富
を
得

た
と
い
う
呂
宋
助
左
衛
門
の
話
も
有
名
で
す

が
、
茶
壺
の
産
地
は
、
呂
宋
で
は
な
く
中
国

の
広
東
省
あ
た
り
で
作
ら
れ
、
穀
物
入
れ
な

ど
に
日
常
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と

の
説
も
あ
る
の
で
す
。

茶
道
中
興
の
祖
、
千
宗
易
利
休
は
、
秀
吉

の
茶
頭
を

つ
と
め
、
禁
裏
で
行
な
わ
れ
た
茶

会
で
、
「天
下

一
宗
匠
利
休
居
士
」
と
い
う
称

号
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
利
休
は
禅
の
心

を
基
に
、
人
間
形
成
の
精
神
修
行
の
場
と
し

て
の
茶
道
を
確
立
し
た
の
で
す
．

万
事
に
華
や
か
さ
を
誇
り
、
北
野
大
茶
湯

で
は
、
黄
金
の
茶
室
や
、
金
の
力
で
収
集
し

た
名
物
を
飾
り
立
て
る
よ
う
な
秀
吉
と
は
、

意
見
も
合
わ
な
く
な
り
、
つ
い
に
は
自
刃
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

海
を
渡

っ
て
来
た
壷
と
い
う
こ
と
で
大
切

に
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
が
、
産
地
で
は
、
穀
物
入
れ

と
し
て
日
常
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
知

れ
な

い
と
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

和
の
精
神
、
無
の
心
を
貫

い
た
利
休
の
心

意
気
が
、
茶
壷
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
て
く
る

よ
う
で
す
。

ど
こ
に
で
も
こ
ろ
が

っ
て
い
る
よ
う
な
器

物
を
大
切
に
あ
つ
か

っ
て
こ
そ
、
生
命
の
息

吹
き
が
与
え
ら
れ
、
私
た
ち
も
共
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

素
朴
な
焼
物
の
壷
を
、
茶
壺
に
す
る
も
よ

し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
わ
び
た
趣
き
を
た
の

し
み
つ
つ
、
生
活
用
具
と
し
て
も
用
い
て
ゆ

く
こ
と
が
で
き
た
ら
、
さ
ぞ
心
も
豊
か
に
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

亥
の
日
の
炉
び
ら
き
同
様
、
江
戸
城
中
で

も
こ
の
日
か
ら
火
鉢
を
出
し
、
姫
健
を
入
れ

る
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

大
手
間
や
、
桜
田
門
外
で
大
等
火
を
焚
き
、

暮
六
ツ
時
に
な
る
と
諸
候
が
登
城
し
、
玄
猪

の
儀
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

紅
自
の
餅
が
贈
ら
れ
、
町
家
で
も
牡
丹
餅

を
贈
り
合

っ
て
祝

い
ま
し
た
。

ま
た
、
紅
や
黄
に
彩
ら
れ
る
野
山
の
紅
葉

狩
り
な
ど
も
、
旧
暦
の
こ
の
亥
の
日
の
こ
ろ

が
見
頃
で
、
楓
や
自
膠
本
の
紅
が
、
秋
空
に

ひ
と
き
わ
映
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

||■ ||■|■ IFF
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＊

紅

葉

弁

当

叉
材
料
甘

人
２

日
本
ほ
ど
紅
葉
の
美
し
い
国
は
な
い
と

い

わ
れ
ま
す
。
野
山

へ
と
出
か
け
て
ま

い
り
ま

し
ょ
ｏ，
。

材
料
　
赤
碗
豆
入
り
玄
米
御
飯
　
６
カ
ッ
プ

午
労
　
　
　
　
　
　
　
細
グ
ラ
ム

人
参
　
　
　
　
　
　
　
　
加
グ
ラ
ム

里
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
個

厚
揚
げ
　
　
　
　
　
　
　
１
枚

絹
さ
や
　
　
　
　
　
　
３０
グ
ラ
ム

大
根
　
　
　
　
　
　
　
　
硼
グ
ラ
ム

海
苔
　
　
　
　
　
　
　
１
枚

①
一
赤
碗
豆
％
カ
ッ
プ
を
ひ
と
晩
水
に
浸
し

た
も
の
を
、
玄
米
４
カ
ッ
プ

水
４
．
８
カ
ツ
プ
ヽ

塩
小
さ
じ
％
と
合
わ
せ
て
、
圧
力
鍋
で
炊
き

ま
す
。
（鍋
に
よ
り
水
加
減
も
ち
が
い
ま
す
の

で
ご
注
意
）
人
参
の
紅
葉
型
に
抜
い
た
も
の

を
、
サ
ッ
と
塩
ゆ
で
し
て
散
ら
す
と
よ
い
で

し
ょ
いつ
。

②
）
午
芳
は
、
太
い
も
の
は
四
ツ
割
り
に
し

て
、
５
セ
ン
チ
長
さ
に
切
り
、
た
っ
パ
リ
の

水
で
や
わ
ら
か
く
煮
ま
す
。
生
姜
少
々
と
醤

油
大
さ
じ
３
を
加
え
て
仕
上
げ
ま
す
。

③
一　
人
参
は
３
セ
ン
チ
長
さ
に
し
、
ま
わ
し

切
り
に
し
ま
す
。
空
炒
り
し
塩
小
さ
じ
％
を

加
え
、
水
少
々
を
入
れ
て
蒸
し
煮
し
ま
す
。

０
）
里
芋
は
皮
を
こ
そ
げ
、
油
大
さ
じ
１
で

炒
め
、
厚
揚
げ
を
１０
等
分
に
切
っ
た
も
の
と

と
も
に
や
わ
ら
か
く
煮
て
調
味
し
ま
す
。

⑤
・　
絹
さ
や
は
、
筋
を
と
り
、
塩
ゆ
で
し
、

色
ど
り
に
添
え
ま
す
。

⑥
）
大
根
は
、
細
い
せ
ん
切
り
に
し
、
塩
を

ふ
っ
て
し
ば
ら
く
お
き
ま
す
。
水
気
を
し
ば

っ
て
横
半
分
に
切
っ
た
海
苔
で
巻
き
、
切
り

分
け
ま
す
。

ほ
お
　
ば

＊

朴
葉
み
そ

十
月
亥
の
日
の
こ
ろ
に
は
、
人
が
恋
し
く

な

っ
て
き
ま
す
。
食
卓
に
火
を
持
ち
出
し
て

朴
葉
の
香
ば
し
さ
を
味
わ

っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

材
料
　
朴
葉

麦
味
噌

椎
茸
　
　
　
長
ね
ぎ

人
参
　
　
　
　
　
　
　
％
本

椎
茸
　
　
　
　
　
　
　
　
２
枚

①
・　
長
ね
ぎ
は
小
口
切
り
、
人
参
は
細
切
り

に
し
て
サ
ッ
と
塩
ゆ
で
し
ま
す
。
椎
茸
は
も

ど
し
て
細
切
り
に
し
ま
す
。

②
・　
朴
葉
の
上
に
味
噌
を
の
せ
、
長
ね
ぎ
、

人
参
、
椎
茸
を
な
ら
べ
、
炭
火
で
焼
き
ま
す
。

炭
火
が
な
い
と
き
は
、
ガ
ス
台
に
網
を
の
せ

弱
火
で
焼
い
て
頂
き
ま
す
。

＊

白
和
え

吉
来
か
ら
食
用
と
さ
れ
た
ヤ

マ
ユ
リ
の
花

の
乾
燥
し
た
も
の
を
用

い
て
自
和
え
に
し
ま

し
た
。

材
料
　
百
合

の
花
　
　
　
　
　
　
３０
グ

ラ
ム

豆
腐
　
　
　
　
　
　
　
１
丁

①
・　
百
合
の
花
は
、
ぬ
る
ま
湯
に
浸
し
て
も

ど
し
ま
す
。
油
大
さ
じ
１
で
炒
め
、
醤
油
大

さ
じ
３
で
煮
て
お
き
ま
す
。

②
　
豆
腐
は
布
巾
で
包
み
、
ま
な
板
の
間
に

は
さ
ん
で
水
気
を
切
り
ま
す
。
ほ
ぐ
し
て
す

り
鉢
に
入
れ
、
塩
小
さ
じ
％
を
加
え
よ
く
す

り
ま
ぜ
ま
す
。

③
　
煮
付
け
た
百
合
を
さ
ま
し
て
、
豆
腐
で

和
え
ま
す
。

＊

揚
げ
も
の

一種

南
蛮
渡
来
の
テ
ン
プ
ラ
同
様
、
フ
ラ
イ
も

ま
た
桃
山
時
代
に
渡
来
し
ま
し
た
。
高
野
豆

腐
と
卯
の
花
を
用
い
て
フ
ラ
イ
に
し
ま
し
た
。

１
枚

大
さ
じ
５

１

本
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材
料

一品
野
豆
腐
　
　
　
　
　
　
５
枚

長
ね
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
１
枚

卯
の
花

（オ
カ
・こ

　

　

硼
グ
ラ
ム

玉
ね
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
５０
グ
ラ
ム

人
参
　
　
　
　
　
　
　
　
５０
グ

ラ
ム

グ
ル
テ
ン
バ
ー
ガ
ー

小
麦
粉
　
パ
ン
粉
　
揚
げ
油

①
　
高
野
豆
腐
は
、
湯
で
も
ど
し
て
よ
く
洗

い
、
出
し
汁
２
カ
ッ
プ
に
塩
小
さ
じ
％
、
醤

油
大
さ
じ
を
加
え
て
、
落
し
蓋
を
し
て
良
く

者
ま̈
す
。

②

高
野
豆
腐
を
半
分
に
切
り
、
間
に
長
ね

ぎ
を
は
さ
ん
で
串
を
打
ち
、
小
麦
粉
を
水
溶

き
し
た
衣
を
つ
け
パ
ン
粉
を
ま
ぶ
し
て
揚
げ

ま
す
。

③
・　
玉
ね
ぎ
、
人
参
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、

油
大
さ
じ
％
で
炒
め
ま
す
。

④
）
卵
の
花
と
グ
ル
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
ほ
ぐ

し
て
③
に
加
え
、
塩
小
さ
じ
％
と
小
麦
粉
大

さ
じ
４

（水
分
に
よ
っ
て
調
節
す
る
）
を
ふ
り

入
れ
ま
す
。

⑤
・　
型
を
整
え
、
パ
ン
粉
を
ま
ぶ
し
て
揚
げ

ま
す
。
せ
ん
切
リ
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
モ
ン
な
ど

を
添
え
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

＊

紫
蘇
巻

紫
蘇
の
蘇
と
い
う
字
は
、
蘇
生
す
な
わ
ち

ふ
た
た
び
生
き
返
る
と
い
う
こ
と
を
も
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
気
を
爽
や
か
に

す
る
と
し
て
漢
方
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

材
料
　
紫
蘇
の
葉
　
　
　
　
　
　
１０
枚

納
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
１
枚

梅
干
　
　
　
　
　
　
　
３
ケ

青
の
り
　
　
　
　
　
　
　
少
々

①
・　
納
豆
は
良
く
粘
り
を
出
し
て
マ
ナ
イ
タ

の
上
に
の
せ
、
種
子
を
取
っ
た
梅
干
の
果
肉

と
青
の
り
を
加
え
、
包
丁
で
叩
き
な
が
ら
ま

ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

②
・　
十
等
分
し
て
紫
蘇
の
葉
で
巻
き
ま
す
。

＊

亥

の

子

餅

古
式
の
亥
の
子
餅
に
ち
な
ん
で
、
五
種
を

合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た
。

材
料
　
餅
玄
米
粉
　
　
　
　
　
　
局
カ
ッ
プ

ヤ
ン
ノ
１
　
　
　
　
　
　
１
カ
ッ
プ

（小
豆
、
大
豆
、
玄
米
入
り
）

干
し
栗
　
　
　
　
　
　
　
硼
グ
ラ
ム

胡
麻
　
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
１

①
・　
餅
玄
米
粉
と
ヤ
ン
ノ
ー
を
合
わ
せ
、
塩

小
さ
じ
２
を
加
え
、
熱
湯
で
こ
ね
ま
す
。

②
・　
蒸
し
器
で
２０
分
ほ
ど
蒸
し
ま
す
。

③
一　
千
し
栗
は
、
や
わ
ら
か
く
煮
て
塩
少
々

を
加
え
ま
す
。

④
一　
胡
麻
は
煎
っ
て
、
細
か
い
切
り
胡
麻
に

し
ま

す

。

⑤
一　
蒸
し
た
粉
に
、
千
し
栗
と
胡
麻
を
加
え

て
良
く
こ
ね
、
型
を
整
え
ま
す
。

確かな商品を選ぶ目。4′
よい 品 を よ り安 く提 供す る。… … …

チ た ラ ル (株)はそれだけを考えています。
健康食品。自然化粧品。無公書性洗剤etc.

良い品は何でも低価格で憎いま十。開店ご希

望のかた、又、すでに販売さ11て いるかたも

lJ・ 気軽にi」 をかけてください ,

ナ チ ュ ラ ′叶 朱式 会 ネ土 〒54フ 大阪市平野区喜連東卜2-10

T E L ∞  (709) 1163(代 )

今
、間
わ
れ
て
い
る
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日本 Ci協会の雑誌 新 し き 世 界 へ

年 賀 広 告 をどうぞ〃
新 しい年 が近づ きま した。躍進 のマ

『新 しき世 界へ』に新年 のあい さつ を

ジ上段 に「謹 賀新年」 の文字が入 り

寸法および料金は右の通りです。11月 15日

必 着 締 め切 り で す 。

※原稿は、原寸の枠 どりをして、その中に楷書で書
いて ください。 (郵 f更番号をお忘れな〈)

※ B～ Fはスペースに応 じてイラス ト・写真・地図

なども入 ります。

(複雑 なものは、製版代の実費申 し受けます。)

※改 名された方はぜひご応募ください。

申込 み 右下の用紙 に記入 し、原稿 と料金を添えて

下記へお送 りください。

申込み先/日 本 CI協会年賀広告係
〒 151渋 谷区大 山町 11-5
TEL。 (03)469-7631(代 )

(広 告 の一例 )

「新 し

クロビ

発表 し

ます。

ク国際雑誌

い。各ペー

種類 寸 法 (タ テ)× (ヨ コ) 掲載料金

A 50× 29mm(1中1) 3,000円

B 50× 58mm(2枠 ) 6,000円

C 50× 87mm(3枠 ) 9,000円

D 50× 144mm(横 1段 ) 14,000円

E 100× 87mm(6枠 ) 16,000円

F 100× 144mm(%頁 ) 25,000円

G 222× 144mm(全 頁) 38,000円

※Gは 、「謹賀新年」の文字が入りませんので、

自由な形で指定 してください。

― ― ―  キ リ ト リ 線

―

一 一 一 ― ― 一 一 一 一 ― ―

‐

き世界へ」年 賀広 告申込書

ツ
　
さ

イ

だ

テ

　

ノ
く
ヽ

オ
　
て

上記のとおり中込みます。
住所 (〒 )     )電 話

氏 名

月

日本 CI協 会 御 中
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種   類 申込口数 料 金

日 円
代
表
取
締
役

純
正
食
品
製
造

・
販
売

６０
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
―

一

一丁
電
（〇
三
）
二
五
三
―

一
〇
〇
〇
Ｑ

▽
△
実
業

輸

玄

米

太

郎
昭和53年

③



◇デンシー

◇     
″

◇タンポポアメ

◇南部八割ソバ

◇裸  麦

◇オーサワクッキー

◇タンポポコーヒー

◇梅干の黒焼き

◇コンプの黒焼き

ヶ― ス人  309
夕を  ノヽ    309

809

2509

8009

1509

2509

209

109

500F弓

350R
200F日

200Fヨ

250R
200円

l.500FЧ

850Fl

550R

ォーサヮジャバン帥
803046505021

塩漬のナスのヘタを黒焼きにした歯磨 き

原料、タンポポアメ、黒糖、麦芽アメ

純内地産

玄米を主体に したクッキー、食養家向

ベルギーの リマエ場製

効用は、「新 しき世界へ」486号 loペ ージ

をご参照ください。

自然 農 法 産 の 玄 米 を ど うぞ

玄米カムカムクラブ

◎特選米 (400口 、一口60kg)品種 旭、 主産地 群馬県 (有機農法 5～ 6年 )

先着 400日 以後は、その他の自然農法米となります。

①資  格 まず日本CI協会の会員になっていただきます。

②申込方法 申込書に記入のうえ、予約金として一口につき1万円をお払込みください。

③申込締切日 昭和53年 10月 30日 (予約特選米は 400口 で締め切らせていただきますので

お早目にお申し込みください)。

④金  額 価格一口60kg¥33,000(30kg¥17,000)(送料別)

⑤払 込 日 すでに申し込まれた人の場合、10月 15日 までに残額をお払い込みください。

⑥振 込 先 郵便振替「東京 6-20172」 オーサワジャパン(株 )、 または下記へ書留で。

⑦お問い合せ及び :〒151東京都渋谷区大山町11-5 オーサワジャパン株式会社

現金書留送付先 玄米カムカムクラブ係あて 803(465)5021

③ご予約の玄米は、12月 20日 以後はお預り出来ません。それまでにお引取りください。

③配達予定 10月 下旬～12月 上旬

―一―――一一一一― キ リ

玄米カムカムク

ト リ 線

ラブ入会申込書

神よ::習窮黒奮:集晉↑統套曇貰麗路盆曇慧:ま丸 (Iπ「万互顧こ薫石ち`ξll紹け
番誘己月

職 業 (    明

男。女生年月日ぬ
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オーサワジャパ ンのお知 らせ (手 づ くリシ

☆予約注文受付中/

ひとつひとつていねいに、修理、再生 しました。

直径 30～ 35cm  高 さ 18～ 26cm
重量 30～45kg (手 まわし)

・ 「手作り」「ホンモノ指向」が今 、深く関心を
持たれています。それほど毎 日食べている食
品に不安を持たざるを得ない時代環境に生き
ていると思えます。市販の小麦粉についてい
えば 、工業的に大量生産による製粉は 、高速
ハンマーミルや□―ルミルにより高速 、高温
の機械の中で数十回,数百回も打ち砕かれ 、
たたかれて出来上 ります。そして 、ただ澱粉
質だけをとるために 、香 り、0/R、 湿度 、ビタ
ミン、ミネラル 、胚芽 、ふすまといったもの
が全部取 り去 られ 、または破壊されてしまっ
ています。

価格は大きさによって異なります。
25,000R‐‐30,000H

●お申込み、お問合せ先
オーサ ワ ジ ャバ ン株 式会社
〒151東京都渋谷区大山町H-5

803(465)5021(代 )

・ こうした中で、昔ながらの、そしてゆっくり
(低速)と 石自で挽いた穀物の味 、香り、舌ざ
わり、栄養価は全く格別です。穀物は粉砕さ
れる寸前まで生きています。ですから発熱し
ない石自でゆっくりと挽くことは、生きてい
る穀物がすぐ食べられることで、全く理想的
です。すべてのものが含まれている粉 、ある
いは多少「ふすま」が取り除かれた粉は「ホン
モノ」の味をあらためて私たちに教えて<れ
ることでしょう。

・ どうぞあなたもご自分で「ホンモノ」を作って
みてください。

石 臼 式粉砕 機 の特 長

1 低速回転 (50～ 60回転 )の ため比較的発
熱が少な く穀物の風味 、ビタ ミン, ミ
ラル等の損失が少をい。

2 誰にでも安全に操作ができ、細 目から

荒 目まで自由自在に粉砕することがで

きる。

3 長期間の使用 に耐え 、また自の「目立」

や「整形」の必要がありません。

4 超高度の カーポランダム (炭素 2,000℃

で焼結。ダイヤモン ドに次いで硬い )

で人体には無害。

5 あらゆる乾燥された穀物 、野菜 、海草 、

小魚 、豆類の粉砕 に適しています。

6 全種 コンパク トで 、場所をとらず御家

庭での手作 り、食品カロエに安心 と魅力

が得 られ ます。

発売 元

オーサワジャバン (株 )

〒151東京都渋谷区大山町‖-5
a(03)465-502:(代 )

一穀物 は粉砕 直前 まで生 きてい ます一

リトルアーク

手動石臼粉砕機

>才寺 長く
。どこにでも運べる

ポータブルな石臼

粉砕機でアルミダ

イキャスト製です。
●大きさ

35セ ンチ (高 さ)

20セ ンチ(巾 )

22セ ンチ(奥行)

●重 量  2 6kg
●能 力  1時間

2kg前 後
● |リ ントフレホンパ

ー付
スタンダード型

¥16,800
デラックス型

(砲金軸受)

¥19,000

ウインドミル

電rlJ石臼粉砕機

>4寺  長く
低速粉砕 をす るため

に、ハイパ ワーのギ

アモーター を使用 し

た家庭用電動型粉砕

機 です。
●大 きさ

40セ ンチ (高 )

20セ ンチ (巾 )

44セ ンチ (奥 行 )

。重 量  14 5kg
。出 力

100V100ワ ント

50H250回 転

60H260回 転
0能 力 (1時 間平均 )

細 目 2-3 kg
荒 目 4～ 6 kg以上

01リ ントルホ ンパ

ー付

¥69,500
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考備称名 住所 。電話 営業時間・休日

く北海道。東北地区〉

の
ン

ロｍ
ルフ

食
ン

康
サ

健
ト

・

一

然
パ

自
デ

北 海 道 健 康 学 苑 007802旭 サ11 lfガ dll口「11-52-6

■
' (0166)48-4107
0064札 幌市中央 [え南十八条西7-3

(第 5'一 ポ ビルlF)
8  (011)511-8232

つ 07301砂 1市 西 1条北 1丁 目9

■
' (01255)2-4386
3020-01岩

「
県岩

「
郡滝沢村穴 11

a  (01968)4-3420           436-4

0027岩
「

県γf古 市大通3-425
1' (01936)3-6310

0024岩
「

県北上市新穀町 1-3-5

2' (01976)4-7048

0980仙 台市中央3107
● (0222)62-7677 

・

8:00-20:00
毎 日曜 日

9:lllP19:00
毎 日曜 日・祝日

特に定めず

10:00-18:00
毎 日曜日

年中無休

9:30-19:00
第1-3日 曜 日

食養相談,足心道指導,食品, 書籍小売

玄米試食会,健康相談,オ旨圧 ,

卸小売配達,料理講習会

漢方調剤

海の学校,山の学校,食品,雑穀,農産物
通信販売, 予約販売,料理研究会

日本CI協会宮古支部

食品・図書販売・出張講演に応ず

試食会 (無 料 )

料理講習,食品,書籍販売,食養相談然

一

自

タ

ノヽ

／ヽ

の
セ

一つ
口ｍ

み
食

(旬 ウ リ 薬 局

青 山 自 然 食 品
セ ン タ ー

マクロビオテ ィック
菜  さいえん 宛

北上正食セ ンター

(堀込幸雄 )

l■lゲ ダ ツ 商 事
(rに 1々供締役岡野武徳 )

(旬 ケ ン コ ウ

l■l そ う け ん
健康 食品センター

み ず ほ 健 康 食 品

く東 京・関東地区〉
オ ー サ ワ ジ ャ バ ン 0151渋 7ゞ 区大|II田 Il1 5イ ンター 10:00～ 18:oo 部内配;圭,国内発送

(東北沢店 )● (03)465502■代  マ ノク1階  毎日曜日   (4ヽ IH急 線,東北沢l分 半)

オ ー サ ワ ジ ャ バ ン 0104中要予区中里15プ ロー ドウェイ ll:oO～ 19100 鮎 占,詳籍小売 (中 央線中野駅Jヒ |15分 )

(中 野店 )● (03)3854233  センター4階  毎日曜日,第 3水曜日

響 ξ 鼻 傑 I II賞 驚

6腹

段淵 [世軋 H}8鷹 1囃  幣ili:聯 Iチ
図ヽ 小売 卸

● (045)9015111代 )        (H・ 祝 )

者5立 大 自 然 食 品 セ  0152[l黒 区中根1216      11:00～ 18:30  ヨガ体操 (毎週金,PM6:30～ 8:30)

ン タ ー  初   穂 ● (03)723-9202      毎 l11複 11・ 祝H 純 11食
=L,農

産物,器 具,リ マ化粧品

冒然食品センタ整:|::)島胆五傷
砂8135    9:00～ 19:00  サ骨繁ヲニ誘31:贅る健康村1談 (無ギ|)

六  合  堂:|::)艦 r易舅[菖鱗:lィil横通)な♀♀竃|♀

:00  
農労業|ヒ機愛1鹿霞臭憲霜蒙

具

不 二 自 然 食 品 :|::)驚 臣島鳥
l‐ 番2-21-4  

程ll通醤

:00 
ハ訂 醐 高精

接区内酉己達

ら  ヽ る  さ と や  0135江東区白河4-3-7       9:00～ 19:00  食養相談

自然 食 品 セ ン タ ー 8(03)6435247       毎日I在 日   整体指圧治療け 約需1)

サ  ン  ラ  イ  ト 0158世 |II谷 区奥沢72015    10:00～ 20:00  食品,農産物,器具,化粧品等600余種取扱

自 然 食 品 セ ン タ ー ● (03)7045191伸       第3日 1在 日  本II甲 教ヨ 毎週火曜日・金曜日,

九品仏 .く はんふつ.駅前店                                春季・秋季年二期コース)

TLゝ
ミ
ヂ生7115区ず籠1全の場非∫

階
∝∞～F∞

 K喜絶書雷香般婁蓉鳥妙
嚇

lal野 原商会承濡:協%薦
田丁5-7  

暮:♀確H.祝  姐窪否醤驚撲蝙 天塩梅千等)

ホ ビット村:濫″
=7鰤

もじサ_ド肌)  運轟臭醜縦∵留L轟暫
糎

0160新宿区荒本田∫4                ~般 食品,健康食品

● (03)357-1161                   11食 法の図書販売

し 182調 布11lil111 27 2      9:00～ 17:00   食品卸,配達,発送承ります

● (0424)84-0376         毎日1‖ 日・祝

012111立 区東イ升興田「3322     9:00～ 19:30   ナl一 回料f電 教室, 食養相談

● (03)853 1724fl        毎火曜H

0182狛江市西野サ1120-5     9:00～ 20:00   rt品 販売

a(03)4803240          毎日曜日    玄米食運動の宣伝と料理法の普及
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7だ塁豪蓋霞僣編罰蜜膚げ
晶思湘2ぶ欝ち∬∫

町卜器■7 撃」鼈甘∝∞ 属食襲轟2管 1却 ぼ0日∈m
は じめ健康 食 品店 81::2雰麦I壇ま

田丁1-29-5   
をv～

20'00  
鼻稽

全般,化粧
『

1・ 洗剤

命救鍼法創始所 :|::2お食電見ど
「5722   

懸:♀循曽
:00 [?「

奥『習進ε、クドゥ)

星
然食

量ォ
ンタ

層
=|:!2よ

:嵐潟I「

4-5M    
たT冨檬

:30  
ま号肇1;雪事

るり|き 売りも

八王子正食センタアr翻:溌責鬼∫軸本271111 響亀I∞ 謄ξ ttIII燿∫I胸髯Tttβ

閣マナ自然食センター:認:2野量島滉製犠鴨l160681 撃」粧|り

∞ 雪腎3藤魂F倉豊哀壁鯖療器総合専門店
配 j圭 もいた します。

議  暑  尭承〔:L電流島悠∫
サ1区広台太||1田T21 lT「

躍ピ
0  

雲窪壁に1燥 itthす る同志を求む
横 浜 健 康 食 品 0240は 市保 l:ケ 7゛ 区岩に1田丁1 lo 710:30～ 18:30 8(045)335-3083(幌 )

滝   田   園 a(045)341-6876      毎日1翌 [](祝 日も休む事有り)

自 然 食 品 セ ン タ ー o233横浜市南区中印 T4-81  9:30～ 19:00  渋谷自然饂 出センタ 姉妹li

弘 明 寺 店 ● (045)7123339

菊 屋 百 貨 店 ・ 健 康 0244横 浜市,i塚区′i塚 町44   9:30～ 19100

自然食品セ ンター a(o45)881-7636      毎水曜日

サンエイ相模自然食品 忌 〔:12'糠埼1絆
田
浮 属:1    暮T亀100   

毎月1回 食品研究会

督 然 食重電 ンタ翌 ]驚 1。 41鮒

縣
｀ 観 鷹 乳

呻 咄

 II〔 [今
り負)極雌 産物■腱た

習 志 野 健 康 食 品 じ 275習志」師 本人久保5324 10:30～ 19:00(｀ Fll)鮎占販売,食 Ⅲ村lf炎

お お く ば 京 愛 堂 a(0474)732957     13:00～ 19100(II・ 祝)

毎水曜 H

平     不口    」童 o272市 川rlj真 問3H12      1o:oo～ 19:00  挙llH講 習 (パ ン作・11腐 作 f也 ),マ ルチレータ

昌 砂 自 ″ヽ ftl晶 Jこ′吉 a(0473)220810         毎 ‖Ill‖     ―による健康,美容‖1談 (無料 )

1ヒ 習 志 野 自 然 食 品  じ 274千 葉県鷺濡 市西習′よrF2-28-7 電話で健康相談に応 じます
セ ン タ ー 初 穂 ● (0474)649130

鷹ご事轟晶姿子鷺J和1][よ |サリサ_8分)}よ「Z淵)3警‖f頼〔′静,シ ∴二な肯幌憬鮮:姑

溝 口 善 油思2:::::ルま見屁津郡袖
ケ浦横||1989      下螢撃け写呻:3犠段|

内 田 繁 商 店 0300-12期 県牛久口「牛久3475 9:00～ 19100 鶴 占,牛 籍,器具

自 然 食 品 部 8(02987)2-0135   毎火曜[|

茨  1成  。 大  宮  0319-22茨城県那珂郡大宮町中富  8:30～ 19:00   健康指導・催眠講習会

は しりき ゅ つ J寮 院 ● (02955)3-0264     1087 毎日1緩・月12H (1:陸大宮駅 歩5分 )

そ ば処 無 双 長 寿 庵 思 :::』 :1耳お「

本西卜325  
岩」粧 子

0:00「 アマテラス会」鮎 お,書籍販売

桜 井 商 店 o343越 7゛ 市大沢4105 8:30～ 21:00

正 食 コ ー ナ ー ● (0489)623479    無体

大  田  屋  本  ′吉 0346久喜市南1818       9:00～ 19100   食養相談,健康指導, rt‐ 品,lXl 11販売,

自  然  食  品  部 ● (0480)210102         毎日1凛 ‖     リマ化粧品,玄 米試食会,Cl,L‖購 習会

ιす  い   ら  く 0336浦 和市常189 32 21               lli食 とけいらく健康法

操  法  普  j及  会  ● (0488)317819r約 制,F‐ lll米「             於熱 は 寿会館(随 H予 )

自 然 食 品 の 店 o3501越 市霞ケ関Jヒ325  10:00～ 19:00

コ レ ク ト ● (0492)31-1897  第3冽くI鵜 ||

霞   正   食   会 o35011越市‖つ場2153-28     8:00～ 19100   毎月第31:I塑 Il、 11食、無双原理勉強会

(本  問  健  滋 )● (0492)310153         毎本曜日    健康相談

群 馬 マ ク ロ ビ オ 0370高崎市■1111田「713   9:00～ 19:00  図 ,1,鮎占販売

テ イ ッ ク セ ン タ ー ● (0273)225484,255506   無休     li例 無双原flと「 食の勉り1会・健康‖IF炎

-53-



昌          口崎 0370高崎市新田「101       9:00～ 19:00   食品販売,正 食,空 手, ョガ講習会

自 然 食 品 セ ン タ ー 8(0273)25-2605       無休    健康指導

鈴木  選 手
=l::;::4鳳

電現
lll名 田丁乙6n        

鼻麓最菫?薫査真IttL犠籐黎饗
[

七  庸  会
=|::7麻

E増総撮‖零警躍) 脱碁1続吼,製守ち共
'り

に品,CI隔
井上自然食品センター

=l::』

規耳金:罵

~12-13    
彗:1通 |::30  客彗鳥醸F矢薫命蒙留

く近畿 。中部地区〉
―

福 井 健 康 学 園 X::,7編友島贋Fl~11~2  撃撃

=減

:00 挙1理 教室,健康教室,足心道,「 l然 農園

健 康 食 品 の 店 091o福井市all茂河原2-19-12   8:00～ 19:00   料理教室(第 2111理 l時,第 4日 曜H時 )

大  和  (や まと)● (0776)36-6747 足心道指導 (予約制)三 島貫信

正 食 の 店 ・ 和 や ::::63舅:島」
原17   

鯉深
～20:00 第2日 曜日,お しものの集tヽ

丸の内薬局
=:::63現

島島r内
2-1-1  鞘通ピ

:00 
層摩ll談

酒井須三子
=l::6ぷ

]二虚rl-5-35
リマ化粧品取扱,正 食品販売
長野無農薬野菜の会

長 野 正 食 セ ン タ ー o380長 野 市 三 輸 6-9-17    無 体 を原則   年 刊 「 ポ リオ」 発行

附属ポリオ研究所 01ヽ 児マヒ研究所)● (0262)34-5349          7:00～ 19:00   4ヽ 児 マ ヒの 方募集

南 佐 久 CIく ら ぶ 038414長 野県南佐久郡川上村           F食 研究会

(中 島 道 則)● (02679)7-2709  大深口1673

清 水 騰 堂 039913奨
学員董格瀾攣麗編il!2

イ マ ミ ネ 健 康 食 品 :|::2編 辱島『
区新

季
2-4216イ マ ミネビル3F縁

|1姦 1子

:00 飾 ∴販売

自然の家 ミ玄ミ:|::2織昂廃『
区L名古屋田∫182♀

1躍百f絆% 誂策窒命1晶倉暦早)P M7:00～
)

東 海 食 養 表:くの 1会 o453名 古屋市中村区則武1193  8:00～ 20:00   正食普及

l■l カロ 藤  「自 』吉 ● (052)4514195          年中無休     海水パンッ・毛loo%ニ ント製品製造販売

^、
ル ス ガ イ  ド 0466名 古屋市昭和区小坂町321  9:00～ 20100   自然食品販売,無 |1健 康相談

美          1建  ● (052)733-1283代 |      (水 曜日のみ91 oo～ 1800)出 張自然率lfl講習会,隔 月健康講演会
毎日曜H 祝日 会11募 集中 ′

健 食 の 富 森 島 ¥|::8肴 :サ 島島itよ命::古

市場482年
年盤薫

2σ 30 1余
風 占鳥鎖 撰 解 早ヱ||!導孝欠室,健康

村1談 ,玄 米弁当 胚芽ご飯 (会 合注文応じます )

愛  知  陰  陽  会 0485愛 知県小牧市大字寺浦2943  9:00～ 19:00   講演会(2カ 月に1度位),無料食養健康相談

(長 生 堂)  ● (0568)76-2731 毎日曜日、祝日  CI書籍,テ ープ,自 然食品, リマ化粧品販売

春     日    井  o486愛 知県春日井市瑞穂通71-H 9:00～ 20:00   食養料理教叡 月2回 )

自然 食 品セ ンター a(0568)827661 毎 日曜 H

豊橋自然食品センター
=|::3身

鯛1齢番
日
撃1島院前   私l♀薩|♀

:30  
薩牒鳥勢

化粧品

日 本 健 康 セ ン タ ー  o442愛 知県豊1市市HI町 大道下17 10:00～ 18:00  各種治療器,健康食品,自 然食品,メ滞 ,

(ケ ン コ ー 社 ).(053:麻
『 ::;:ス

停前)   毎月曜[1   健康サロン鮒 1開放

進 ず Fiギ 剛8糠留 明32 
蜘卜蜘

 趣 嗣 卵 』Fk‖
奨編 f炎

警然聾詭 £ 夕壁 :7::8携量ム蕊F崇
福寺町2「 日

 程|♀ぼ♀IT体 )構髭哀些
'´:籍'化粧品,11食講座,

訥
艮子Y亀量Y祢

=躍
7精島曼よ『

市mmT認■
 洋撃1ご:∞

 自然 品ヽ販売,濡嚇

昌釜覇讐%浄 ア
I鷲3mi蹴 獅

12215脚
蕉絆

∞ 緯冤裳壁
料開民自然食品,健康食‖,
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オ

一
都

一　
ム
丹

店

0606京都市ノIi京 区高rF蓼 原町77  24時 間営業   正食品,料理器具, 書籍,料Jl講習,

● (075)711-4551(代 )       年中無休    折詰弁当(予 約制)英語版書籍販売

0∞ 4京都市中躯 河原町通夷川角 夏季 γoに

=器

1平 日 ∬ ∞～
・

∞ 日・祝日
a(075)221-7890,2310348     冬季 9:o

0620福知山市堀内H]町 1953-2   8:30～ 20:00   食品,厨房器具,酵素化粧品,天塩
a(0773)22-9508          不定期の日曜日  マクロピオティンク書籍,そ の他

0540 大阪市東区大手通2-5-1   9:lXl～ 18:00   料理教室(毎火曜日・本曜日)

● (06)945-0827         毎日曜日    定例会(第 1日 曜日)

0543大阪市天王寺区谷町9-28   10:00～ 18:30
● (06)771-7545        毎日曜日

0547大阪市平野区喜連剌 210  9:lXl～ 17:00   純正食品,製造,卸 ,小売
● (06)7091163代 ), H83      11曜 日半休 ,日 曜日

0545大阪市阿倍rr・区西田辺町   9:00～ 21:00   無双原理研修,食養道場,気の研究会
8 (06)691-1590 2-229  無 休 心身統一合気道

0550大阪市西区南堀江 2-5   10:00～ 18:00   食品, リマ化粧占11, 丼籍,器具
● (06)5382225(九 新ビルA-102号 )毎 日曜日          .
0559大阪市住之江区粉浜1215  10:00～ 19100  自然食品販売,食 養指導

8(06)6736473          毎日1覆 日・祝日 玄米試食会

正 食友の会谷 町店

ナ チ ュ ラ ル l■l

研 心 館 本 部
食 養 道 場

堀 江 自然 食 品 店

健 康 普及会粉 浜店

0561豊 中市小曽根 18-23
8  (06)334-0088

0583人 阪府羽曳野市古市 14-20

● (0729)560166(ス ーパー トリオ前 )

0590堺 市竜神橋田r126
● (0722)32-3357(南 海本線駅前 )

0560豊 中 il刀根 山4351
● (06)854-2541(代 ノK lfズ 締役 11西 義直 )

0573枚 方市高 ll12 2 2

2'(0720)53-2200 PU ′園

0572寝 屋
'市

:井 ケ丘413
● (0720)22-4555

066801兵庫県出石郡出石町ri内 1544 無休
8  (07965)2-3931

7:30～ 19:00   料理,健康講習会(月 2 1ul)

第2・ 4日 曜日   松岡四郎先生ほか

10:30～ 19i30  健康講座 (第 21:曜 )

毎月曜日     ヨーガ指導(毎 本曜 )、 お好み焼

8:00～20:00   料fIE教室,健康相談,漢 方薬局
毎日1裡定体   振替 大阪 304407

8:00-22:00
元旦を除き年中無休

福園,水曜・金曜,健康相談,マ クロピオティンクボ1理教宅
出張講師     PU勉 強会,食品,GO,I籍 販売

9:lltl～ 19:00   関西一円に宅配(無料 )

整体指圧と正食料理教室

自由人の故郷,ワ ークキャンプ(サマーキャン
プ)自 然農園,足心道,竹細 [,わ らじづ くり

0624舞鶴市4ヒ 1ll辺 126-16     9:00～19:00   食養相談,自 然化粧品,

a(0773)76-7126(本 町バス停前)  年中無体を原則  食品書籍取扱い

064953和 歌山県那智郡勝浦田r401 10:00～ 19:00  1[食 料理講習会
● (07355)21107         毎日曜日    健康講座

〈中国 。四国 。九州 。沖縄地区〉

岡 本そば店
=,::5]攪

量充fttγ子
3

明 治 製 粉 (荀 0726府中市中口丁5364ヽ り 清

人 間 医 学 社 o726府 Iや 市F辻町
府 中 支 局 ● (0847)417668

西    日    本 o722尾道rl"7浜 1-6-21

自然食 品セ ンター 8(0348)225577(国 )重 2'}線 ,合 )

ビバ健康ハウス本部:〔::瀕
j:ム場II:23

皆   実   C   1 0734広 島市皆実町4-112
(平 賀 佐 和 子 )● (0822)55-2846

岩 国 自 然 食 品 0740山田県岩国市今津田「卜59
セ ン タ ー ● (0827)215975

ビオチーム健康社思:::混早廃鳥
町27-21

霊信 ξ隻 轟 訪fI胤 謝易躍「
市南松崎町卜4

l1100-24:00
定休日な し

特に定めず

9:00-6:00
111を 日・ネ兄日

9:00^-19:00

9:00-18100
毎 Hl螢・祝自

例年1月 中と

8月 中は休業

PUの 普及
はぶ茶,よ もぎ茶あります

めん類製造

食品, リマ化粧品, 吉籍
真空浄血治療器,浄血指導

自然食品販売,普 及,活動,PU研究会
「自然食品会館」(純 lE食 品マルシマ )

東洋医学研究会 (毎 月第 3日 曜日),自 然食料
理教室(毎月第 3本曜日)毎 年,夏休みに入っ
て最初の金・上。日曜日(2泊 3日 )健康合宿

毎月第4土曜日、例会
(料理講習、PU勉強会)

正食研究会(月 l lu」 )

ピオチーム健康清涼飲料
電子治療器,健康食品

「鶴島通信」(無料配布 )

にて催 しものを予告します。
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諄胴
　一　　口ｍ
　一

生
　
食

康
夕

然
タ

健
ン

自
ン

ロ
　
健

山
セ

愛
セ

075311‖ 1市 人市田r22      10:00～ 18:00  健康教室,料理教室(出張に応ず )

● (08392)31842          毎日曜日     西日本健康自然食品協会

0690松 ,[市 雑賀本町65      10:00～ 19:00  民間療法指導

8(0852)253635         毎日曜日

0760香 1県 高松市紺屋田r36   9:00～ 21:00

■
' (0878)21-7665

=織
93鷲聡「脇麗露れ司鶴:躍び

∞ 騨露減馨聞鰍囲

0805福 llll県 北九州市八幡東区枝光3-13-11 9:30～ 18:00

● (093)662-0841                第1・ 第3日 曜

X鴨:41:llil′サ1｀‖IJ:||||;:I:計 ,解
・Ю

 L磐械1ll:は
==づ
農1菫
「受躊

0857佐 世f朱 市京坪田r76
1' (0956)25-0369

10:00～ 19:00  体質別食養相談

第 1,第 3日 曜日 オリープ自然美容法相談

年中無休 上に同じ

ア ズ マ ヤ

愛媛純正食品センター
(菅  本  フ ジ子 )

八 幡 自 然 食 品
セ ン タ ー

上 原 商 店

般      若
日本自然療能研究所

ジッシヨウ

I某群 亀 孟昼 よ

十 ぽ ナ チ ュ ラ ル

子飼店 (自 宅 福山千春)

菊      池
自然食品セ ンター

自 然 食 品 の 店
と  ど  ろ  き

榊 創 美 健 社
(水辺」ll物 園より束300m)

じ 860熊 本市 ド通1-48
1' (0963)54-9161

ラ 860熊 本市東 r‐飼日r3-5

■
' (0963)43-4043

0862熊 本市新′L13611
■, (0963)69-1502

0867熊 本県水俣市古賀田r121
■, (09666)3-0108

0903那覇 1「 首ll石 嶺田r3121
1' (0988)87-3801 ・ 3434

0902月

“

覇市首Чl赤 平町22
a(0988)53o795(赤 F`バ ス停向)

0900月

“

覇‖j久 茂地3n5
2' (0988)34-7195

o9oo月

“

覇市安謝 51

■, (0988)68-3090

o902那 覇市寄宮156

● (0988)54-0296

8100～ 20:00   西d達
“
r, 体質別食養・美容相談

無休を原則 とする 有機野菜販売,沖縄 ri然塩販売

9:30～17:30   純 lF食 品販売

086113熊 本県菊池 市切明305   8:00～ 20:00   配達 日I,豆腐販売

● (09682)5-0720             奎テロ‖涅日

:::::::)litti山
鹿市鍋田B4 毎 日曜 日・祝H徴

安倉番星鳥翼

｀

器重黒習会

子

〈本
部

然

一　
口田
一

黒

未
販
ぁ
食

石
セ

区話軍24盆『
宇漿需宏肇男%0特に定めず

089518鹿 児島県薩摩郡古之城口「

8(09965)31784 舟本4456(Li地 駅前 )

9:30^ヤ 20:00

11:00-21:00
毎 日曜 日

9:30´-19100

毎 日曜 日

9:00-19:00
毎 日曜・祝 日

llioo～ 20:00  健康相談

毎日曜日

食事・健康相談,美容相談

正食料理教室,自 然農法研究会 ,

健康・美容相談

健康自然食品販売
(■ 塚機久郎)(自 )30704

オーサワジャパン純正食::Il,食 養相談
GO書籍PUテ ープ販売,卸・小売

食養相談,PU勉強会, 書籍販売

食養相談,11食 料IIl教室, 11籍販売

純i[食 品, リマ化粧品ip,小売

自然食品,玄 米レストラン

陽報 。泉崎中i

料理教室(毎週火曜日)姓 名半1断 ,改 名指導

よもぎ自然食品店

島筆
食品センタ轟

味       園 石

900那覇市脚 奇1911
1(0988)54-5366 11Ft球 わi準腱ネ上F]

0902那 覇市安里444-2

沖 縄 陰 陽 研 究 会  喜納アパートC棟 302'}室

2, (0988)53-7745

を
会

店
ヴ

タ一　
品

一

0903那覇 II首 :■ 石嶺町4-56    9:30～20:00   Jl食 とPU勉強会,1に 食料理研究会

● (0988)873801         毎日曜日・祝‖ pr草摘みピクニノク

0900月
`覇

市久茂地21314             食占::,化力L品 ,そ の他

8(0988)536417 -銀サービス内          lli食 普及,配達口∫

★ (*)Llの 数は法人会員申込みLI数 です。
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完結 / カセットテープ

第‖集 ～第 16集 (完結 )60分テープ ロ本 !6,50旧
(送料こみ )

1960年 、ニューヨークで、日本人の聴衆のために行なった長時間の講演・

対話集です。マクロビオティック、無双原理の考え方を、桜沢先生自身の

「Jか ら聞いてください。第 1集 ～第 5集 、第 6集～第10集 、各 1万 5千円。

桜沢如一 著東洋 医学 の哲学
2,000R
(送 料160円 )

軽装版発行/
桜沢先生が1956年 、アフリカのシュバイツァー博士のもとで

書きあげた名著。初心向きであって、マクロビオティックの

真髄を表現 した、別名『最高判断力の書J

カセットテープ

大 森 英 桜講義
90分 カセット4本  1万円 (送料こみ )

ガンはなぜ起こるか、舌ガン、胃ガン、

食医学による治療法……ガンのすべて。

腸ガン、肺ガン、肝臓ガン、子宮ガン、乳ガン……その正
ミ
ガン患者は副食で塩気をとれミ

大森英桜 講義 90分カセット2本

4,000円 (送 料200円 )

大森英桜 講義
カセット60分と90分  3,000円 (送料200円 )

鳥
居
知
弘
さ
ん
に

援
助
を
／

″ぽ
ん
せ
ん
″
の
鳥
居
知
弘
さ
ん
が
、

５‐
年

・２
月
、
長
野
県
下
で
瀕
死
の
交
通
事
故
を
負

っ
て
、
は
や
く
も
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
奇

跡
的
に
死
を
ま
ぬ
が
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
訓
練
を

へ
て
、
今
、
自
宅
で
療
養
さ
れ

て
い
ま
す
。

ぽ
ん
せ
ん
の
仕
事
は
、
松
田
友
行
さ
ん
が

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
作
業

場
が
不
用
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
床
を
入

れ
て
畳
を
敷
き
、
鳥
居
さ
ん
の
部
屋
に
す
る

計
画
で
、
Ｅ
事
は
植
草
秀
樹
さ
ん
が
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
費
用
を
、
私
た
ち
で
援
助
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
内
、
鳥
居

さ
ん
お
見
舞

い
係

（
川
上
）
あ
て
に
、
お
送

り
願
い
ま
す
。

ま
た
、
お
見
舞

い
と
励
ま
し
の
お
使
り
を

さ
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ｏ

〒
１
９
９
１
０
１

神
奈
川
県
津
久
井
郡
相
模
湖
町
与
瀬
八

一

八
―

一　
　
鳥
居
知
弘
　
あ
て

電
話
／
〇
四
二
六
八

・
四

・
二
九
五
六
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―
↓
Ｙ
布
■
叩
巾
十
才
■
Ｔ
十
■
ツ
ル
■
図
妥
下
■
上
イ
ー
十
／
１

（人
間
向
き
）
桜
沢
如

一
著

魔
法
の
メ
ガ
ネ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
万
　

　

〈
吾
円

永
遠
の
少
年

（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
′
　
一一一８
円

永
遠
の
少
年

一下
）
ガ
ィ
ン
ー
小
伝
　
　
　
　
　
一二杏
円

食
養
人
生
読
本

食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

　

一、
二
８
円

生
命
現
象
と
環
境

ゃ
さ
し
い
エ
コ
甲
ン
ー
　

　

一二８
円

新
食
養
療
法

正
食
心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
一、
二
８
円

東
洋
医
学
の
哲
学
　
軽
装
普
及
版
　
　
　
　
一一、
０
８

円

桜
沢
収
真
′

食
養
料
理
法

（
旧
版
）
　

　

　

　

　

　

　

一、
二
８
円

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書
　
一一一、
三
８
円

（
研
究
向
き
）
石
塚
左
玄

著

食
物
養
生
法
　
一
八
九
八
年
初
版
、
体
むヽ
論
　
　
　
　
　
（
‐Ｆイ‐
切
れ
）

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
一
八
九
一ハ年
初
版

　

一二
、
８
０
円
　
一Ｉ
一日

桜
沢
如

一
綺

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法

宇

宙

の

秩

序

最

重

大

Ｐ

Ｕ
書

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

健
康
の
七
大
条
件

正
義
に
つ
い
て

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人

平
和
と
自
由
の
原
理
東
西
文
明
統
合
の
原
理

食
養
講
義
録

自
然
医
学

食
物
療
法
総
覧

石
塚
左
玄

食
養
法
開
祖
小
伝

桜
沢
里
典
著

↓
訂

キ
‥
こ
二

Ｃ
）昇
一翼

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム

原
典

コ
ピ
ー
版

桜
沢
如

一
祐

新
し
い
栄
養
学

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

世
界
無
銭
武
者
旅
行

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

「新
し
き
世
界

へ
　
邑
ｏ
上
一賣
号

『新
し
き
世
界

へ
一
三
ｏ
菫
一言
う

「
健
康
の
し
大
条
件
Ｌ
原
ｒ
転
換
」を
の
ぞ
く
）

「意
志
」
教
育
五
十
年

の
実
験
報
綺

Ｐ
Ｕ
歌
集

桜
沢
如

一　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

丁

Ｅ

Ｓ

第

一
回

　

特
別
セ
ミ
ナ
ー
ル
６０
分
　
２
本
　
一一一、
０
８
円

〒

こ
ｏ

判
断
力
の
話

　

七
〇
才
、
新
春
講
義
　
６０
分

＾
２
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
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ニ
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日
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ッ
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テ
ー
プ

無
双
原
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入
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宇
宙
法
則
と
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分

×
２
本

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法
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分

・
２
本

玄
米
の
研
究
　
　
玄
米
の
総
合
研
究
　
９０
分
・
２
本

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
　
６０
分
ｘ
２
本

入
浴
法
の
研
究
　
　
　
　
入
浴
療
法
　
６０
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ｘ
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本

女
の
業
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い
て
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の
性
（さ
か
）、カ
ル
マ
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分
×
２
本

心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分

×
２
本

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分

メ
２
本

食
養
手
当
法
　
　
正
食
医
学
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伝
　
　
９０
分

・
２
本

食
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に
よ
る
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理
法
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分

λ
８
本

美
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ヒ
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当
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分

妊
娠
と
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９０
分
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本

ガ
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
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本

●
お
求
め
は
全
国
有
力
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会

（小
田
急
線
東
北
沢
下
車

一
分
半
一
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
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（中
野
駅
北
口
五
分
　
ａ
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送
金
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法
／
●

各
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一
勧
銀
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座
〓
２
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Ｃ
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明
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で
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７
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Ｃ
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６
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６
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０
８
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〇
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０
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●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮ください

日 本 CI協 会

〒 :51東京都渋谷区大山町‖-5

●03・ 469・ 763! 0
小田急線・東 北 沢駅下車 2分

至
小
日
原

9月 30日 (土)10月 分の月例会 /阿部―理

第 1部 2時 半～ 5時『日本に食糧危機はない』

第Ⅱ部 6時～ 8時半『祈りと悟 りの正食道』

会費/500円ずつ (通 し800円 )

10月 1日 (日 )ア メリカを旅して。アメリカはどう変

るか? 12:00～ 5:00(3時 までは無料 )

12:00～ 1:30/桜 沢里真/8月 下旬、ボス トンのアム

ハース トのセ ミナーに特別来賓 として出席。その時

の模様と、アメリカ各地を初め、世界各地のマクロ

ビオテ ィック関係者との交流の報告と印象を語る。

1:30～ 3:00/橋本政憲、曽我部一美子/ア メリカ大

西部ツアーで何を見、感じたか。最新のアメリカ情

報と経過報告。

3:30～ 5:00/会食 (会食費500円 )

10月 3日 (火)健康相談会 2時半～ 6時 阿部一理

300円 /要 予約/治病体験者の発表や質問など折 り

混ぜながら、座談風な指導形式による正食医学の学

習会です。 (次回は10月 19日 (本 )11～ 3時、11月 7

日(火 )2時 15分～ 5時半の予定です。)

第二回東西交流正食医学特別セミナー 10/13(金 )

～10/15(日 )/会場一日本CI協会/詳細別頁

10月 15日 (日 )リ マ化粧品美容講習会 は10月 22日 に延

期。

10月 18日 (水)2時～ 5時 G.0.生 誕85周年記念講演

桜沢里真『私の越えて来た道、そして未来への展望』

6時～8時 会食/会費1,000円 /要申込み

10月 19日 (木)11～ 3時 健康相談座談会 (10/3参照 )

10月 19日 (木)6時半～ 9時半/安藤昌益研究会

200円 /『統道真伝 (上 )』 (人倫巻)の輪読会など。

世話人代表=船戸鏡聖、阿部一理/200円

10月 20日 (金 )あ さ6時～8時半/G.0研究会

今回が初回です。毎月第3木曜の翌朝。内容は皆で

検討 しますが、『平和と自由の原理』や、G.0.著 の

絶版本などのコピーの輸読 (た とえば『自然医学と

しての神道』 など)や、ディスカッションを予定。

アサネボウさんお断わり。時間厳守。200円 (実費別 )

代表世話人=船戸鏡聖、阿部一理

10月 22日 (日 )12時～ 4時/特別講演会/松村美代子

PUネ ーム、エーメ。交通事故にあい、車イスを使

う身ながら、身体障害者の救済 と正食の運動に専念。

その底抜けに明るい人生観 と笑顔は、周囲の人々に

力強い生きる喜びを与える。G.0.精 神の開花の一つ

の美事な生 きざま。/500円。

10月 22日 (日 )リ マ化粧品美容講習会/10時～15時半

/昼食と純植物性石けん贈呈/無料/要予約

10月 28日 (土)2～ 5時 バン講習会 (ホ シノ天然酵

母鍋焼 きパ ン)/横田和敏/800円 (500円 の天然酵

母つき)/要予約/次回は11/16(本 )11～ 2時。

10月 29日 (日 )12～ 2時/特別講演会『太極拳』

故毛主席が広 く国民に開放 したので広く普及 し、有

名になった中国三千年の伝統 を持つ太極拳 について。

講師/三上光治 (楊 名時直門、高弟。ほかにヨガの

指導など)/500円 /よ く動ける服装が必要です。

正食医学基礎講座/11/3(金・祝 )～ 11/5(日 )

11月 5日 (日 )如月会は休みです。

11月 5日 (日 )月 例会/大森英桜

I部 1時～ 4時半『気のスベテ』

Ⅱ部 5時半～ 8時『風邪の対策と耐寒強健法』

会費=各千円 (通 し1,500円 )。 会員はその 2割引き。

11月 7日 (火 )健康相談会 2時 15分～ 5時半(10/3参照 )

11月 12日 (日 )/特別講演会/宮永正八/12～ 3時

『宗教と正食と写経のこころ』/500円

※宮永先生は北陸で “今親鸞"と 言われる人。

11月 16日 (木)パ ン作り講習 11～ 2時 (10/28参照 )

11月 16日 (本)昌 益研究会 18時半～(10/19参照 )

11月 17日 (金)GO研 究会 前6～ 8時 半(10/20参照 )

11月 19日 (日 )リ マ化粧品美容講習会 10月 22日 の欄

参照。

‖月26日 (日 )/講演会/郡司篤孝/12～ 3時

正食医学応用講座/10/7(土 )～ 10/10(火 )/
都合により中止 しました。
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正 食 医 学
基 礎 講 座

(中 級前 期 )

だれにでも分 か る食べ物 によ る健康法・ 家庭医

●日時/昭和 53年

11月 3日 (金 。祝 )12時受付 開始

11月 5日 (日 )12時解散 (2シ白3日 )

●主催 。会場

日本 CI協会 (イ ンターマ ック)

〒151東京都渋谷区大山町11-5 8(03)469-7631

●講師/大森英桜

●会費/25,∞0円 (寝袋持参者 =24,000円 、夕

'自

者 =23,000円 )

●申込み方法/申込書 に記入 し会費を添 えて 日本 CI協会へ。(日 本 CI協会会員でない方はご入会下 さ
い。年会 費 4,∞0円 よ り)現金書留 か、直接持参で。 なお、電話予約者 より会費納入者 を優 先 します。
●締切 り/10月 27日 (金 )ま

たは定員 (80名 )に なり次第。

●取消 し/10月 27日 (金 )ま

では手数料 2,CX10円 を引い

て返還、10月 28日 (土 )以降

は会の運営上半額返還 とな

ります。

●特色 /正食医学基礎 講座

のllS了 証 を発行 します。

※初 めての参加 も認め ます。

ただ しflg了 証は所定の講座

をflg了 した時、発行 します。

●持参品/食器 (茶碗、汁

椀、中皿 、は し、布巾 2枚 )

学習用具、洗面用具、雑 巾、

(寝袋の ある方は寝袋 )

●講座参カロ者は、11月 5日

の月例会 2講義の会費は各

500円 です。

キ リ ト リ 線

正食医学基礎講座 中級前期 (%～%) 申込書 晦

◎

人
数
に
余
裕
の
あ
る
場
合
は
、
部
分
参
加
も
認
め
ま
す
。

《予定表》
質疑応答

(相談・質問など)

11:30講 義④
′

「膊・ 膵臓の病気」

12:00受付 lln始

Ｈ
月
の
月
例
会
〉

1:∞

`①「気の話」
(大森英桜 )

1,lXD円

5:00

2i00講
義 ①

「五行説と臓勝の

「風邪と耐寒法」
1,lXXl円 (大 森 )

6:30 ttl €)1 rE.lt.g.
til0)f,ttr

6:30薄義⑤

' r+:frE. 4.f,. *[
EIFIo)filtr

9:00

1.寝袋借 ります=25,000円  2.寝 袋持参 します〒24,000円  3.外 泊 します=23,000円 4.部 分参加

ふりがな
男

・
女

( )才

日
生

月年
明
大
昭

イ . 会員 (の家族)です
会員番号 (   )
会員でありません口

.

1 初めての参加です。
2.初級前期・後期修了しています。
3.中級後期修了しています。
4 上級前期・後期修了しています。

氏名

ふりがを

一Ｔ
道
県

＞
都
府

住所

宅

話

自

電

市外局番

)

業

先務

職

勤

勤務先 市外局番

電 話 (   )  ―

りたし

。
＜

＜

力

し
日
日

参
さ
＞
＞

て
だ

れ
く

遅
て
＜
＜

※
　
①
②

、早 く帰 る人は記入 し

)時より参加 します。
)時 に帰 ります。



日本Ci協会の活動状況

①月刊「新しき世界へ」の発行・普及 ②正食と無双原理の勉強会 ③マクロピオテイック料理教室

④桜沢如一著書の出版 ⑤桜沢如一、大森英桜講義テープの発売 ⑥宇宙法則、正食関係図書の発行

⑦純正食品の販売 〔オーサワジヤバン、インターマック(国際マクロピオテイック・センター)店

□Ю3・ 465・ 5021-3/中野店は閉店しました。‐③食用塩調査と自然塩の普及販売 (803・ 364・ 2721)

⑨夏・冬の健康学園、無双昼理ゼミナールの開催 ⑩ 正食医学基礎講座 (PU学園、修了証発行)

⑪地方講演会・料理教室等の開催 ⑫安藤昌益研究会 ⑬人生なんでも相談、食事。健康相談 (予約

制 803・ 469。 76310 有料 担当/桜沢里真、大森英桜、阿部一理ほか)

日本 Cl協会への入会案内

4,000円

12,00o円

(2分割可 )

20,000円

を 1日以上

「新 しき世界へ」配布 無農薬玄米カムカムクラブ入会資格,会員証発行,各種相談を受け

られる。 lE食医学基礎講座 とリマ・ ク ノキ ングアカデミーの受講資格

誌友会員に同じ,本誌巻末に毎号,店名・住所・電話・営業時間・申し込み回数・その他を

広告「新しき世界へ」 5部配布  日本CI友 の店シール配布

誌友会員に加えて,万病必治・健康増進「食物療法の道じるべ」 (非売品進呈)・ 無双塔バッジ

進呈, 日本CI協会発行書籍・テープ各 5%引 き (値引き金額相当の図書テープ券進呈)

●下記の用紙に記入し,会費を添えて,〒 151東京都渋谷区大山町11-5日 本CI
電 話 (03)469-7631(代 ) 振 替

協会会員係 に御送付下さい。
東京 0 194125

日本 CI協 会 入会申込書

私は日本 CI協会の会員になりた く,会費 円を添えて次のi llり 申し込みます。

※
太
枠

の
中

へ
た
し
っ
か
え
な
い
限
り
、
楷
書
で

ハ
ッ
キ
リ
と
お
書
き
下
さ
い
。

年   月号から    年間分 新規・継続(前の会員番号    ) H召「日 1 11

会員別の符号 をc
でかこんで下 さい

A 誌友  B.普 通  C.参 与  D.特 別参与  日  E 法人(店 舗 ) 「l

(4,000円 ) (12,000円 )(30,000円 )(3万 円 lL]、 4 LI以 L) (20,000円 を111イロ∫[Jで も)

男

・
女

明
大
昭

年  月   日生

職
　
業氏 名

りかな 電
　
話

自

宅

住 所
(〒   ~ )者

Б道
府県

務

め

玄
米
歴 年

出
生
地

血
液
型

戸
籍
名

ご
家
族 鰭L(家

族名
               )

ご紹介者
氏

名

住

所

(〒   ―  )

法人会員
の方はご

言己入
~下

さ

店

名

住

所

(〒   一  )

電

話

営業

時間
時～  時

定
休
日

備

考

料理教室・カムカムクラブ

正食医学・健康相談 。その他

現金・現金占留・劇∫使振替

銀行振込 。その他

受

付
月 日

会員
番号

友
通
与

誌
普
参

特参
法人    一

効

限

有

期
年  月まで カー ド 会員乱「

バ /ジ・本

シール



太
陽
熱
で
調
理

日
本
で
も
太
陽
熱
を
使

っ
た
ソ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
な
ど
が
実
験
的
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

理
器
。
反
射
板
の
焦
点
の
台
の
上
に
、
底
を

黒
く
ぬ
っ
た
鍋
や
ヤ
カ
ン
を
置
く
。　
一
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
電
熱
器
に
相
当
し
、
１
リ

ッ
ト
ル

の
水
な
ら
、
８
７
１０
分
で
沸
騰
す
る
と
い
う
。

重
量
は
六

・
三
キ
ロ
で
、
分
解
可
能
。

７９
ド

ル
９５
セ
ン
ト
。
紫
外
線
の
殺
菌
効
果
は
あ
る

し
、
煙
も
出
さ
ず
、
燃
料
費
は
タ
ダ
で
、
弱

い
日
光
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
と
い
う
か
ら
、
省
資
源

思
想
の
Ｐ
Ｒ
に
は
好
適
。
た
だ
し
、
雲
が
出

て
き
た
り
、
雨
に
な

っ
た
ら
料
理
中
止
と
い

う
の
が
泣
き
ど
こ
ろ
。
商
品
名
は
、　
９
〓

で
く

，
ヽ
。

本場のアル象 でスキー の醍醐味 を /_
●ヨーロッパヘスキーツアーを計画中…

出来 るだけ費用 を節約 し、気楽 に本場の スキ

ー を楽 しむ仲 間 を探 してい ます。

ち よっとで も、「 r]銀の欧州へ行 ってみたいな

あ」 とい う方 、 ご連絡 くだ さい。

期間は 2月 頃 、費用未定 、仲 間が集 まり次第

(10月 中旬 )、 予定 を組み ます。

●連絡先 /日 本 C:気 付  佐藤勝彦 (ス キー指導員 )

■

編

集

後

記

■

●
米
国
ボ
ス
ト
ン
を
本
拠
に
、
欧
米
に
活
動

し
て
い
る

″イ
ー
ス
ト

・
ウ
エ
ス
ト

・
フ
ァ

ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
″
の
副
会
長
と
し
て
長
く

活
躍
し
て
き
た

エ
ド
ワ
ー
ド

・
エ
ス
コ
氏
が

同
財
団
代
表
と
し
て
、
９
月
１１
日
、
来
日
。

１０
月
に
は
、
ウ

ェ
ン
デ
ィ
夫
人

（英
文

『
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ク
ッ
キ
ン
グ
』
近
刊
）

と
二
人
の
子
供
さ
ん
を
呼
び
よ
せ
る
と
の
こ

と
。
二
、
三
年
、
滞
在
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な

勉
強

・
研
究
や
、
活
動
に
あ
た
る
。

●
東
京

・
京
都
な
ど
に
は
、
こ
の
よ
う
な
目

的
で
滞
在
し
て
い
る
外
人
が
数
多

い
。
ま
た
、

日
本
へ
行
き
た
い
、
と
い
う
希
望
も
多
く
聞

く
。
日
本
か
ら
海
外

へ
出
る
人
も
、
だ
ん
だ

ん
増
え
て
き
た
。
国
際
交
流
は
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な
る
。
来
日
外
人
が
ま
ず
困
る
の
が
住

宅
問
題
。

（外
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
も

だ
が
）
な
に
か
い
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
活
動
、
そ
の
他
、
国
内

外
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
　

　

　

（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界

へ

十
月
号

◎
　
一
九
七
八
年
　
第
五
〇
五
号

発
行
日
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

一
日

編
集
森
発
行
者
　
　
橋

本

政

憲

発
行
所
　

日
本

Ｃ
Ｉ
協
会

〒

一
五

東
京
都
渋

谷
区
大

山
町

一
´
―
五

〇
３

１
４
６
９
１
７
６
３
１
代
）

一塁
界
０
１
１
９
４
１
２
５

振 電
替 話

国際マクロビオティック・ センターの本部 で、夢 と情熱 を発揮 しよ

うという男女 (年齢不間 )。 率 先 して掃除すること。世間的 な意味

での待遇 は現在不可。正食 2食。編集、経理 、運転、行事、正食指

導・料理 、外国語のできる人 はなお歓迎。

幹部候補 ・研究生 募集 /

日本CI協会本部事務局の



「世
界
政
府
」
改
「新
し
き
世
界
へ
」
昭
和
五
十
二
年
十
月

一
日
発
行
　
一雪
二
種
郵
便
物
認
可

財
団

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

二
五
〇
円

（送
料
こ
み
）

ヽ
一

            
・ ,

生命は自然のなれこ
リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物1生イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女性の肌には

やさし<なじむ

植物1生化粧品こそ

最適です。

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食′
Jヽ売店、

有名デバートでどうぞ″

■リマコールドクリーム

=リ
マバニシングクリーム

●リマ栄養クリーム

†|リマネオクレンジング

●リマ洗顔クリーム

|リマフェイトスキンローション弱酸性

11リマフェイトスキンローションH

■|リマフエイトスキンローションQ

Iリマバール乳液

墓墓翼B■リマヘフークリーム

●リマシヤンプー
扱 (サイドビジ |■リマグルーリンス
)ご希望の方は、 S

llリマリップスティック11

‐
雫會積「

で｀あ

 |
●リマねり紅1 231

41リマサポンフランシ
´´´ ´ ´´ ´ ゴ

=:リ
マビューテイソー

東日本販売担当 (新潟 。長野・静岡以東 )

リ マ 化 粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区西台2-6-19

西日本販売担当 (富山・岐阜・愛知以西)

リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1

電 話(03)937-6644(代 表)              電 話(06)943-8101(代表 )

撃2∬ ⊂kll為亀1


